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大会会場へのアクセスと会場配置図 

 

一般講演、シンポジウム、授賞式、代議員総会、懇親会 

〒243-0034 神奈川県厚木市船子 1737 東京農業大学（厚木キャンパス） 

 

 

 
 

 

＊小田急線 本厚木駅から 

・バス：本厚木駅南口の 14 番乗り場から約 15 分 

現在は南口を出て正面にバス停への歩行者デッキ（エスカレーター・階段）があります。 

便数が少ない土曜・休日ダイヤでの運行です。ご注意下さい。 

・タクシー：本厚木駅北口から約 10 分 

タクシー乗り場は北口を出て正面です。 

「東京農大のバスロータリーまで」とドライバーにお伝え下さい。 

・徒歩：約 30 分 

 

＊自家用車でのご来場はできません。 

  

東京農業大学行バス停の位置 

バス時刻表 
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キャンパスマップ（バス停、大会会場、懇親会会場） 

 
 

大会会場（講義棟）マップ（A-C 会場、トリニティーホール、ホワイエ） 

 

・A-C 会場（3 階）･･･ 一般講演（口頭発表）、英語口頭発表、小集会 

・トリニティーホール（1 階、M2 階）･･･ シンポジウム、授賞式、受賞講演、代議員総会 

・ホワイエ（M2 階）･･･ 一般講演（ポスター発表）、昆虫じまん 

・ホワイエ上段（2 階）･･･ 小中高生ポスター発表  
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大会事務局からのお知らせ 

 
受付：講義棟 R 階出入り口にあります。各日 8:00 から開始します。持参頂いた名札をご提

示の上、名札ケースをお受け取り下さい。当日参加も大会ウェブサイトから参加登録して下さ

い（参加費の現金でのお支払いは受け付けておりません）。なお、大会 1 日目 9 月 13 日（土）

の公開シンポジウム、2 日目 9 月 14 日（日）の小中高生ポスター発表および昆虫じまん

への参加は無料です。 

 

名札：各自でプリントアウトして持参頂き、会場では必ずお付け下さい。名札を忘れた場合

は受付へ申し出て頂き、白紙の名札を受け取って記入して下さい。 

 

要旨集：PDF 版のみ作成し、冊子体は配布しません。必要な場合は各自でプリントアウト

して持参して下さい。PDF 版は大会ウェブサイトで公開します。 

 

代議員総会：大会 3 日目 9 月 15 日（月）15:15 から 16:30 までトリニティーホールで

開催（終了時間は変更の可能性あり）。会員の方は傍聴することができます。事前申込がお

済みでない方は会場入口（M2 階）で受付を行い、入場して下さい。なお、代議員総会に先

立って、ポスター発表賞および英語口頭発表賞の授賞式を開催します。 

 

公開シンポシウム：大会 1 日目 9 月 13 日（土）9:30 からトリニティーホールで開催。 

 

公募シンポジウム：大会 2 日目 9 月 14 日（日）14:45 からトリニティーホールで開催。 

 

懇親会：大会 1 日目 9 月 13 日（土）17:00 から学生会館 1 階で開催。懇親会の終了に

あわせて、学生会館前から本厚木駅までの送迎バス（無料）が出ます。 

 

一般講演（口頭発表）：詳しくは「一般講演（口頭発表）におけるプレゼンテーション」を

ご覧下さい。 

 

一般講演（ポスター発表）：大会２日目９月 14 日（日）にホワイエで開催。奇数番号は 12:00

～13:00 を、偶数番号は 13:00〜14:00 を発表のコアタイムとします。発表者はこれよ

り前に掲示を終え、コアタイムはポスター前で対応して下さい。優れたポスター発表にはポ

スター発表賞が授与されます。授賞式は大会 3 日目９月 15 日（月）15:15 から、代議員

総会に先立って行います。 

ポスターの掲示は大会 2 日目 9 月 14 日（日）8:00 から可能です。自身のポスター番

号の表示のある壁面・ガラス面に掲示して下さい。掲示の際は、ポスター番号表示の下にポ

スターの左上の角がくるように位置を調整し、ポスター番号表示の脇にある両面テープで

貼って下さい。ポスターの撤収は同日の 17:00 までにお願いします。 
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英語口頭発表：英語口頭発表は大会 2 日目 9 月 14 日（日）11:15 から B 会場で開催。

発表時間・方法は一般講演（口頭発表）と同じです。ただし、座長は大会運営側で準備しま

す。優れた英語口頭発表には英語口頭発表賞が授与されます。授賞式は大会 3 日目 9 月 15

日（月）15:15 から、代議員総会に先立って行います。 

 
小集会：大会 2 日目 9 月 14 日（日）と 3 日目 9 月 15 日（月）の 17:00 から小集会を

開催。開催時間は最大で２時間です。終了時間（19:00）を守って下さい。すべての会場に

液晶プロジェクターが装備されています。終了後は大会スタッフが操作パネルを終了させ

ますので、世話人はすみやかに大会本部に終了した旨をお伝え下さい。 

 
小中高生ポスター発表：大会 2 日目 9 月 14 日（日）にホワイエ上段で開催。12:30～

13:30 を発表のコアタイムとします。発表者はこれより前に掲示を終え、コアタイムはポ

スター前で対応して下さい。発表者には参加賞の他、優れたポスター発表に対しては優秀賞

が贈られます。コアタイム終了後、14:00 からホワイエで授賞式を行います。 

ポスターの掲示は大会 2 日目 9 月 14 日（日）8:00 から可能です。自身のポスター番

号の表示のある壁面に掲示して下さい。掲示の際は、ポスター番号表示の下にポスターの左

上の角がくるように位置を調整し、ポスター番号表示の脇にある両面テープで貼って下さ

い。ポスターの撤収は同日の 17:00 までにお願いします。 

 

昆虫じまん：ホワイエで開催。展示用のテーブルに大会 1 日目 9 月 13 日（土）8:00 か

ら展示可能です（２日目だけの展示でも結構です）。展示説明のコアタイムは大会 2 日目 9

月 14 日（日）12:30～13:30 です。コアタイムは展示の前で対応して下さい。展示者に

は参加賞が贈られます。 

 
撮影：大会における発表スライド・ポスターの写真・動画の撮影は原則禁止です。発表者の

許可を得た場合に限り認められます。 

 
喫煙：会場のある講義棟 1 階の出入り口から屋外に出て左手に喫煙所があります。 

 
休憩所：講義棟 3 階 1307 教室（C 会場隣り）です。M2 階のホワイエもご利用頂けます。 

 

駐車場：大学の駐車場はご利用頂けません。会場へは公共交通機関か徒歩でお越し下さい。 

 

昼食：大会期間中は学内の食堂・売店は閉まっており、弁当の販売もありません。大学周辺

には飲食店はありませんので、会場にお越しになる前に昼食をお求め下さい。休憩室に電子

レンジとお湯の入ったポットを用意します。 

 

会期中の緊急連絡先：konchugakkai85@gmail.com  
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一般講演（口頭発表）におけるプレゼンテーション 

講演時間：口頭発表は 15 分間（発表 12 分、質疑 3 分）です。時間厳守をお願いします。

予鈴 10 分、本鈴 12 分、終鈴 15 分で経過時間をお知らせします。講演の取り消しがあっ

た場合には、その時間帯を空き時間とし、繰り上げは行いません。当日の講演取り下げは、

会期中の緊急連絡先（konchugakkai85@gmail.com）にお願いします。 

パソコンの準備：各自でノート型パソコンおよび電源ケーブルをご持参下さい（Windows

を推奨）。プロジェクターへの接続は HDMI ケーブルのみです。変換ケーブルが必要な方は

忘れずにお持ち下さい。パソコンの不具合に備え、必ずスライドの PDF データを USB メ

モリに保存してお持ち下さい。ファイルサイズは極力小さくして下さい。個人でパソコンを

ご準備頂けない場合、お近くの方で融通しあうなどして下さい。大会運営側はデータ消去、

USB メモリを介したウイルス感染等の責任は負いません。 

試写：必ず事前に、空き時間等を利用して発表される会場にて試写を行い、動作を確認して

下さい。休憩室でも試写ができます。混雑緩和のため動作確認以外は行わないで下さい。 

座長：発表後は次の発表の座長をお願いします。ただし、午前と午後の最初の発表の座長は

大会運営側で準備します。 

発表の手順： 

① 発表者は、前の発表者の講演中に「次演者席」に着席します。

② 前の発表者の質疑の間に次の発表者のパソコンへの切り替え作業を行います（質疑中に

スライドの投影はできません）。次の発表者はパソコンを接続する際、あらかじめ投影予

定のファイルを開いておいて下さい（スライドショーはパソコンの切り替え後に開始し

て下さい）。会場係の責任以外でパソコンの画面切り替えに時間がとられた場合であって

も、その分の時間延長は行いません。 

③ 配線が複雑になるので、講演準備および講演中は電源に接続しないで下さい。どうして

もバッテリーに不安のある方は会場係にお申し出下さい。
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学会賞授賞式および受賞講演 

9 月１3 日（土）15：15～16：30 トリニティーホール 

2025 年度論文賞（表彰のみで、受賞講演はありません） 

受賞論文：Tatsuki Matoba, Yoshitaka Kamimura, Kazunori Yoshizawa (2024) 

Traumatic copulation and counterpart female traits are widespread in 

fritillary butterflies (Lepidoptera: Nymphalidae: Argynnini). Vol. 27(2) 

ENS 12570. 

受賞論文：Kôichi Arimoto, Junichi Yukawa, Masako Yafuso, Ayako Sasaki, Zhi-

Hui Su (2024) New genus and two new species of Cecidomyiidi 

(Diptera: Cecidomyiidae) inhabiting the fig wall of Ficus subpisocarpa 

and Ficus caulocarpa (Moraceae) in Japan and Taiwan. Vol. 27(3) 

ENS 12583.  

 2024 年度若手奨励賞（表彰および受賞講演） 

中濵 直之 会員（兵庫県立大学 自然・環境科学研究所） 

「絶滅危惧昆虫の保全に向けた生態学及び遺伝学的研究」 

 2025 年度若手奨励賞（表彰および受賞講演） 

渡部 晃平 会員（石川県ふれあい昆虫館） 

「ゲンゴロウ科およびその他の水生・半水生昆虫を中心とした分類学・生態学およ

び保全生物学的研究」 

2025 年度あきつ賞  受賞対象なし 

各種会議の案内 

東京農業大学厚木キャンパス 講義棟 

９月１2 日（金）（大会前日） 

開催希望のお申し出のあった委員会委員長に大会事務局から個別にお知らせして

おります。 

９月１5 日（月） 

15：15〜16：30 代議員総会（トリニティーホール） 

16：30〜16：45 理事会（トリニティーホール）代議員総会に引き続き開催。 
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大会参加者名簿 

 

8 月 6 日現在 ◎は懇親会参加者、記号は講演番号 

シンポジウム・小集会のみ参加（講演）の方を含みます 

 

A 

◎ 阿部 芳久（九州大学） 

  赤林 哲也（千葉大学） PP32 

◎ 赤星 裕良（佐賀大学） PP24 

◎ 安藤 徒樹（北海道大学） A102 

  安西 七海（福岡大学大学院） C206 

◎ 青井 光太郎（都立大・理） 

  青柳 祐輝（兵庫県立大学） PP12 

  荒井 周（東京農大・昆虫） A318 

  荒島 彈（九大院・生資環） 

  淺井 英毅（大阪公大・院理） B314 

◎ 朝鍋 遥（東京大学） B211 

 

B 

◎ 伴 光哲（帯広畜産大学・客員研究員） B207 

 

C 

  陳 玄樸（No affiliation） PP02 

  千代田 和真（東京農工大学） PP35 

 

D 

◎ Davis Steven（東京科学大学） B320 

 

E 

  江川 和総（筑波大学） PP37 

◎ 江村 薫（埼玉県植物防疫協会） 

  榎本 尊（様似郷土館） 

 

F 

◎ 藤原 一旭（鳥取大学） PP28 

◎ 藤山 直之（山形大・理） A209 

  福田 汰知（九州大学） 

◎ 福田 悠人（慶應義塾高等学校） 
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◎ 福岡 太一（長崎大学大学院総合生産科学研究科） B317 

 

G 

◎ 五井野 響太郎（九大院・生資環・昆虫） A205 

◎ 五箇 公一（国立環境研） B104 

◎ 後藤 聖士郎（熊本県） 

◎ 後藤 慎介（大阪公立大・院理） 

◎ 後藤 寛貴（静岡大学） 

 

H 

◎ 芳賀 航（名古屋大学大学院） B210 

◎ 萩原 絢子（東京農工大学 動物行動学研究室） B319 

  濱野 友（兵庫県立大学） PP09 

◎ 花井 真希人（九州大学） A108 

  原田 彪吾（東京農工大学） 

◎ 原田 惇作（東京都） 

  原野 健一（玉川大学） 

◎ 長谷川 蒼太（鳥取大学） PP29 

◎ 橋本 賢直（九州大学） B302 

◎ 橋爪 拓斗（九大院・生資環・昆虫） WB304 

◎ 林 幸希（都立大・理） B309 

◎ 林 成多（ホシザキグリーン財団） 

  林 晋也（福岡大学） 

◎ 平井 規央（大阪公立大学・院・農） 

◎ 平石 拓海（東京都立大学） PP43 

◎ 平松 新一（環境省生物多様性センター） C306 

  平田 慎一郎（きしわだ自然資料館） 

◎ 廣瀬 朋輝（北海道大学） B305 

  廣瀬 勇輝（九大院・生資環・昆虫） A305 

  廣田 渓琉（岩手連合大学院） B316 

◎ 広渡 俊哉（九州大学） 

◎ 久末 遊（自然研・小笠原） WB302 

  本郷 和也（酪農学園大学） 

◎ 細石 真吾（九大熱研センター） A310 

◎ 細谷 忠嗣（日本大学） 

 

I 

◎ 市川 裕咲（九州大学） A302 
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◎ 市丸 智規（鹿児島大学） 

◎ 市村 研至（信州大学） PP07 

◎ 井手 竜也（国立科学博物館） A301 

  五十嵐 大翔（福島県） 

  五十嵐 一彰（福島県） 

  飯森 佳和（東京農業大学昆虫学研究室） 

◎ 今田 舜介（びわ博） A106 

  井上 正隆（NPO 法人 小笠原海洋島研究会） 

◎ 井上 修吾（九州大学） A104 

◎ 石川 夏帆（筑波大学） PP21 

◎ 石川 忠（東京農業大学） 

◎ 石谷 正宇（島根大学非常勤講師） C106 

◎ 伊藤 文紀（香川大学農学部） A311 

◎ 岩崎 響亮（東京農大・昆虫） B206 

◎ 岩田 隆太郎（東京都町田市） 

 

J 

◎ 神保 宇嗣（国立科博） 

◎ 神宮 彬彦（大阪公立大学） PP33 

 

K 

  加賀 芳恵（小笠原自然文化研究所） S102 

  梶村 恒（名古屋大学・森林保護学研究室） 

◎ 柿添 翔太郎（国立科学博物館） C304 

  角平 龍紀（東京農大・昆虫） C204 

◎ 神尾 大地（東京理科大学） 

◎ 紙谷 聡志（九州大学） B105 

◎ 金井 賢一（鹿児島県立錦江湾高校） 

◎ 金尾 太輔（山形大学 Yamagata Univ.） A206 

  金子 裕明（神奈川工科大学） 

◎ 金子 直樹（自然環境研究センター） 

◎ 金子 玲菜（都立大院・理） PP04 

  菅野 将吾（東京農業大学） 

◎ 片石 隆斗（（株）KANSO テクノス） 

◎ 加藤 敦史（神奈川工科大学） 

  加藤 優羽（神奈川県立生命の星・地球博物館（外来研）） 

  加藤 三歩（東北大学） 

◎ 河合 諒人（九大院・生資環・昆虫） C207 
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  河合 雄治（三重県） 

  河合 雄介（九州大学） A316 

◎ 川上 仁之（慶應義塾大学） PP16 

  河上 康子（大阪市博 外来研） 

◎ 木寺 啓太（長崎大学） PP42 

  菊地 波輝（豊橋市自然史博物館） A308 

  菊地 友則（千葉大学） A312 

  木下 舜太郎（明治大学） 

◎ 岸本 年郎（ふじのくに地球環境史ミュージアム） 

◎ 岸本 圭子（龍谷大学・理工） B103 

◎ 北原 朋佳（帝京科学大学） 

◎ 小林 世羅（信州大学） PP08 

◎ 小島 弘昭（東京農大・昆虫） 

◎ 児島 一州（岡山理科大学） 

  小宮山 知佳（鎌倉市） 

  越川 龍（東海大学） 

  越川 鈴子（無所属） 

◎ 小汐 千春（鳴門教育大学） 

◎ 久保田 耕平（平成国際大学） C203 

  工藤 起来（新潟大学） 

◎ 工藤 慎一（鳴門教育大学） WA301 

  工藤 達実（東京大学総合文化研究科） WC301 

  熊谷 緋沙子（九段小学校） PP19 

◎ 鞍井 希凪（貝塚市立自然遊学館） PP17 

◎ 倉西 良一（神奈川工科大学） B308 

  栗田 桃萌（佐賀大学） PP38 

  栗山 亜由美（神戸女学院大学） 

◎ 黒田 由佑（静岡大学） PP05 

  草野 勇茉（信州大学） 

  桒田 光均（NPO 無施肥無農薬栽培調査研究会） 

◎ 曲 雅慧（早稲田大学） PP25 

 

M 

  前藤 薫（神戸大学） C208 

  牧野 純也（東京農業大学） 

◎ 牧野 俊一（森林総研） C102 

  鞠子 けやき（東農大 昆虫研） PP22 

  丸岡 奈津美（宇都宮大・バイオ） WA201 
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◎ 丸山 宗利（九州大学総合研究博物館） A207

◎ 正本 大岳（九大・システム生命） WA303

◎ 増子 恵一（東京都）

増本 三香（北里大学）

桝永 一宏（琵琶湖博物館）

松原 豊（神奈川県）

◎ 松田 直樹（京大・院農） WA203

◎ 松本 吏樹郎（大阪自然史博） C105

松村 洋子（ウィーン大/進化生物学部） WC202

松島 良介（愛知県）

◎ 松浦 公平（九大院・生資環・昆虫） A309

◎ 松浦 匠（大阪公立大学） B202

◎ 三木 巴月（兵庫県立大学） A103

◎ 蓑原 茂（東京大学）

◎ 蓑島 悠介（北九州市立自然史・歴史博物館） A101

◎ 三田 敏治（九州大学） A304

◎ 三田村 敏正（福島大学/ 長崎大学） B107・WB202

◎ 宮田 陵（東京都立大学） B310

◎ 望月 政樹（千葉県）

望月 駿（静岡大学）

桃井 海夏登（無所属）

森 理乃（佐賀大学） PP36

諸岡 歩希（茨城大学）

毛利 茜（東京農業大学 昆虫学研究室）

◎ 向井 歩（大阪公大・院理） C104

村田 桃香（山形大院・理工） PP27

N 

  長崎 理（神奈川県） 

◎ 長島 聖大（伊丹市昆虫館）

長田 聖哉（鹿児島大学） PP40

◎ 中林 ゆい（神戸大学） C107

◎ 中濱 直之（兵庫県大・ひとはく）

中平 賢吾（酪農学園大学）

◎ 中村 涼（東京大学） A202

◎ 中村 剛之（弘前大学） B301

◎ 中西 康介（国立環境研究所） C305

中野 晏志（岡山理科大学） PP39
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  中尾 史郎（京都府立大学） WC302 

◎ 中瀬 悠太（京都芸術大） C101 

◎ 中田 勝之（石川県白山自然保護センター） C301 

  根田 直子（茨城大学） PP03 

◎ 西首 嶺一（佐賀大学） PP26 

  野間 健吾（神奈川県農業技術センター） 

◎ 野村 周平（国立科博） A203 

◎ 野中 俊文（株式会社 建設技術研究所） 

 

O 

  小田島 圭汰（玉川大学） 

◎ 大庭 伸也（長崎大学） B108 

◎ 大島 一正（京都府立大学） S105 

◎ 岡 太陽（九大院・生資環・昆虫） A319 

◎ 岡本 悠哉（駒澤大学高等学校） PP10 

◎ 岡安 樹璃也（北海道大学） A303 

◎ 奥田 恭介（佐賀県立博物館） 

  奥寺 繁（北海道教育大学旭川校） B204 

  大松 勇司（北海道大学） A307 

◎ 大宮 悠（筑波大学） 

◎ 大西 健新（株式会社 Booon） 

  大西 理栄（茨城大学大学院） 

◎ 小野 正人（玉川大学農学部） 

  小野田 晃治（東京都） 

◎ 大島 千幸（一般財団法人進化生物学研究所） 

◎ 大田 孝典（鳴門教育大学） B209 

  大坪 明日香（佐賀大学） PP15 

  大浦 ひなた（長崎大院・総合生産科学） WA302 

  大山 望（福井県立大/恐竜学部） WC203 

◎ 小澤 滉生（西武緑化管理株式会社） 

 

P 

◎ 朴 鎮亨（九州大学 昆虫学教室） WB303 

 

S 

◎ 齋川 和宏（立正大学大学院） A208 

◎ 税所 康正（広島大学） 

◎ 斉藤 明子（千葉中央博（市民研究員）） 
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  齋藤 響（信州大学） 

◎ 酒井 恒平（北海道大学） A320 

◎ 榊原 正宗（兵庫県立大学） PP13 

◎ 坂巻 祥孝（鹿児島大学） 

◎ 坂本 洋典（国環研） B101 

  左倉 和喜（基礎生物学研究所・進化発生） S203 

  佐倉 緑（神戸大・院理） S202 

  佐々木 柊太朗（北海道大学） B312 

◎ 佐藤 紅音（明治大学 農学部） 

◎ 沢田 光（株式会社 SONO） 

  澤田 昌恭（北海道大学農学院昆虫体系学教室） A313 

◎ 関 崚大（九州大学） A201 

◎ 瀬島 勇飛（都立大・理・動物系統） A107 

◎ 沈 宗諭（東大・総研博） B212 

◎ 嶋本 習介（相模原市立博物館） C308 

◎ 島野 智之（法政大学） 

◎ 下中 淳ノ介（北海道大学） C303 

  白石 遙希（埼玉県立春日部東高等学校） 

  白石 晃平（株式会社竹中工務店） 

◎ 城田 安幸（医果同源りんご機能研究） C209 

◎ 庄野 美徳（兵庫県立人と自然の博物館 地域研究員） 

  周藤 宙（東京農業大学） 

  宗 祥史（鹿児島大院・連合農学） PP23 

◎ 相馬 純（弘前大学白神自然環境研究センター） WB301・S104 

◎ 末吉 昌宏（森林総研） B303 

  管原 亮平（弘前大学） 

  杉江 萌々華（京都府立大学） PP20 

◎ 杉浦 幹太（静岡大学 創造 バイオサイエンス） B208 

◎ 須島 充昭（東大総合文化） 

  鈴木 亮彦（国立環境研究所） 

◎ 鈴木 誠治（北大院・農） 

◎ 鈴木 智也（広島修道大・人環） B306 

 

T 

  田端 純（農研機構） C205 

  田渕 研（農研機構東北農業研究センター） WA202 

◎ 舘 卓司（九州大学大学院・比較社会文化研究院） 

◎ 立川 琢真（千葉大学） PP30 
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◎ 田ヶ原 将己（筑波大学） PP34

田口 綾乃（CES・生物園） B311

◎ 髙木 隆（名古屋大学大学院生命農学研究科） PP31

高橋 大輔（神戸女学院大学）

高井 嘉樹（国立環境研究所） B102

◎ 高岡 尚矢（北海道大学） B203

高谷 佑生（京都大学） PP41

◎ 高柳 達志（山梨県森林総合研究所） B307

武本 大輔（国土交通省 近畿地方整備局）

竹下 哲朗（明治大学応用昆虫学研究室）

◎ 瑤寺 裕（京都府立大学） A314

田中 宏卓（九州大学） B201

◎ 田中 一裕（宮城学院女子大学） C202

田中 愛斗（新潟大学） C103

◎ 谷山 克也（国士舘大学） C201

◎ 樽 宗一朗（千葉県立中央博物館）

田作 勇人（北海道大学） A204

◎ 天満 和久（貝塚市立自然遊学館）

◎ 徳田 誠（佐賀大学） B304

富田 尚道（群馬県前橋市） B318

◎ 外村 俊輔（徳島県立博物館） A317

土佐野 渚（水沢第一高校）

塘 忠顕（福島大学共生システム理工学類）

U 

◎ 上田 明良（森林総合研究所北海道支所） C302

◎ 上田 恭一郎（北九州市立自然史・歴史博物館）

◎ 上原 友太郎（九大院・生資環・昆虫） B205

W 

  和智 仲是（琉球大学） A315 

  涌井 慎太朗（新潟大学） 

  綿引 大祐（東京農業大学昆虫学研究室） 

◎ 渡部 晃平（石川県ふれあい昆虫館） WB203

◎ 渡辺 恭平（神奈川県立生命の星・地球博物館） A306

◎ 渡辺 黎也（倉敷芸術科学大学） B106

渡 康彦（芦屋大・臨床教育） S204
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Y 

◎ 屋宜 禎央（九州大学）

◎ 矢後 勝也（東京大・総研博） C307・S103

◎ 山田 量崇（兵庫県大／兵庫県博） WB201

◎ 山岸 健三（なごや生物多様性センター）

山口 陽希（東京農業大学） PP01

山本 淳也（九州大学） B313

山本 捺由他（環境省小笠原自然保護官事務所） S101

◎ 山崎 和久（流通経済大学） B315

山﨑 健史（兵庫県立大/自然・環境科学研究所 兵庫県立人と自然の博物館）

WC201 

◎ 山崎 達矢（信州大学） PP06

◎ 柳原 健人（東京農大・昆虫） A105

◎ 矢野 文士（鹿児島大学） PP14

◎ 矢崎 英盛（東京都立大学）

萬屋 宏（（国研）農研機構 植物防疫研究部門）

◎ 吉田 貴大（愛媛大学）

◎ 吉田 匠（信州大学大学院総合医理工学研究科） PP11

吉村 英翔（玉川大学）

吉村 真奈（神戸女学院大学大学院） PP18

吉村 真由美（森林総合研究所） S201

◎ 吉富 博之（愛媛大学）

◎ 吉澤 和徳（北大昆虫体系）
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シンポジウム

一般講演（口頭発表・英語口頭発表）

一般講演（ポスター発表）

小集会

小中高生ポスター発表

昆虫じまん



S1：公開シンポジウム 

小笠原昆虫研究への招待—自然史研究と保全のフロンティア 

9 月 13 日（土）9：30〜12：00（トリニティーホール） 

オーガナイザー：岸本 年郎（ふじのくに地球環境史ミュージアム）・山本 捺由他（環境

省小笠原自然保護官事務所）・嶋本 習介（相模原市立博物館） 

企画趣旨 

大陸と隔絶された海洋島では、生態学や進化学を含む自然史研究上興味深い固有の生態

系が成立することが一般に知られている。小笠原諸島は日本における代表的な海洋島であ

り、固有種を多く含む独自の生態系が成立していることから、様々な自然史研究の舞台とな

ってきた。しかし、多様性の高い分類群である昆虫では、小笠原諸島における種多様性自体

の解明すら完全ではなく、自然史研究上重要な研究テーマがまだまだ眠っていると考えら

れる。他方で、小笠原諸島はグリーンアノールに代表される侵略的な外来生物の影響を強く

受けてきた地域でもある。一部の昆虫群が絶滅の危機に瀕しているなど、昆虫の保全に向け

た研究が必要な状況にある。小笠原諸島における昆虫の自然史を解明し保全につなげるこ

とは急務であり、その課題解決のため、多くの昆虫研究者が小笠原諸島を舞台にした研究に

参画することが重要である。 

今回のシンポジウムではまず、小笠原諸島の生態系の重要性と現在行われている保全事

業についてレビューする。次に、小笠原諸島における昆虫保全ならびに昆虫研究について、

それぞれ二名の演者にご講演いただく。そのことを通じ、小笠原諸島における昆虫研究の魅

力や重要性、今後期待されることについて議論するとともに、小笠原諸島を舞台とした昆虫

研究への、研究者の参画とゆるやかな昆虫研究ネットワークづくりの契機としたい。 

講演 

S101 山本 捺由他（環境省小笠原自然保護官事務所）：最後の秘境を守るには―小笠原諸

島の昆虫の価値と保全の現在地 

S102 加賀 芳恵（小笠原自然文化研究所）：島民昆虫記〜絶海の孤島に移住して〜 

S103 矢後 勝也（東京大学総合研究博物館）：小笠原固有チョウ類の危機的状況とその保

全活動－オガサワラシジミの哀史を中心に－ 

S104 相馬 純（弘前大学白神自然環境研究センター）：小笠原諸島の固有カメムシ：多様

な生態的特性がもたらす保全研究と種分化研究への有用性 

S105 大島 一正（京都府大・院生命・昆虫情報、京都府大・新自然史セ、京都府立植物園）・

川北 篤（東大・理・植物園）・広渡 俊哉（九大院・農・昆虫）、屋宜 禎央（九大院・

農・昆虫 DX）：「固有種」という枠を超えた小笠原諸島固有生物の進化的特異性 
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S2：公募シンポジウム 

 

時を生きる昆虫たちの巧妙な戦略 

 

9 月 14 日（日）14：45〜16：45（トリニティーホール） 

オーガナイザー：松田 直樹（京都大）・後藤 慎介（大阪公立大）・田中 一裕（宮城学院

女子大） 
 
 
企画趣旨 

地球上の生命は、絶えず変動する環境の中で営まれている．不規則な環境変化がある一

方で、潮汐周期（12.4 時間）、日周期（24 時間）、半月周期（14.7 日）、月周期（29.5

日）、そして年周期（365 日）といった、地球物理学的なメカニズムが生み出す規則的な

変動も存在する．このような周期的な環境変化は、生物の生存と繁殖に大きな影響を与え

ており、生物は進化の過程で周期的な環境変化を予測するメカニズムや戦略を獲得してき

た．例えば、餌の獲得、捕食者からの回避、繁殖活動のタイミングなどが挙げられ、生命

活動のあらゆる側面に「時」の戦略が深く関わっている． 

本シンポジウムでは、昆虫が示す多岐にわたる周期的な現象を紹介するとともに、その

根底にある巧妙なメカニズムや生物学的意義について、最新の研究成果を交えながら深く

掘り下げる．生態学的な視点から分子生物学的なアプローチまで、幅広い分野で活躍する

演者が、それぞれの最先端の研究を紹介する．本シンポジウムを通して、昆虫たちが織り

なす「時」をめぐる精緻な戦略を、参加者と共有し、今後の昆虫科学の発展に繋がる新た

な視点を提供したい． 

 

講演 

S201 吉村 真由美（森林総合研究所）：季節を知る：カワゲラの生活史 

S202 佐倉 緑（神戸大・院理）：時刻から方向を知る：昆虫の偏光コンパス 

S203 左倉 和喜（基礎生物学研究所・進化発生）：潮汐を知る：マングローブスズの概潮

汐時計 

S204 渡 康彦（芦屋大・臨床教育）・田中 一裕（宮城学院女子大・一般教育）：地中で 1

日を知る：タマネギバエの羽化リズム 
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小集会 

9 月 14 日（日）17：00～19：00 

WA2：第 26 回昆虫の季節適応談話会（A 会場） 

 世話人：田中 一裕（宮城学院女子大学）・後藤 慎介（大阪公立大学） 

WA201 丸岡 奈津美（宇都宮大・バイオ）「ミジンコにおける競争回避戦略としての休

眠とその分子機構」 

WA202 ○田渕 研 1・吉村 英翔 1,2・松木 伸浩 3,4・舛谷 悠祐 1,5（農研機構東北農業

研究センター1・玉川大学 2・福島県農業総合センター3・福島県農林水産部 4・岩

手大学 5）「クモヘリカメムシ最近の話題：被害リスク予測と分布拡大」 

WA203 松田 直樹（京都大学）「エンドウヒゲナガアブラムシの世代を超えて時を刻

む季節タイマー：その生態的意義とメカニズムを探る」 

WB2：日本半翅類学会小集会（B 会場） 

世話人：伴 光哲 

WB201 山田 量崇 1,2（兵庫県立大学 1・兵庫県博 2）「日本産カメムシ亜目相の全容

解明に向けて －ムクゲカメムシ下目・クビナガカメムシ下目－」 

WB202 三田村 敏正（福島大学）「日本産カメムシ亜目相の全容解明に向けて －タ

イコウチ下目－」

WB203 渡部 晃平（石川県ふれあい昆虫館）「日本産カメムシ亜目相の全容解明に向

けて －アメンボ下目－」 

WC2：昆虫分類学若手懇談会（C 会場） 

世話人：中村 涼 

WC201 山﨑 健史 1,2（兵庫県立大/自然・環境科学研究所 1・兵庫県立人と自然の博

物館 2）「東南アジアでのフィールドワークと欧州での博物館標本の調査」 

WC202 松村 洋子（ウィーン大/進化生物学部）「機能形態学との出会いと国内外で

の研究経験」 

WC203 大山 望（福井県立大/恐竜学部）「化石昆虫研究のメッカ、パリ国立自然史

博物館での研究」 
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9 月 15 日（月）17：00～19：00 

WA3：昆虫の家族をめぐる進化生態学（A 会場） 

 世話人：鈴木 誠治（北大・農）・工藤 慎一（鳴門教育大） 

WA301 工藤 慎一（鳴門教育大）「卵の表現型進化：オーバービュー」 

WA302 ○大浦 ひなた 1・小嶺 星心 2・大庭 伸也 1,2（長崎大院・総合生産科学 1・

長崎大・教育 2）「コオイムシの卵サイズと幼虫サイズに与える温度の影響」 

WA303 正本 大岳（九大・システム生命）「カメムシ類における卵のサイズと形：複

数階層で見えてきた変異の実態と適応」 

WB3：小笠原マイナー昆虫若手の会（B 会場） 

世話人：相馬 純 

WB301 相馬 純（弘前大学白神自然環境研究センター）「小笠原諸島のマイナー昆虫：

若手研究者の需要と最近の事例紹介」 

WB302 久末 遊 1,2（自然研・小笠原 1・東京都立大・理 2）「小笠原村民虫屋の日常：

フィールドに住んで取り組む多様性研究」

WB303 朴 鎮亨（九大院・生資環・昆虫）「町中の自販機から絶海の孤島まで～行っ

てみてわかった小笠原のヒロズコガ～」 

WB304 橋爪 拓斗（九大院・生資環・昆虫）「ハネカクシと小笠原諸島：小さな島の

大きな意義と向き合い方」 

WC3：アザミウマの食生活と性生活（第９回アザミウマ研究会）（C 会場） 

世話人：中尾 史郎・塘 忠顕 

WC301 ○工藤 達実・土畑 重人（東京大学総合文化研究科）「ネギアザミウマにお

ける異なる配偶システムの共存メカニズム」 

WC302 ○中尾 史郎 1・塘 忠顕 2・柴田 史音 3・喜久村 智子 4・鎌田 可奈 5（京都

府大院 1・福島大学 2・福島大院 3・沖縄県 4・JA ひがしみの 5）「アザミウマ形

成ゴールに同居するクダアザミウマの食性」 

26



小中高生ポスター発表（ホワイエ上段） 

9 月 14 日（日）コアタイム 12：30～13：30 

PY01 辻 愛珠・山本 篤哉・佐々木 理央・水元 奏良（熊本県立天草高等学校）「発光周

期と DNA から考察される天草ゲンジボタルの特異性」 

PY02 井上 碧人・岩前 宏武・春日 晄弥（東京都立立川高等学校）「カシノナガキクイム

シの菌嚢の配置について」

PY03 西澤 ひなた（長野市立広徳中学校）「クワガタの昆虫ゼリーがカビない理由」 

PY04 森岡 正道（吉備中央町立加賀南小学校）「クワガタを助けたい」 

PY05 森岡 正義（岡山理科大学附属中学校）「ピンクバッタよ、どう生きる」 

PY06 森岡 玲圭（ノートルダム清心学園清心女子高等学校）「迫る！ヒメ様の謎―ヒメギ

スのグルーミング」

PY07 奥井 彩恵（桜丘高校）「嫌われ者から救世主へ「ゴキブリの秘められた可能性」」 

PY08 内山 旬人（茨城県立土浦第二高等学校）「キバネツノトンボの研究 ― 生態・生

活環の総括と種間比較 ―」 

PY09 熊谷 佐和子（東京都千代田区立九段小学校）「蚊を退治する模型の開発 〜実用化

を目指して〜」 

PY10 岸上 洪喜・小林 奨真・内田 華蓮（安城農林高等学校）「BSF（アメリカミズアブ

幼虫）を用いたトマト残渣処理」 

PY11 塔野岡 達希（つくば開成高等学校）「チャイロスズメバチによる巣の乗っ取りと他

種スズメバチへの手懐け行動」 

PY12 國谷 理久・西野 大翔（安田学園高等学校）「ミツバチの栄養交換: 触角の動きを介

した空腹度の認識」 

PY13 小島 大洋（横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校）「クロオオアリの食生

と塩分の関係性について」 

PY14 橋見 優奈（横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校）「アゲハチョウの蛹で

何が起こっているのか」 

PY15 成田 聖（埼玉県春日部市立桜川小学校）「ナミアゲハの幼虫の色覚についてー前蛹

になる時に選ぶ場所から考えたことー」 

PY16 成田 逞（埼玉県春日部市立葛飾中学校）「アブラゼミの幼虫の反射的行動の組み合

わせー生存と繁殖への希望ー」 

PY17 佐藤 日向（さいたま市立大宮北中学校）「ナベブタムシの長翅型のなぞ」 
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PY18 渡邉 智也（沖縄県立コザ高等学校）「ヒメトビサシガメの水辺への適応における収

斂進化」 

PY19 芥川 涼子・古家野 百桜（清心女子高等学校）「ダンゴムシの痛覚の有無と行動へ

の影響〜唐辛子を用いた行動解析〜」 

PY20 野田 悠太（群馬大学共同教育学部附属小学校）「群馬県の虫いちらん」 

PY21 塩田 悠太朗（NPO 法人 フュージョン長池（生きもの展示室）・NPO 法人 なら

はらの森 なかの学舎）「八王子市楢原町の昆虫生息状況について」 

昆虫じまん（ホワイエ） 

9 月 14 日（日）コアタイム 12：30～13：30 

展示 1 城月 香馬（大泉学園小学校） 
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S101 最後の秘境を守るには―小笠原諸島の昆虫の価値と保全の現在地
山本  捺由他（環境省小笠原自然保護官事務所）

東京都心から南に約 1000km に位置する絶海の孤島、小笠原諸島。特異な生態系が形
成され、数多くの固有種や、今なお進行中の進化の過程を見ることができる。2011 年の
世界自然遺産登録では陸産貝類や植物が「顕著な普遍的価値」として認められたが、昆
虫でも適応放散の事例が確認されるほか、遺産登録後も新たな固有種の発見が続いてい
る。しかし、外来生物や気候変動等の影響と考えられる個体群の縮小がさまざまな昆虫
において今まさに起こっている。

特定外来生物グリーンアノールは有人島の父島と母島に加え、2013 年に無人島の兄島
に侵入し、昆虫に対して甚大な影響を与えている。侵入防止柵や粘着トラップを中心と
した対策により、昆虫の個体数回復や維持ができている場所もある一方、根絶の目途は
立っていない。さらに近年では干ばつや外来リクヒモムシによる影響も明らかになって
きたほか、分布や生態等の基礎情報が少ないことも保全推進上の支障となっている。こ
のような多岐にわたる課題に対し、 2025 年 12 月、行政、研究者、地元団体含む関係者
が広く参加するワークショップを開催し、実現可能なアクションを見出すための議論を
行った。

小笠原諸島ではこれまで様々な先進的取組が進められてきたが、その貴重だが脆弱な
“最後の 秘境 ”を 守る た めの課 題は まだ まだ 多い。 特に 昆虫 はそ の真価 がわ から ない まま
失われるおそれがあり、多くの研究者が小笠原諸島での研究に参画することを期待した
い。  

S102 島民昆虫記〜絶海の孤島に移住して〜
加賀  芳恵（小笠原自然文化研究所）

2016 年から約 10 年間父島に住み、地域の研究所として生態系保全を行う NPO で昆
虫のプロジェクトに携わっている。父島の南西にある無人島の南島では、ハナバチ類の
訪花状況について長期的な動態をモニタリングしている。これは外来草本類の駆除によ
る影響を軽減するためで、ハナバチ類の餌資源維持に配慮した駆除作業を可能にした。
また、父島から約 60km 北にある無人島の媒島では、今後進められる森林再生に役立て
るため、ヒメカタゾウムシ類の基礎的な生態情報を収集している。

有 人 島 で あ る 父 島 と 母 島 で は グ リ ー ン ア ノ ー ル に よ り 昼 行 性 の 昆 虫 相 が 崩 壊 し て い
るが、残存する固有昆虫もいる。チチジマヒメカタゾウムシは父島内に生息地がパッチ
状に分布しており、グリーンアノールが蔓延した島で生息できている理由について現在
調査を行っている。さらに、ヒメカタゾウムシ類の域外保全に向けた試験飼育に着手し、
初めて 1 世代の繁殖に成功した。

小 笠 原 諸 島 は 世 界 遺 産 区 域 で の 調 査 活 動 に 許 認 可 の 手 続 き が 必 要 な 点 や 無 人 島 で の
調査に傭船が必要となる点など制約も多い。しかし、小さなフィールドと地域社会だか
らこそ、島在住の研究者や内地から訪れる研究者と気軽だが意義深い交流が可能で、小
笠 原 を フ ィ ー ル ド と す る 様 々 な 分 野 の 一 線 級 の 方 々 と 知 り 合 え る こ と は 大 き な 利 点 と
言 え る 。 こ の 経 験 談 が 今 後 新 し い 昆 虫 学 者 を 島 に 招 く き っ か け と な る こ と を 願 っ て い
る。  

S103 小笠原固有チョウ類の危機的状況とその保全活動－オガサワラシジミ
の哀史を中心に－

矢後  勝也（東京大学総合研究博物館）

世界自然遺産に登録されている小笠原諸島は、生物区系分布では国内唯一のオセアニ
ア区に属する海洋島で、独自の進化を成し遂げた多くの固有昆虫が生息する。特にチョ
ウ類ではオガサワラシジミとオガサワラセセリの 2 種が固有種として知られるが、外来
トカゲ・グリーンアノールの捕食圧や外来植物による環境変化等により激減している。
中でもオガサワラシジミ（図）は、1997 年弟島の記録を最後に父島列島から絶滅し、母
島列島でも 2000 年代には母島のごく狭い地域に残存するのみとなったことから、唯一
残存していた母島個体群を存続させるため、2004 年頃から演者を含む行政・島民・研究
者等による積極的な保全がスタートした。2008 年には種の保存法の国内希少野生動植物
種に指定されて、環境省を中心とした保護増殖事業計画も進められ、保全体制も軌道に
乗りかけていた。ところが、ここ最近の確実な野外記録は途絶え、多摩動物公園で残さ
れていた飼育下繁殖個体も 2020 年 8 月 25 日に全滅し、地球上から絶滅した可能性が高
まっている。

そこで本講演では、オガサワラシジミを中心に小笠原固有チョウ類の発見史や特殊な
生態、さらには減少要因を概説するとともに、公的機関や民間団体、研究者等が協働で
行なってきた保全活動を紹介する。併せて早期保全の必要性や、現在構想している持続
可能な保全体制についても触れてみたい。  
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S104 小笠原諸島の固有カメムシ：多様な生態的特性がもたらす保全研究と
種分化研究への有用性  

相馬  純（弘前大学白神自然環境研究センター）  
 

小 笠 原 諸 島 で は 外 来 ト カ ゲ の グ リ ー ン ア ノ ー ル に 捕 食 さ れ 多 く の 在 来 昆 虫 が 激 減 し
ており、固有種の保全が喫緊の課題である。同諸島の固有カメムシは多様な生息環境と
食性をもつ 27 種が知られる。アノールの被害が著しい父島では記録がある 20 種のうち
18 種が過去 2 年以内に確認されている。他方で、4 種でアノールからの捕食が確認され
ている。固有カメムシはアノールからの捕食圧に脆弱な分類群に共通する生態的特性の
解明を通じて、保全の優先度が高い種の選定への貢献が期待される。演者と共同研究者
は、固有カメムシの発生消長とアノールからの捕食圧を調査している。現在までに、3 種
で周年発生、 1 種で年多化を特定した。加えて、陸生カメムシが生息環境を問わずアノ
ールから捕食されるが、水生カメムシがアノールから捕食されないことを解明した。  

一方、演者は植食性カメムシのグンバイムシ科を対象に小笠原諸島産種の分類学的研
究に取り組み、 2 固有属に含まれる 8 種を発見した。形態的に近似する複数種で列島ご
との異所的分布が確認されたので、グンバイムシ科は固有昆虫の種分化研究に適した材
料と考えられる。さらに、オガサワラグンバイは父島で天然林だけでなく市街地でも発
生するので、市民が固有昆虫の存在を身近に感じる機会を提供しうる。  

本講演では、小笠原諸島の固有昆虫を研究しなければ得られない知見を紹介し、単な
る地域研究に留まらない波及効果を議論する。  

 
S105 「固有種」という枠を超えた小笠原諸島固有生物の進化的特異性  

○大島  一正 1 , 2 , 3・川北  篤 4・広渡  俊哉 5・屋宜  禎央 6（京都府大・ 
院生命・昆虫情報 1・京都府大・新自然史セ 2・京都府立植物園 3・東  
大・理・植物園 4・九大院・農・昆虫 5・九大院・農・昆虫DX6）  

 
海洋島の固有種には，当該分類群で一般的にみられる形質から大きく逸脱した特徴が

しばしば認められる。小笠原諸島においては，キク科でありながら木本化したワダンノ
キがその代表例であり，このような逸脱進化の傾向は植物にとどまらず，昆虫類を含む
他の分類群にも広がっている可能性がある。本研究では，小笠原諸島における「小型蛾
類の多様性」と「固有植物種との相互作用」の解明を目的として，2022 年度より現地調
査および飼育実験を継続的に実施してきた。鱗翅目ホソガ科の調査では，亜科レベルに
匹敵するほどの翅模様の差異を有しながらも，ミトコンドリア COI における系統距離が
5〜 6％ 程 度 に と ど ま る 小 笠 原 固 有 種 と 本 土 産 姉 妹 種 の ペ ア が 確 認 さ れ た 。 ホ ソ ガ 科 で
は，通常この程度の系統距離では形態的識別が困難であることが多く，本事例は例外的
に顕著な形態分化といえる。同様の傾向は他の分類群においても報告されつつあり，小
笠原諸島の固有種には，比較的短期間で顕著な形質変化を遂げる進化的素地が存在する
ことが示唆される。したがって，小笠原諸島における生物調査は，単なる固有種の記載
にとどまらず，形質の安定性と新奇形質の進化メカニズムに迫る絶好の機会を提供する
ものであり，今後のさらなる研究展開が強く期待される。  

 
S201 季節を知る：カワゲラの生活史  

吉村  真由美（森林総合研究所）  
 

水生昆虫にとって重要な環境要因のひとつは水温である。水生昆虫の中でも流水に生
息する EPT（カゲロウ・カワゲラ・トビケ ラ）は、比較的冷涼な環境を好むため、水温
の上昇は死活問題となる。アミメカワゲラ科の一種、Stavso lus  japonicus は 5 月ごろに
産卵する。卵期間は 15℃飼育下で約 120 日である。野外で幼虫が採集できるのは秋にな
ることから、本種は暑い夏を卵で過ごすと考えられる。近年の温度上昇によって、これ
までの季節変化に適応した生活史を営むことができなくなり、卵・幼虫・成虫の期間な
ど生活史を調整する必要が生じている。水温の上昇によって成熟が早まることから、こ
の種の場合は卵期間を長くすることにより水温上昇にある程度まで対応できる。各ステ
ー ジ の 期 間 を 変 え る の が 困 難 な 種 の 場 合 は 、 よ り 水 温 の 低 い 場 所 へ の 移 動 が 必 要 と な
る。しかし、カゲロウやカワゲラは移動能力に乏しく、標高の高い場所に生息する種の
場合は移動先も限定されてしまう。種によっては絶滅つながるであろう。種の絶滅は、
気温の上昇とともに増加し、多くの生態系で生物多様性の減少につながると予想されて
いる。カワゲラの季節適応という視点で温度変化によるカワゲラへの影響について紹介
する。  
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S202 時刻から方向を知る：昆虫の偏光コンパス  
佐倉  緑（神戸大・院理）  
 

天空には太陽光の散乱による偏光のパターンが存在し、多くの昆虫がこの偏光を利用
した方向検出、いわゆる偏光コンパスをナビゲーションに利用する。空の偏光は、太陽
そのものに比べると天候や障害物などの環境の影響を受けにくく、太陽コンパスよりも
頑強なコンパスとして機能すると考えられる。我々はミツバチを用いて、偏光コンパス
の機能を行動学的に調べている。ミツバチは飛行中に受容した偏光の e -ベクトル方向を
記憶・加算し、その方向に定位することで目的地に効率的に到達する。しかし、空の偏
光は一日の太陽の動きにともなって変化するため、長時間のナビゲーションにはこの変
化を何らかの形で補正する必要がある。麻酔によって概日時計の位相を人為的に操作し
た時の飛行方向を解析すると、長時間の位相ずれが生じた場合には、ミツバチは実時刻
ではなく概日時計の示す時刻の e -ベクトル方向に定位することが明らかとなった。この
ことは、概日時計が偏光コンパスの時間補償に関わることを示唆している。そこで現在
は 、 脳 内 で 偏 光 視 と 概 日 時 計 が 相 互 作 用 す る 部 位 に つ い て 組 織 学 的 な 探 索 を 行 っ て お
り、講演ではこれらの結果についても紹介したい。  

 

 

S203 潮汐を知る：マングローブスズの概潮汐時計  
左倉  和喜（基礎生物学研究所・進化発生）  
 

潮間帯に生息する生物は、潮汐の影響を周期的に受ける。マングローブ林の林床に生
息するコオロギ、マングローブスズもその一種であり、潮汐周期に合わせて約 12 時間
周期の活動と休息を繰り返す。この活動リズムは実験室内の恒常条件下でも観察され、
概潮汐リズムと呼ばれる。概潮汐リズムは生物リズムの一種であるが、同様に生物リズ
ムの一種である約 24 時間周期の活動リズム、概日リズムとは異なり、概潮汐リズム発
現に関する分子機構についてほとんど明らかになっていない。本講演では、概潮汐リズ
ム発現に関する分子機構の解明を目指したこれまでの研究を紹介し、どのような分子機
構が概潮汐リズムを発現しているのか議論したい。  

 

 

 

 

S204 地中で 1 日を知る：タマネギバエの羽化リズム  
○渡  康彦 1・田中  一裕 2  

（芦屋大・臨床教育 1・宮城学院女子大・一般教育 2）  
 

タマネギバエの囲蛹から成虫が羽化してくる時刻は、体内時計によって支配されてい
る。羽化は明暗周期中では暗から明への切り替え時刻に、温度周期中では低温から高温
に切り換わる時刻に集中する。ただし、このハエは土中で蛹化するので、自然条件下で
は明暗周期を時刻シグナルとして利用することは困難である。地温の日周期変動こそが
利用できる唯一の時刻シグナルであろう。興味深いのは、本種が土中のさまざまな深さ

（ 2～ 20 ㎝）で蛹化するという事実である。土中の温度は深くなるにつれて最高温度に達
する時間が遅れ、温度の振幅も小さくなる。このことは、蛹がさらされる温度環境が、
土深に応じて異なることを意味している。さらに、地温の日変動パターンは、同じ深さ
であってもその日の天候や季節によっても異なる。はたして、タマネギバエの羽化時刻
は土深にともなう地温の位相の遅れの影響を受けるのだろうか？  また、日々の天候や
季 節 の 影 響 も 受 け る の だ ろ う か ？  そ れ に 対 す る 補 正 メ カ ニ ズ ム は 存 在 す る の だ ろ う
か？  そもそもなぜ早朝に羽化するのだろうか？  本発表では、これらの問いに関連し
て、これまで得られた研究成果の概要を紹介する。  
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一般講演（口頭発表） 



A101 河川伏流水から発見されたコマルガムシ属幼虫
○蓑島  悠介 1・川村  康平 2

（北九州市立自然史・歴史博物館 1・名古屋大学 2）

水生ガムシ科の一属、コマルガムシ属には Crenit is 亜属と Acrenit is 亜属が含まれて
おり、 Acrenit is 亜属について日本からは河川などの流水環境に生息する 5 種が知られ
ている。本亜属の種の生態については、生息地点が限られること、一年のうち春から初
夏の限られた期間のみ出現すること、生息地での個体数が極めて多い場合があること、
同所的に複数種が採集されることなどの限られた情報のみが知られてきた。そのため、
幼虫の生息環境などの生態情報は不明であった。

演 者 の う ち 川 村 が 実 施 し た 、 岐 阜 県 の 河 川 敷 の 伏 流 水 に 生 息 す る 生 物 の 調 査 に お い
て、日本産の既知幼虫のいずれにも当てはまらない小型のガムシ科幼虫が採集された。
本個体が未知の属もしくは幼虫が未知の属の個体であることが考えられたため、ミトコ
ンドリア COI 遺伝子配列比較に基づき対応する種を調べたところ、幼虫採集地点にも生
息 し て い た Acrenit i s 亜 属 の 一 種 の 成 虫 と 対 応 す る こ と が 分 か っ た 。 こ の こ と は 、
Acrenit is 亜 属の 幼 虫 は河 川 の 表層 水 で は なく 、 伏 流水 等 の よ り深 い と ころ に 生 息 して
いる可能性を示している。

A102 日本産ナガツツハムシ属 Smaragdina（コウチュウ目：ハムシ科）の
分類学的再検討
安藤  徒樹（北大院・昆虫体系）

ナガツツハムシ属 Smaragdina Chevro lat ,  1936 は世界から約 350 種が知られ（ Duan
et a l . ,  2022），日本からは 7 種が知られている（ Löbl  and Smetana,  2010）．本属はナガ
ツツハムシ族 Clytr in i の中でも最も多様な分類群であることが知られ，種内の色彩変異
が著しく，種間で外部形態に差が出にくいことなどから，未だ分類学的な課題が存在し
ている．先行研究における分子系統解析からも本属は多系統群であることが判明してお
り，本属に所属する種の詳細な検討の必要性が指摘されている．

またキイロナガツツハムシ S.  n ipponensis  (Chûjô ,  1951)は本州から台湾，中国南部
にかけて分布する本属の一種であるが，本種の琉球諸島に分布する個体群は未記載種で
あることが示唆されてきた．

そこで本研究では，野外調査で得られた標本や，借用した標本などをもとに，本属の
雌雄交尾器を含めた詳細な形態比較を行った．

結果，従来有用であると考えられてきた本属の同定形質は有用ではないことが判明し
た．また琉球列島に分布する S.  n ipponensis とされていた種は雄交尾器形態に差異が認
められ，未記載種であると結論づけられた．  

A103 日本産 Macrocryphalus（甲虫目：ゾウムシ科：キクイムシ亜科）の分
類学的再検討
○三木  巴月 1・山田  量崇 2 , 3

（兵庫県大院・環境人間 1・兵庫県大 2・兵庫県博 3）

Macrocryphalus は Nobuchi  (1981)によってチャイロコキクイムシ M. oblongus をタ
イプ種として記載された属である。従来、コキクイムシ族 Cryphal in i に含まれていた
が、最近、Johnson et  a l .  (2020)によって形態形質と遺伝情報をもとに Trypophloe in i 族
に移された。しかし、族内における詳細な系統関係は未解明のままである。本属は世界
で 3 種が知られ、東アフリカに 2 種、日本には固有種であるチャイロコキクイムシ 1 種
のみが生息している。本種は本州、四国、九州に分布し、テイカカズラをホストとする
樹皮下穿孔性の種である。本研究で日本産 Macrocryphalus  属を分類学的に検討した結
果、未記載種を含む合計 3 種が確認された。また、今まで観 察されていなかった幼虫と
蛹に関する生態的知見も得られた。本講演では、 2 種の未記載種、チャイロコキクイム
シの生態情報、原記載における雌雄誤同定の可能性について発表する。
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A104 木生シダおよびヤシ類の落葉を利用する日本産キクイゾウムシ亜科
（コウチュウ目：ゾウムシ科）の多様性  

○井上  修吾 1・丸山  宗利 2（九大院・生資環 1・九大博 2）  
 

キクイゾウムシ亜科 Cossoninae（コウチュウ目：ゾウムシ科）は 、一般に枯死木など
を利用する腐植食性昆虫で、日本国内からは 30 属 63 種が知られる。一方で、国内に実
際に分布する種数は 100 種を超えるものと予想されており、その多様性解明は極めて遅
れた状況にあるといえる。演者は、南西諸島を中心とした日本国内の亜熱帯地域におい
て、大型の羽状複葉を有する木生シダのヘゴ属およびヤシ科植物のクロツグとビロウを
対 象 に 、 そ の 落 葉 の 葉 軸 内 部 に 穿 孔 す る キ ク イ ゾ ウ ム シ 相 を 調 査 し た 。 そ の 結 果 、
Stenotrupis 属・ Proeces 属・ Leptomimus 属・ Conisius 属・ Cato lethrobius 属などに
含まれる 14 種のキクイゾウムシ類が確認され、Conisius  yaeyamanus の 1 種を除いて、
いずれも未記載種である可能性が高いことが明らかになった。また、これらの種はいず
れも高い寄主特異性を有することが示唆され、同所的に生息する近縁種は異なる植物種
を利用する傾向がみられた。さらに、分子系統解析によって亜科内における各種の系統
的位置の推定をおこない、寄主利用の進化史について考察をおこなった。  

 

A105 東京都産オチバゾウムシ属（コウチュウ目ゾウムシ科）の分類学的研
究  
○柳原  健人 1・吉武  啓 2（東京農大／昆虫 1・つくば市 2）  
 

オチバゾウムシ属  Ot ibazo  Morimoto ,  1961 はゾウムシ科アナアキゾウムシ亜科に属
する土壌性甲虫の１群で、日本とベトナムから 13 種が知られている。本属の構成種は
後翅が退化し、移動能力が低いことから、全国各地で多数の種に分化していると考えら
れているものの、分類学的研究が非常に遅れており、多様性が未解明のままである。特
に 東 京 都 は 、 本 属 が 伊 豆 大 島 か ら オ オ シ マ オ チ バ ゾ ウ ム シ  Ot ibazo  oshimaensis  
Morimoto  & Miyakawa,  1985 しか知られていない。また、東京都本土部では、港区から
１不明種の記録があるものの、自然度の高い環境が比較的よく残されている西部からは
未知である。  

そこで本研究では、東京都本土部の 12 地点および島嶼部（伊豆大島）の 4 地点でそ
れぞれ調査を行なった。その結果、新たに本土部の 6 地点から 3 未記載種、島嶼部の 3
地点からオオシマオチバゾウムシと 1 未記載種が確認され、狭い範囲で種分化している
ことが明らかになった。また、雌雄間で比較を行なったところ、複数の部位に性的二型
が認められたほか、雌間の形態比較でも種の同定が可能であることが示唆された。  

 

 

A106 日本国内最古のミツモンヒゲナガゾウムシの標本とその由来  
今田  舜介（滋賀県立琵琶湖博物館）  
 

ミ ツ モ ン ヒ ゲ ナ ガ ゾ ウ ム シ （ コ ウ チ ュ ウ 目 ヒ ゲ ナ ガ ゾ ウ ム シ 科 ） は 、 1986 年 に
Opanthr ibus tr imaculatus Senoh,  1986 の名前で新種として記載されて初めて、日本に
生息することが判明した種である。その後、妹尾  (1992)によって Trigonorhinus 属に移
され、さらに、Valentine  (1999)によって、ブエノスアイレスの標本に基づき記載された
Trigonorhinus zeae  (Wol frum,  1931)の新参異名であることが判明し、外来種であるこ
とが判明した。本種は現在では、本州、四国、小豆島、九州、奄美大島の湖沼や河川の
周辺から点々と確認されている。数年前まで、本種の日本国内最古の標本と知られてい
たのは Senoh (1986)で使用された 1979 年の東京都荒川産の個体であったものの、演者
が 1959 年の大阪産の個体を確認し、侵入時期が 20 年遡ることを 2020 年に日本甲虫学
会誌に報告した。このたび、滋賀県立琵琶湖博物館所蔵の膳所高等学校旧蔵標本群の中
に、1959 年より前に採集された滋賀県産の標本を見出し、本種の侵入時期がさらに遡る
ことが判明した。本講演では、その標本と由来について報告する。  
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A107 日本産コアオハナムグリ属 Gametis の分類学的研究  
○瀬島  勇飛 1・吉田  貴大 2  

（東京都立大学・動物系統分類学研究室 1・愛媛大学ミュージアム 2） 
 

コアオハナムグリ属 Gametis は東アジアおよび東南アジアから 8 種が知られ、日本に
はコアオハナムグリ G. jucunda とアオヒメハナムグリ G. fort i cu la の 2 種が分布する

（酒井・永井  1998； Bezdĕk et  a l .  2016）。アオヒメハナムグリは、沖縄諸島以北に基亜
種 G. f .  for t icu la、南琉球に 3 亜種（宮古諸島亜種 G. f .  miyakoana、八重山諸島亜種 G. 
f .  i sh igakiana、与那国島亜種 G. f .  yonakuniana）が知られ、さらに多良間島個体群は
独自の 形態的 特徴を 示す（ 和田  1985；酒 井  2012）。しかし 、 本属は 種間差 が小さ い一
方で、種内変異が大きく、形態分類のみでの種分類は難しいとされている（酒井  2012）。 

本研究では、日本産 2 種（アオヒメハナムグリ 4 亜種と多良間島個体群を含む）を対
象に、ミトコンドリア COI 領域（ 797 bp）に基づく分子系統解析と形態観察を統合した
分類学的再検討を行った。その結果、コアオハナムグリおよびアオヒメハナムグリ基亜
種、南琉球の亜種群、さらに多良間島個体群が種レベルで分化していることが分かった。
また、それぞれ形態的に明瞭に区別できることから、日本産本属は 4 種に整理できた。  

 

A108 日本産ヒサゴゴミムシダマシ属の分子系統解析  
○花井  真希人 1・丸山  宗利 2・安藤  清志 3  

（九大院・生資環・昆虫 1・九大博 2・愛媛大・農・昆虫 3）  
 

ヒサ ゴゴ ミム シダ マ シ属  Miso lampidius は東 アジ アお よび 南 アジ アか ら 33 種が 知
られている。そのうち日本には 19 種が生息しており、日本列島で多様化した一群であ
るとされている。本属は、後翅が退化していることから種内でも地域変異がみられ、5 種
について 18 の形態型が提唱されている（中条・今坂， 1986）。しかし、これらの形態型
については分類学的処置がなされておらず、別種として扱うか、もしくは同種の種内変
異として扱うか検討する必要がある。ヒサゴゴミムシダマシ属が属するゴミムシダマシ
科の近縁種間では、主要な分類形質に明瞭な形態的差異がみられないことが多々ある。
そのため、形態観察のみで上記の課題について結論を出すことは困難であり、形態情報
と分子情報を組み合わせて議論する必要がある。そこで本研究では、日本産ヒサゴゴミ
ムシダマシ属について分子系統解析を行った。解析の結果は概ね現行の分類を支持して
いたが、ニシツヤヒサゴゴミムシダマシが多系統群となるなど、いくつかの分類学的課
題も明らかになった。本発表では、系統解析の結果を紹介するとともに、本属の分類学
的処置について議論する。  

 

 
A201 タイにおけるメツブテントウ族（コウチュウ目：テントウムシ科）の

高い種多様性と系統関係  
○関  崚大 1・VORAPHAB  Itsarapong2・HASIN Sasitorn3・丸山  宗  
利 4（九州大学・昆虫学研究室 1・FPCR Office,  DNP2・ VRU3・九州  
大学総合研究博物館 4）  
 

テントウムシ科メツブテントウ族は、世界で約 40 属 300 種以上が知られ、カイガラ
ム シ 類 な ど を 捕 食 す る 重 要 な 天 敵 昆 虫 と し て 注 目 さ れ て い る （ Escalona & Sl ip inski ,  
2010 ほか）。本族は主に東洋区、アフリカ熱帯区、新熱帯区に分布し、近年、新種の発
見が相次いでいる（ Wang et  a l . ,  2017 ほか）。一方、タイでは  Chunram & Sasaj i（ 1980）
による 5 種の記録以降、多様性の解明が進んでいない。演者らは、タイのカオヤイ国立
公園およびサケラート生物圏保護区での調査により、本族の 10 種を確認した。その内
訳は、既知種  Jauravia  l imbata、未記録種  St icho lot is  cuaraoens is  に加え、Sticho lot i s  
属の未記載種 7 種、 Nesolot is  属の未記載種 1 種であり、驚くべき種多様性と言える。
多くの種は樹幹上を徘徊し、一部では樹幹表面のカイガラムシ類を捕食する様子も観察
された。さらに、日 本産種を含む分子系統解析を行った結果、本族に 9 つのクレードが
認められた。Sticho lot is  属の単系統性が否定されたほか、葉上活動性種が樹幹徘徊性種
から派生した可能性が示唆された。  
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A202 日本産アオジョウカイ属 Themus（甲虫目ジョウカイボン科）の分類
学的再検討
○中村  涼 1・久保田  耕平 2（東大 /農学生命科学 1・平成国際大 /法 2）

アオジョウカイ属 Themus は約 250 種が知られるアジア固有の一属で、大型で色彩豊
かな種が多い。日本では、北海道から八重山諸島にかけて本属の種が広く分布し、属の
基準種であるアオジョウカイ T.  cyanipennis  Motschulsky を含む 10 種 3 亜種が知られ
ている。本研究では、 Satô  & Ishida (1982)  以来となる日本産本属の包括的な分類学的
再検討を行った。タイプ標本を含む多数の材料をもとに、各種・亜種の分布と判別形質
を整理した結果、日本産本属は 9 種 2 亜種に整理するのが妥当と考えられた。四国産の
アオジョウカイとされていた個体群がこの種とは異なる別種であること、長崎から記載
されたキンイロジョウカイ T.  ep iscopal is  Kiesenwetter は長崎には分布せず、本種の担
名タイプ標本は本州産の特徴を示すことなど、よく知られた種についても新知見が明ら
かとなった。ミトコンドリア遺伝子に基づく全種を網羅した分子系統解析の結果は、形
態による分類の結果を概ね支持したが、同所的に生息する近縁な 2 種間で明瞭な遺伝的
分化が見られず、両種間で遺伝子浸透が生じていると考えられる事例も確認された。系
統解析の結果から、本属の日本列島への侵入過程について考察した。  

A203 日本産ナガアリヅカムシ属 Euplectus（コウチュウ目，ハネカクシ科）
の分類と課題
野村  周平（国立科学博物館）

ナガアリヅカムシ属  Euplectus は、全北区および熱帯亜熱帯各地に広く分布しすでに
120 種ほどが知られる中型長形のアリヅカムシである。日本からは６種が知られるが、
さらに 4 種ほどの未記載種がすでに発見されている。本属は概形では種間でほとんど差
がないが、１）♂交尾器の形状に加えて、２）頭部腹面の gular  car ina、３）中後胸部腹
面の foveal  system、４）後脚転節および腿節基部後方の突起などに種間差が表れる。こ
こでは３）の形質に種間差を認めたことが重要な発見であった。種の識別は、♂交尾器の
形状によるとより確実であるが、シコクナガアリヅカムシとウスリーナガアリヅカムシ
は、左右非対称な ♂交尾器の鏡像多型の関係にある可能性がある。

本 研 究 に 関 連 し て 演 者 は 、 日 本 学 術 振 興 会  科 学 研 究 費 補 助 金 基 盤 (B)（ 課 題 番 号 ：
21H02212；代表者：  井手竜也）の助成を受けている。  

A204 ヒメハネカクシ属 Badura 亜属（コウチュウ目ハネカクシ科）の海岸
性種に関する分類学的研究
田作  勇人（北大・農・昆虫体系）

ヒ メ ハ ネ カ ク シ 属 Atheta（ ハ ネ カ ク シ 科 Staphyl in idae ヒ ゲ ブ ト ハ ネ カ ク シ 亜 科
Aleochar inae） は 、 世 界 に 1900 種 以 上 が 知 ら れ る 極 め て 大 き な 属 で あ る 。 そ の 中 で
Badura 亜属は、18 種が所属する小さなグループである。日本からは 3 種が知られ、そ
の う ち の ２ 種 、 リ リ コ ヒ メ ハ ネ カ ク シ Atheta  r ir ikoae と ト キ オ カ ヒ メ ハ ネ カ ク シ
Atheta  tokiokai が海岸性種である。 Badura 亜属の海岸性種は、系統解析によって、同
じ く 海 岸 性 で あ る ウ ミ ヒ メ ハ ネ カ ク シ 属 Eubadura と 近 縁 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い
るが、 Badura 亜属の タイプ種 の検討 が不 十分であ ること など から、そ の所属 につ いて
は議論が続いていた。演者は、日本産 Badura 亜属の海岸性種を再検討した結果、北海
道から顕著に小型な未記載種と、日本に広く分布すると考えられていたトキオカヒメハ
ネカクシに隠蔽種が含まれていることを発見した。また、トキオカヒメハネカクシとそ
の隠蔽種の分布を整理したところ、これらは日本海側と太平洋側など、地理的分化をし
ている可能性があることが明らかになった。さらに、Badura 亜属の海岸性種について、
Badura 亜属のタイプ種と Eubadura 属の形態を再検討し、その所属を議論した。
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A205 エゾアリガタハネカクシ Paederus parallelus Weise,  1877（甲虫目ハ
ネカクシ科）の分類学的再検討
○五井野  響太郎 1・長太  伸章 2・野崎  翼 1・丸山  宗利 3

（九大院・生資環・昆虫 1・国科博 2・九大博 3）

ハ ネ カ ク シ 科 ア リ ガ タ ハ ネ カ ク シ 亜 科 ア リ ガ タ ハ ネ カ ク シ 属 に 属 す る エ ゾ ア リ ガ タ
ハネカクシ Paederus  paral le lus  Weise ,  1877 は函館から記載され、国内では北海道か
ら九州まで、国外で は韓国、中国北部、 極東ロシアにかけて 分布している。 Li  &  Zhou 
(2009)は雄交尾器の 図 示を含めた本 種の詳 細な再記載を 行った が、後翅の長 さにつ いて
の記述が原記載と一致していなかった。そこで演者らは本種を対象として詳細な形態観
察と MIG-seq 法を含めた分子系統解析を行い、形態と分子系統、および両者の対応関係
について検討した。その結果、日本各地で採集された標本を用いた形態観察により、後
翅の長さや雄交尾器内袋の形態などが異なる 5 つの形態型が認められた。しかし、サン
ガー法による COI 領域の分子系統解析では分岐が浅く、種内の系統関係が不明瞭であっ
た。また MIG-seq 法による解析では一部の形態型で単系統性が支持されたが、多系統群
となる形態型も見られたことから、形態観察で認められた 5 つの形態型をそれぞれ種や
亜種として扱うかどうかについては議論が必要である。  

A206 オオシロアリを寄主とする新規の好白蟻性ハネカクシの発見
○金尾  太輔 1・菊池  顕生 2（山形大 1・OIST2）

オオシロアリを寄主とする好白蟻性ハネカクシは，これまでに日本・台湾・ラオスか
ら 4 属 7 種が記載されている。日本からはこのうち 3 属 4 種知られており，全て屋久島
に分布する。一方，オオシロアリは，徳之島以北の一部の島々や大隅半島，および四国
南西部にも分布している。近年，高知県南西部においてオオシロアリの巣から新たに 3
種の好白蟻性ハネカクシが発見された。形態と DNA 情報の比較に基づき，これらはオ
オシロアリの分布域に広く見られる  Hodotermopsiphi la 属と屋久島から 1 種のみが知
られる Yakuus 属の新種，およびこれら 2 属に近縁な新属新種であると判断された。ま
た，奄美大島においても，個体数は少ないながらも Hodotermopsiphi la 属の新種と考え
られるハネカクシが得られている。本講演では，これら新規の好白蟻性ハネカクシの形
態的特徴とオオシロアリを寄主とするハネカクシの系統関係を紹介するとともに，更な
る 未 記 載 種 が 発 見 さ れ る 可 能 性 や オ オ シ ロ ア リ を 寄 主 と す る ハ ネ カ ク シ の 分 布 拡 大 の
背景，および寄主オオシロアリの分類の妥当性について考察する。

A207 タイで見つかった興味深い好白蟻性甲虫
○丸山  宗利 1・梁  維仁 2・関  崚太 3・柿添  翔太郎 4

（九大博 1・MICRODO Ltd2・九大・農・生資環 3・科博 4）

シロアリの巣にはさまざまな昆虫が共生あるいは寄生しており、そのような昆虫を好
白蟻性昆虫という。調査が難しいことや調査自体がなかなか行われないことから、とく
にアジアではまだ多くの知見が眠っている。今回、タイ北部と中部で調査を行い、興味
深い甲虫をいくつか発見したので、報告する。ひとつは東南アジアではカンボジアとミ
ャンマーより記録のあったメクラシロアリコガネ属 Termitotrox に関する発見で、タイ
ワンシロアリ属 Odonototermes の巣より 2 未記載種見つかった。もうひとつは世界初
の発見となる好白蟻性のテントウムシで、ヒメテントウ属 Scymnus の一種である。成
虫は一見して自由生活種と大きく変わりないが、幼虫は好白蟻性昆虫にしばしばみられ
る白く肥大した形態で、テントウムシとしてはきわめて特異である。
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A208 日本列島広域分布種ミヤマクワガタの COI 遺伝子に基づく遺伝的構
造
齋川  和宏 1・関根一希 2（立正大学大学院 1・立正大学 2）

ミヤマ クワ ガタ は ,  沖 縄県を 除く 日本 列島 に幅広 く分 布す るク ワガタ ムシ の一 種で あ
る .  本研究では ,  日本列島内のミヤマクワガタ 152 個体を用いてミトコンドリアの COI
遺伝子の塩基配列を特定した .  その結果 ,  107 種類のハプロタイプが認められた .  日本列
島の広範囲にわたって共有されるハプロタイプが 1 種類だけあり ,  北海道・佐渡島およ
び本州 日本 海側 の地 域で共 有さ れて いた .  その他 のハ プロ タイ プのほ とん どが 地域 固有
の も の で あ っ た .  山 岳 域 お よ び 海 洋 を 地 理 的 障 壁 と 仮 定 し ,  AMOVA 解 析 を 実 施 し た と
ころ ,  地域ごとに有意な遺伝的分化が認め られた .  日本列島の山岳や海洋による分断 が ,  
ミヤマ クワ ガタ にお ける地 域を 跨い だ移 動を制 限す るこ とで ,  本種の 日本 列島 内で の遺
伝子構造に差異が生じている可能性がある .

A209 自然選択はルイヨウマダラテントウの成育形質をどのように形作って
いるのか？
○藤山  直之 1・Nijhuis Fei2・ de Jong Peter2

（山形大・理 1・ワーヘニンゲン大・昆虫 2）

植食性昆虫のホストレースは種分化研究の好材料である。この文脈においては、ホス
トレース間にみられる様々な差異のうち、生殖隔離の発達に寄与する形質の分岐的変化
が特に重要視されてきた。しかし、隔離障壁としての作用を持つか否かに関わらず、異
な る 寄 主 利 用 に よ っ て ホ ス ト レ ー ス 間 に ど の よ う な 変 化 が 生 じ て い る の か を よ り 俯 瞰
的あるいは具体的に捉えることは、昆虫集団の分化過程を総合的に理解するうえで有用
であろう。

ルイヨウマダラテントウは短い成育期間で小型の成虫となるが、この成育パターンは
寄主であるルイヨウボタンの生態的特性とよくマッチしているようにみえる。本研究で
は、ルイヨウマダラテントウを対象として、幼虫の成育形質のうちのどの形質に自然選
択が作用し成育パターンが形作られているのかを明らかにすることを試みた。古典的な
量的遺伝学的手法に基づいて、羽化、成長率（単位時間あたりの成長量）、体サイズ、成
育期間に関し、有意な遺伝分散が残っているかを検討したところ、羽化および成育期間
の遺伝分散が小さかった。この結果は、ルイヨウボタンへの適応においては、短縮され
た幼虫期間の実現がより重要であることを強く示唆している。  

A301 日本産 Aphelonyx 属（ハチ目：タマバチ科：ナラタマバチ族）の分類
学的再検討
○井手  竜也 1・和智  仲是 2・阿部  芳久 3

（国立科博 1・琉球大 2・九州大 3）

ナラタマバチ族はブナ科（主にコナラ属）を寄主とするゴール形成者であり、タマバ
チ科において最も多くの種が属する一群である。日本からは現在 13 属 54 種が記録され
ているが、これには簡潔な原記載やタイプ標本の所在不明などに起因して分類学的位置
が定まっていない種も含まれる。日本産の Aphelonyx 属とされる種もこれに該当する。
本属は 1881 年に設立され、現在ヨーロッパおよび中東に 3 種、東アジアに２種が分布
している。東アジアでは、1920 年に 2 種、1953 年に 1 種が日本から記載されたが、1953
年に記載された A.  acut iss imae は、 2010 年に Trichagalma 属に移された。しかし、残
りの 2 種については依然として分類学的位置が不明な状況にあった。そこで本研究では、
これらの 2 種について、タイプ標本の精査等を含む分類学的再検討を実施した。その結
果、 1 種は Andricus 属の既知種の新参異名とし、もう 1 種は Heocynips 属に移すこと
が妥当であると判断された。これにより、Aphelonyx 属の既知種はヨーロッパおよび中
東に産する 3 種のみであることが明確になった。 3 種はいずれもコナラ属クヌギ亜属を
寄主とするが、今回所属の変更を行った２種はどちらもコナラ属コナラ亜属を寄主とす
る。
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A302 日本未記録属 Neodusmetia 属（膜翅目：トビコバチ科）の発見
○市川  裕咲 1・東浦  祥光 2・松尾  和典 3・竹松  葉子 4（九州大院地

社 1・山口農林総技セ 2・九州大院比文 3・山口大院創成科学 4）

Neodusmetia 属（膜翅目：トビコバチ科）は世界で 1 種のみ N. sangwani が知られ
て い る 。 本 種 は 南 極 以 外 の 全 て の 大 陸 に 分 布 し て お り 、 チ ガ ヤ シ ロ オ カ イ ガ ラ ム シ
Antonina graminis（半翅目：コナカイガラムシ科）と A.  indica の捕食寄生者である。
本種のオス成虫は有翅で通常のトビコバチの体型であるが、メス成虫は前翅と後翅の両
方が退化していたり、腹部が大きく肥大するといった特徴がみられる。発表者らによる
山口市内での調査によって、本属寄生蜂を国内で初めて発見した。本発表では形態観察
の結果を紹介する。また、発生消長を明らかにする目的で、 2023 年 12 月から 2025 年
１月までの毎週、山口市内の草地環境および森林環境においてモニタリング調査を実施
した。モニタリングには、黄色および青色水盤トラップ、スウィーピング法を用いた。
その結果、2024 年 5 月から 2024 年 11 月までの期間に 161 頭が採集され、このうち 158
頭（ 98%）は草地 環境 で採集さ れた 。この 環境によ る偏 りは寄 主昆虫に よる 影響の 可能
性が考えられた。  

A303 東アジアにおける森林性アリバチの多様性（膜翅目：アリバチ科）
岡安  樹璃也（北海道大学昆虫体系学研究室）

アリバチは著しい性的 2 型が特徴の有剣類である．オスはたいてい発達した翅をもつ
のに対し，メスは常に無翅である．外部捕食寄生蜂であるアリバチは造巣性のカリバチ
やハナバチを主な寄主として利用する．このような寄主の巣は植生のまばらなハビタッ
トでより多く観察でき，そこでは地面を走り回るメスが容易に確認される．そのため，
アリバチは砂漠や草原など開放的なハビタットで種多様性が高く，個体数が豊富である
としばしば信じられている．一方，森林性のアリバチはリター中や樹上で活動し，採集
や観察が難しい．よって材料が限られているため，森林性分類群の体系学的研究は不十
分である．演者は博物館標本調査と野外調査により，東アジアにおける森林性アリバチ
の多様性と分布を集中的に研究している．その結果，多くの未記載種が確認され，高い
潜在的種多様性が示唆された．また，属分類に問題があることが判明した．いくつかの
属は複数に分割される可能性があり，属レベルの多様性についても従来考えられていた
よりも高いと考えられる．本講演ではこれまでの知見を整理し，今後の展望について議
論する．

A304 日本・ベトナムの木造建築でみられるセイボウ類（ハチ目：セイボウ
科）
○三田  敏治 1・Nguyen Lien Thi Phuong2・Vu Thanh Trung3・

Pham Hong Thai4

（九州大学大学院 1・ IB, VAST2・VNMN, VAST3・MISR, VAST4）

セイボウ族ハチ類は主にほかのハチ類を寄主とする寄生蜂である。アジア地域の分類
は、一部を除くと未開拓の地域が多い。セイボウ類は日本国内では常木によって大まか
にまとめられており、常木（ 1964）では彼らが集落で多産することが言及されている。
氏がセイボウ類の分類に取り組んでいた 1950-1970 年代と比べると、主な寄主である狩
りバチ類の営巣に適した木造家屋は日本で激減している。例えば、沖縄県では 1950 年
代にピークを迎えた木造住宅の件数は 2018 年の時点で全住宅のわずか 0.36％しか残さ
れておらず、茅葺、床下、無垢材といった条件は保存住宅以外でもうほとんど見ること
ができない。同様の傾向はアジア各国で共通しており、ベトナムでは 1980 年代のドイ
モイ政策の影響もあり、伝統的木造建築は主に少数民族の集落の一部にしか残されてい
ない。これまでの演者らの調査で、集落のセイボウ類も、近年得られていないか、見ら
れ る 環 境 が 消 滅 し か け て い る 種 が 存 在 す る こ と が 明 ら か に な っ て き て い る 。 本 講 演 で
は、日本とベトナムに焦点をあて、木造建築でみられるセイボウ類の概要を示すととも
に、リスクの高い種の現状について報告する。
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A305 堅果食のゾウムシ上科 2 種に寄生するヒメフチガシラコマユバチ亜科
(ハチ目：コマユバチ科 )の分類と生態
○廣瀬  勇輝 1・藤江  隼平 2・平山  貴美子 3

（九大院・生資環・昆虫 1・大阪自然史博 2・京府大院・生命環境 3）

ヒ メ フ チ ガ シ ラ コ マ ユ バ チ 亜 科 は コ マ ユ バ チ 科 に 属 す る 小 –中 型 の 寄 生 蜂 で ， 世 界 か
ら 3 族 40 属 790 種以上，日本から 3 族 13 属 46 種が記録されている（ Yu et  a l . ,  2016 ;  
Ghahari  e t  a l . ,  2022）．本亜科は主にゾウムシ上科をはじめとした穿孔性鞘翅目に，幼
虫または卵 –幼虫期にかけて飼い殺し型内部寄生をする（ Yu et  a l . ,  2016）．日本産本亜
科の分類および生態の研究事例は乏しく，特に Triaspis は北海道と本州からクリシギゾ
ウムシとクロシギゾウムシを寄主として  T.  curcul iovorus の 1 種， Diospi lus は北方四
島から 5 種が知られるのみで，小型種に多数の未同定種が存在する（藤江・前藤 ,  2020;
渡辺・藤江 ,  2021）．また各属のうち，前者は卵 –幼虫寄生，後者は主に幼虫寄生を行う
とされる（ Sharkey  & van Achterberg ,  2021）．

演 者 ら は ブ ナ 科 堅 果 食 の ハ イ イ ロ チ ョ ッ キ リ お よ び ク リ シ ギ ゾ ウ ム シ の 寄 生 蜂 を 調
査したところ， Triaspis の 2 種と Diospi lus の 1 種を確認した．形態的特徴から 1 種は
T.  curcul iovorus，他 2 種は未記載種と判断された．本講演では，未記載種の形態的特
徴，および寄主昆虫・寄生ステージの違いなどの 2 属 3 種の生態的特性について報告す
る．

A306 日本産 Lissonota（膜翅目、ヒメバチ科、ウスマルヒメバチ亜科）の多
様性
渡辺  恭平（神奈川県立生命の星・地球博物館）

Lissonota  Gravenhorst ,  1829 はウスマルヒメバチ亜科に属し、世界から 400 種以上
が知られる、亜科内でも屈指の多様性を誇る属である。日本からは 18 種が記録されて
いるが、包括的な分類学的検討はされておらず、多くの不明種が得られていた。本属を
含むウスマルヒメバチ亜科のヒメバチはハマキガやヤガなど、多種多様な鱗翅目昆虫に
内部寄生する飼い殺し型寄生蜂であり、農林業害虫の天敵も含まれる一群である。その
観点からも、分類学的基盤が必要である。

演者は各地から収集した本属の標本約 3000 個体について、外部形態に基づき分類を
行った。その結果、要旨提出時点で日本産既知全種に加え、 10 日本新産種と 53 未記載
種、若干の異名等を認め、日本産本属は 79 種に整理された。欧州研究者が種分類で重視
している形質のいくつかは、日本産種では種内で変異した。種数は寒冷地で多い傾向が
認められた。各種の標本数に偏りがあり、樹冠等に生息し捕獲されにくいと考えられる
種の存在も示唆された。今後の研究で生態や分布、遺伝子に関する情報が蓄積すること
で、更に種が追加される可能性もあり、実際の多様性はさらに高いことが予想される。

A307 無翅種が見られる日本産 Phygadeuontinae 亜科 (膜翅目：ヒメバチ科 )
４属の分類学的再検討
大松  勇司（北海道大学）

膜翅目ヒメバチ科では幾つかの系統で翅の退化という収斂が見られる。形態的・生態
的な共通点の多い近縁属間で生じた収斂進化の事例は、翅消失の進化的背景にどのよう
な共通性と独自性が存在するのかを明確にする上で適した系である。そこで、同一亜科
内の 複数 の属 で 無翅 の種 が知 られ て い る Phygadeuontinae(チビト ガリ ヒメ バ チ亜 科 ）
に着目した。これまで日本国内において二次的に翅を消失した種は Gel is 属から９種、
Theroscopus 属から１種が知られているが、翅の欠如と中体節構造の単純化によって得
られる形態形質が少ないこともあって、分類学的研究が遅れている。演者はこれら２属
に加え、日本初記録となる Polyaulon 属と Thaumatoge l is 属から無翅の種の存在を確
認した。本講演では、上記４属の分類学的再検討の結果について報告する。  
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A308 チョウの寄生者、日本産 Hoplismenus 属群（膜翅目ヒメバチ科）の再
検討
菊地  波輝 1 , 2（豊橋市自然史博物館 1・都立大・理・生命科学 2）

Hopl ismenus 属群、または亜族 Hopl ismenina Heinr ich ,1967 は、ヒメバチ科ヒメバ
チ 亜 科 の 一 群 で あ る 。 4 属 を 含 む が 、 そ の う ち 2 属 が 旧 北 区 に 分 布 し 、 日 本 産 は
Hopl ismenus の３種、Zantho joppa の１種が既知である。これらの種は、多くはタテハ
チョウの幼虫ー蛹寄生者であるが、一部にセセリチョウを利用するものがいることが知
られている。

こ の 属 群 の 日 本 産 種 に つ い て 国 内 機 関 等 の 収 蔵 標 本 を 用 い て 再 検 討 し た と こ ろ 、
Hopl ismenus の １ 日 本 未 記 録 種 、 Zantho joppa の １ 日 本 未 記 録 種 を 見 出 し た 。 ま た 、
Hopl ismenus terr i f i cus  Wesmael ,  1848 ヒ ゲ ナ ガア カ ア シ ヒ メ バ チ の同 物 異 名 と さ れ
ている H. terr i f i cus  var.  karafutensis  Uchida,  1955 について、タイプ標本の検討の結
果 H. obscurus Kriechbaumer,  1893 ヨコハマヒメバチの異名とすべきであることが明
らかになった。また、本属群の DNA バーコーディングも進めているため、その結果も
合わせて報告する。  

A309 ベトナム産カレバラアリ属（アリ科：フタフシアリ亜科）の分類学的
研究
○松浦  公平 1・細石  真吾 1・Pham Hong Thai2

（九州大 1・国立ベトナム自然史博物館 2）

カレバラアリ属  Carebara はアリ科フタフシアリ亜科の一属で，熱帯・亜熱帯地域を
中 心 に 230 種 が 知 ら れ る ． エ チ オ ピ ア 区 や 新 熱 帯 区 で は 包 括 的 な 分 類 学 的 研 究 が な さ
れ，種多様性の解明度は高い一方で，東洋区では研究が遅れており，多くの未記載種の
存在が示唆されている．また， 1~3 mm ほどの小さな体サイズや単純化した形態を示す
小型種が属内の多くを占め，分類の障壁となっている．

そ こ で 本 研 究 で は ， 東 洋 区 に お け る 本 属 の 包 括 的 な 分 類 学 的 研 究 へ の 足 掛 か り と し
て，  過去の研究から 10 種以上の未同定種が報告されているベトナムに着目した．過去
の研究で用いられた標本に加え，国内に蓄積されたベトナム産カレバラアリ属の標本を
網羅的に検視し，形態的特徴に基づく分類学的研究を行った．さらに，一部種では走査
型電子顕 微鏡  (SEM)  を用い， 実体 顕微鏡 下での観 察が 難しい 微細な表 面構 造など ，有
用な判別形質の探索を行った．

得られた形態的特徴をもとに，近隣地域から記載された種のタイプ標本画像および原
記載と比較した結果，未記載種を複数確認した．本講演では，小型種も含めた種の識別
点を提示し，種群の候補となる形態的特徴についても考察する．

A310 熱帯アジア高地でのアリ植物共生アリにみられる形態的停滞と遺伝的
分化
細石  真吾（九大熱研センター）

シリアゲアリ属の一種 Crematogaster  treubi は東南アジアの低地林に広域に分布す
る自由生活者である が、近縁種である C.  ko j imai はマレー半島の高標高地のみに 分布
し、アリ植物 Dischid ia  astephana と共生関係をもつ。 2 種のアリは形態的によく類似
しており、前伸腹節刺の形状の僅かな違いだけで区別される。核遺伝子 5 領域を用いた
分子系統解析の結果、両種は姉妹関係となり、分岐年代推定によると後期中新世の約 700
万年前に分岐したことがわかった。さらにミトコンドリア DNA の COI 領域では 19%の
高い塩基置換率を示し、 2 種の分岐が比較的古いことが示唆された。これは最終氷期の
気候変動に伴う地理的隔離ではなく、中新世から漸新世における環境変動による種分化
であると推定された。ランドマーク法を用いた幾何学的形態計測によって、中体節の背
方の形状に差異がみられることが明らかになった。本講演ではアリ植物体内部の限られ
た営巣空間と共生アリの形態的停滞についても考察する。  
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A311 アリ類におけるカスト多型と性多型  
伊藤  文紀（香川大学）  
 

オスとメス間の形態や体サイズが異なる性的二型は様々な動物でしられており、その
種の繁殖生態を理解する上で極めて重要な形質である。ハチ目有剣類の大部分の種では
一般にオスがメスよりやや小さい。例外的にアリ類では極端なサイズ差が知られている
が、アリ類の性的二型に関する研究例は、オスアリの採集が困難なことが多いためか、
わずかしかない。アリ類は社会性昆虫で、ともにメスである女王アリと働きアリ間のサ
イズ差は種によって様々である。祖先的な系統とされているハリアリ群では多くの種で
女王アリと働きアリがよく似た大きさだが、派生的なヤマアリ群では乾燥重量で数十倍
の違いをしめす種もある。このカスト多型と性的二型の関係はこれまで一切言及された
ことがなかった。本研究では、アリ類のカスト多型と性的二型の実態を様々な種を対象
に調査し、女王アリ、働きアリ、オスアリ間のサイズ差にどのようなパターンがあるの
かを明らかにし、系統や社会構造等との関連を検討した。本講演では予備的結果につい
て報告する。  

 

 

A312 ワーカーの社会的地位が女王との接触パターンに与える影響  
○菊地  友則 1・恩田（丸山）  加菜 1・菅原  研 2  

（千葉大学 1・東北学院大学 2）  
 

個体同士の出会い（ encounter）は基本的な生態的プロセスに先立って起きる不可欠な
事象である。社会性昆虫では局所的な個体間接触を通じ、さまざまな情報をやり取りし
ながら集団行動が自己組織化的に発現している。女王存在情報は特に重要な情報の一つ
であり、これはワーカーの利他行動を抑制し繁殖分業の成立に重要な役割を果たしてい
る。南西諸島のトゲオオハリアリでは、女王物質の伝達メカニズムの解明が進んでおり、
女王は伝達効率を上げるために自ら巣内をパトロールするだけでなく、巣内の伝達情報
を リ ア ル タ イ ム で フ ィ ー ド バ ッ ク し パ ト ロ ー ル 行 動 を 制 御 し 伝 達 効 率 を 調 節 し て い る
ことが計算的、実験的に明らかになっている。これまでの研究では伝達される側のワー
カーは均質な単一集団と仮定し単純化されてきた。しかしながら、実際のワーカー集団
は繁殖状態も行動パターンも異なる異質なサブグループの集合体である。そこで本研究
では、ワーカー内の順位制における地位の違いが女王との接触パターンに影響するのか
実験を行い、繁殖分業に及ぼす影響について議論する。  
 

 

 

A313 一形態種で六科の植物種を寄主利用する Dendrorycter 属（鱗翅目：ホ
ソガ科）の未記載種  
○澤田  昌恭 1・大島  一正 2 , 3 , 4（北大院・農・昆虫体系 1・京都府大・院  

生命環境 2・京都府大・新自然史セ 3・京都府立植物園 4）  
 

植食性昆虫は，種ごとに単一の植物種を寄主としているか，複数種を寄主とする場合
でもごく近縁な植物種に限っていることが多い．複数の植物種を寄主とする場合，各寄
主植物種に適応し遺伝的にも分化した種内集団が見られることもあるが，こうした事例
に お い て も 寄 主 植 物 は 近 縁 で あ り ， 種 内 集 団 間 で 寄 主 植 物 の 科 が 異 な る こ と は 稀 で あ
る．Dendrorycter 属には，ウダイカンバ（ブナ目：カバノキ科）を寄主とする未記載種
の存在が知られている．発表者の野外調査では，この種と交尾器形態に質的な差が見ら
れないにもかかわらず，科レベルで異なる植物（カツラ，シナノキ，オヒョウ，オニグ
ルミ，ウワミズザクラ）をそれぞれ寄主利用する 5 つの集団が確認された．本発表では，
単一の形態種としては異例の寄主範囲を示すこの未記載種内に，各寄主上集団間での遺
伝的分化が見られるかを，COI バーコーディング領域を用いて解析した結果を報告する．
また，近縁種を含めた複数遺伝子による系統解析の結果をもとに，同未記載種の系統的
位置および祖先的な寄主範囲を議論する．  
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A314 Metacercops 属（鱗翅目ホソガ科）の日本からの発見とその特異な潜
葉習性：小笠原諸島固有種の特殊性解明に向けて
○瑤寺  裕 1・大島  一正 1 , 2 , 3（京都府立大・院生命環境 1・京都府大・

新自然史科学創成センター 2・京都府立植物園 3）

小笠原諸島は本州から約 1000 km 離れた海洋島の島々であり，固有種の宝庫として知
られている。しかし，固有種という観点では，琉球列島も国内において高い固有種率を
誇り，同じくその宝庫と言える。では，海洋島である小笠原諸島の固有種には，他地域
の固有種に比べ，際立った特殊性は見られるのだろうか。昆虫ではこのような視点の研
究例は少なく，「単に固有種」として認識されている種が大半のように思われる。私たち
は ホ ソ ガ 科 蛾 類 を 対 象 に 小 笠 原 固 有 種 の 特 殊 性 に 着 目 し て ， 海 洋 島 –大 陸 島 間 の 比 較 研
究を進めている。本発表では，小笠原と琉球においてアカテツを寄主にする属不明のホ
ソガに関するに分類とその潜葉習性を報告する。形態比較と遺伝子解析の結果，属不明
の こ れ ら ホ ソ ガ 種 は ア フ リ カ 大 陸 お よ び オ ー ス ト ラ リ ア 大 陸 に 計 3 種 が 分 布 す る
Metacercops Vár i ,  1941 に属し，国内に少なくとも 2 未記載種（小笠原 1 種，琉球 1~2
種）が分布することが判明した。また，小笠原固有種には潜葉習性に種内多型が見られ，
かつ各潜葉様式が別亜科レベルに相当する，というホソガ科の中でも他に例のない潜葉
習性を示す種であることが明らかになった。

A315 西表島のマングローブに多数生息する Dichocrocis 属の一種（鱗翅目：
ツトガ科：ヒゲナガノメイガ亜科）の種同定と生態的知見
○和智  仲是 1・松井  悠樹 2・吉安  裕 3

（琉球大 1・農研機構 2・京都府大 3）

マ ン グ ロ ー ブ 環 境 は 、 こ れ ま で 見 過 ご さ れ て き た 昆 虫 多 様 性 の ホ ッ ト ス ポ ッ ト と さ
れ、昆虫相に関する知見が蓄積されつつあるが、日本のマングローブ環境における全体
像は未解明な部分が多い。演者らは西表島船浦のマングローブ林内に調査ルートを設定
し、 2022 年 7 月から 2025 年 5 月にかけて月 2～ 4 回の観察を実施した。その過程で、
日本では属単位でも記録のなかった Dichocroc is  f renatal is（鱗翅目：ツトガ科：ヒゲナ
ガノメイガ亜科）がマングローブ環境に多数生息することを初めて確認した。本種は日
本未記録種であり南西諸島に分布することは一部の研究者に知られていたものの、種名
や生息環境・生態はほ とんど未解明であった。本発表では、本種の種同定結果とともに、
一年を通じた成虫の出現、成虫が葉裏に集団を形成する行動、マングローブ性と思われ
るアオキン ツヤイシ アブ  Maira  aenea （双翅目：ム シヒキア ブ科）によ る被捕食 など
の調査結果を報告する。幼虫の発見には至っていないものの、成虫の出現状況や行動様
式からは、マングローブと密接に関わった生活史をもつ可能性が高い。  

A316 小笠原諸島に分布する Anarsia 属未記載種について（チョウ目：キバ
ガ科）
○河合  雄介 1・屋宜  禎央 2・広渡  俊哉 3（九大院・生資環・昆虫 1・

九大院・農・昆虫 DX2・九大院・農・昆虫 3）

Anarsia 属はキバガ科に属し、世界から約 140 種が知られる。演者らの調査により、
小笠原諸島からオガサワラグミを摂食する Anarsia 属の一種を確認した。本種の分類学
的位置及び遺伝的多様性を確認するため既知種との形態比較を行うとともに、COI 領域
の一部に基づく系統樹の再構築による近縁種の推定、遺伝距離の計算を行った。その結
果、寄主植物不明のヒメフタクロモンキバガが姉妹種となり、形態がどの種とも一致せ
ず未記載種であることがわかった。一方で、交尾器形態はヒメフタクロモンキバガとは
大きく異なり、ガジサンハイキバガに類似していた。また、ヒメフタクロモンキバガが
グミ属を摂食することを確認した。どちらの種の幼虫も葉を摂食し、若齢幼虫は潜葉性
を示した。次に、種内の遺伝的分化を確認すると、小笠原諸島の種は母島と父島＋聟島
のクレードに分岐し、聟島と父島の個体間でも大きく分化していた。ヒメフタクロモン
キバガは日本海側と太平洋側＋南西諸島で二つにクレードが分かれた。いずれも種内変
異としては大きな遺伝的分化だった。本講演では、この遺伝的分化が生じた要因につい
ても他のグミ属食の種の分布などを含めて考察する。
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A317 国内で得られているマルハキバガ科の未記録属について（鱗翅目：キ
バガ上科）  
外村  俊輔（徳島県立博物館）  
 

マルハキバガ科は楕円状の前翅と発達した下唇鬚が特徴で、世界に 300 属 3,000 種以
上が分布し (van Nieukerken et  a l . ,  2011)、日本から 12 属 59 種が記録されているが、
多くの不明種や未記録属が存在する。成虫の多くは春から秋にかけて林内の灯火採集で
得られる。九州で 6 月に得られていた本科と思われる不明種について検討したところ、
ロシアの極東地域とスロバキアから知られる Paradasycera 属であることが判明した。
本属は P.  insignis の 1 種のみが知られているが、国内の個体群は交尾器などの形態が
異なっており、未記載種と考えられる。本属はオビマルハキバガ属 Deuterogonia に似
た静止姿勢をとり、前翅の形態なども類似しているが、 gnathos の伸長部位が欠落して
いない点が異なる。本種は各地でごくわずかな個体が得られているのみであり、生態的
知見も乏しく、さらなるサンプルの収集が必要である。  

 

A318 西表島から発見された Ecpatia 属  (チョウ目 :  ヤガ科 )  の不明種とそ
の幼虫形態および寄主植物  
○荒井  周 1・綿引  大祐 1・和智  仲是 2（東京農業大学大学院・昆虫学  
研究室 1・琉球大学熱帯生物圏研究センター・西表研究施設 2）  
 

Ecpatia 属は，エチオピア区・東洋区・オーストラリア区に分布するチョウ目ヤガ科
の一群であり，東南アジアを中心にこれまで 18 種が記載されている．このうち日本に
は， E.  longinquua (Swinhoe ,  1890)  ヒメナカジロシタバのみが屋久島以南の南西諸島
に分布しており，寄主植物としてアカギ，ヤマヒハツなどのトウダイグサ科の木本が記
録されている．  

第一演者は，沖縄県西表島においてアカギからヤガ科幼虫を採集し，飼育したところ，
外見からヒメナカジロシタバと同定される成虫が羽化した．しかし，その幼虫の斑紋は
先 行 研 究 で 示 さ れ た ヒ メ ナ カ ジ ロ シ タ バ の も の と は 著 し く 異 な っ て い た ． こ の こ と か
ら，現在ヒメナカジロシタバとして扱われている個体群には不明種が混同されているこ
とが示唆された．  

そこで演者らは，西表島を中心とした採集調査に加え，各収蔵施設における標本調査
を実施した．さらに，得られた標本の外部表徴，交尾器形態，ならびにミトコンドリア
DNA の COI 領域  (658 bp)  について先行研究と比較することで，不明種の同定を試み
た．本講演では，これらの比較・検討の結果を報告する．  

 

 

A319 ブナ種子食者「ブナメムシガ」の正体  
○岡  太陽 1・屋宜  禎央 2  

（九大院・生資環・昆虫 1・九大院・農・昆虫DX2）  
 

ブ ナ メム シ ガ は ブ ナ  Fagus crenata  の堅 果 を 専食 す る 小 蛾 類 で あ り、 ブ ナ に お け る
マスティング（種子の豊凶）に関与する種子食者として生態学分野で注目されてきた。
本種は北海道および本州から報告されているものの（ Igarashi  & Kamata,  1997；今，
2009）、既存の研究ではメムシガ科未同定種  Argyresthia  sp .  として扱われ（今，2009；
山路ら， 2014）、種同定および記載等の措置はなされてこなかった。  

本研究では、本種の分類学的位置を明らかにすることを目的に、雌雄交尾器を含む外
部形態およびミトコンドリア DNA の COI 領域の一部（ DNA バーコード領域）の比較検
討を行った。その結果、本種はナナカマドメムシガ  A .  a lpha および台湾に生息する  A .  
ta iwanensis  に近縁であるが、両種とは明瞭に判別可能な未記載種であることが判明し
た。また、ナナカマドメムシガのパラタイプ標本には本種が含まれていたことから、両
種はこれまで混同されていたと考えられる。  
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A320 翅基構造に基づくチョウの系統推定
○酒井  恒平 1・矢後  勝也 2・吉澤  和徳 1

（北海道大学昆虫体系 1・東京大学総合研究博物館 2）

チョウは伝統的にセセリチョウ上科、シャクガモドキ上科、アゲハチョウ上科に分け
られ、セセリチョウ上科とシャクガモドキ上科はアゲハチョウ上科の外側に位置づけら
れてきた。一方分子系統では、アゲハチョウ科が他の全てのチョウの姉妹群に位置づけ
られ、セセリチョウ科とシャクガモドキ科はそれ以外のチョウと近縁であること、すな
わち従来認識されていたアゲハチョウ上科が側系統群であることが示唆されている。し
かし、このような関係を支持する形態形質はこれまで見出されていない。本研究では、
チ ョ ウ の 翅 基 構 造 の 相 同 性 を 明 ら か に す る と と も に 、 こ の 構 造 に 基 づ く 系 統 解 析 を 行
い、競合する系統仮説を評価した。その結果、セセリチョウ科とシャクガモドキ科はア
ゲハチョウ上科に内包され、アゲハチョウ科がチョウの最基部で分岐するという分子系
統の結果が支持された。一方、翅基構造は、シロチョウ科、シジミチョウ科、シジミタ
テハ科が単系統群を形成することを示唆したが、これは分子系統解析や他の形態学的証
拠のいずれとも矛盾しており、翅基構造の持つ系統情報の限界も示された。翅基構造は、
鱗翅目全体でも高次レベルの系統推定に有用である可能性がある。
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B101 多様な外来社会性昆虫に対する早期発見・防除システムの高度化
○坂本  洋典 1・坂本  佳子 1・高井  嘉樹 1・神宮  周作 2・内堀  隼人 3・

中嶋  信美 1・五箇  公一 1（国環研 1・対馬市 2・東海理化 3）

2025 年 6 月上旬に、要緊急対処特定外来生物ヒアリ Solenopsis  inv icta の国内侵入
は連続して 4 事例報告され、累計 139 事例に至った。定着が差し迫る状況下、早期発見・
防除システムの高度化の緊急性は一段と高まった。同時に、ツマアカスズメバチ Vespa 
ve lut ina や、アルゼンチンアリ Linepithema humile など、既に国内定着した外来社会
性昆虫の効率的な防除も急を要す課題である。これら諸問題対処のため、国立環境研究
所では、早期発見・防除技術の高度化および、各地方自治体と協働した防除システム構
築を推進している。ヒアリに対し、国内で初となる飼養実験施設を設立し、有効性が高
い防除薬剤の選定を進めた。ツマアカスズメバチ防除のため、長崎県対馬にてベイトス
テーションを用いた地域レベル化学的防除試験を実施し、翌年の新女王数の大幅な減少
を確認した。複雑な環境に定着したアルゼンチンアリ防除効率化のため、立体的な環境
で の 防 除 に 有 効 な グ リ ス ベ イ ト 剤 を 新 規 共 同 研 究 開 発 す る な ど 化 学 的 防 除 の 高 度 化 を
果たした。本講演ではこれら外来社会性昆虫の日本への侵入・拡散状況および防除シス
テムの高度化について紹介する。

B102 アルゼンチンアリの女王アリと働きアリの間の薬剤感受性の差異
○高井  嘉樹・坂本  洋典・五箇  公一（国立環境研究所）

特定外来生物アルゼンチンアリ Linepithema humile は、日本国内で 1993 年の初発
見以降、分布拡大が続く難防除害虫である。我々は、本種の化学防除の高度化を目的と
して、急性経皮毒性試験により、アルゼンチンアリに対する薬効評価を行った。試験に
は、東京都及び静岡県における定着個体群の根絶実績をもつフィプロニル（フェニルピ
ラゾール系）に加え、アリ防除に広く用いられる剤として、同じくフェニルピラゾール
系のピリプロ ―ル、およびチアメトキサム（ネオニコチノイド系）、さらに新規防除薬剤
としてメタフルミゾン（セミカルバゾン系）、およびスピノサド（スピノシン系）を供試
した。働きアリの半数致死量 LD 5 0 を基準とした評価では、フィプロニル、ピリプロー
ル、チアメトキサムがほぼ同等の高い薬効を示した。続いてこれら 3 剤に関して、女王
アリの LD 5 0 を評価した結果、フィプロニルとピリプロールが同等に高い薬効を示した
のに対して、チアメトキサムは前 2 剤と比較して LD 5 0 が大きい値を示した。本発表で
は、この薬剤感受性差が化学的防除の効果に及ぼす影響を考察する。

B103 国内外来種リュウキュウツヤハナムグリの東京都内陸部への分布拡大
岸本  圭子（龍谷大学・理工）

コ ガ ネ ム シ 科 ハ ナ ム グ リ 亜 科 リ ュ ウ キ ュ ウ ツ ヤ ハ ナ ム グ リ 奄 美 亜 種 Protaet ia 
(Pyropotosia)  pyer i  oschimana は，東京都の島嶼部や本土部へ侵入した国内外来種とし
て知られている．本土部で成虫の目撃例が相次いで報告されたのは 2012 年から 2014 年
で，その記録は大田区の埋立地に集中していた．2015 年までに，大田区以外でも成虫は
複数地 点で 目撃 され たが ,  大田区と 品川 区 以外は 長距 離飛 翔し た成虫 が偶 発的 に観 察さ
れたものと考えられる． 2016 年以降は， 2018 年に港区及び 2023 年に千代田区にて設
置した バナ ナト ラッ プで成 虫の 捕獲 が報 告され てい る． 成虫 の目撃 は ,  報告が集 中 した
2014 年前後と比べて，湾岸部からより内陸部へと拡大していると推察されるもののこの
10 年間の目撃情報を包括的に調べた研究はない．そこで演者は，世界中のナチュラリス
トが生物の観察記録を登録する「 iNatural ist」を活用し，最近の成虫の拡大状況を明ら
かにした．また，本種の内陸部での定着状況を把握するため，成虫が目撃された地点 3
箇所で踏査し，内陸部でも幼虫の糞粒と成虫が出たあとの繭玉を確認した .
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B104 ダニ媒介感染症に対する環境科学的リスク対策研究
五箇  公一（国立環境研究所）

国立環境研究所・生態リスク評価・対策研究プロジェクトでは、野生生物由来の感染
症対策研究を推進しており、サブテーマとして、ダニ媒介性感染症対策に関する研究を
実施している。ダニ媒介性感染症とは主にマダニ類など吸血性のダニによって媒介され
る感染症で、近年では新興感染症 SFTS（重症熱性血小板減少症候群）ウイルスの感染
拡大が懸念されている。本感染症の感染者増加の背景には、マダニの宿主野生動物の分
布が平野部へと拡大していること、アライグマなどの外来動物が新たな宿主動物となっ
ていること、そしてイヌやネコなどのペットを介して人に感染するリスクが高まってい
ること、などの要因が考えられている。国立環境研究所では、森林総合研究所、国立感
染症研究所、およびアース製薬株式会社と共同で、ダニ媒介感染症対策としてのマダニ
分布拡大実態調査およびマダニ防除技術開発研究を実施してきた。その結果、 SFTS 媒
介マダニの主要種であるフタトゲチマダニには生物地理学的な DNA 系統分布が認めら
れるが、人為移送による分布の変化も生じていることや、野外のマダニ集団に対する緊
急防除剤として有効な薬剤を発見するなどの成果を得ている。  

B105 深層学習を用いた高病原性鳥インフルエンザ媒介昆虫の画像認識
○紙谷  聡志・上野  弘人・田中  宏明・舘  卓司・藤田  龍介

（九州大学）

高病原性鳥インフルエンザ（ HPAI）は、鶏に感染した場合に高い致死率を示し、養鶏
場内で感染が確認されると、当該施設内の全ての家禽が殺処分となる。冬季に活動が活
発化する腐肉食性オオクロバエ等は HPAI ウイルスを機械的に伝播するため、 HPAI 発
生リスクの一因として注目されている。本研究では、養鶏場における HPAI 発生リスク
評価の一環として、腐肉食性ハエ類を自動的に同定・カウントする画像認識システムの
構築を目的とした。新潟県から沖縄県の 9 か所の養鶏場を対象に粘着トラップを設置し、
ハ エ 類 の モ ニ タ リ ン グ を 実 施 し た 。 深 層 学 習 に よ る 画 像 認 識 モ デ ル の 構 築 に あ た っ て
は、形態情報に基づく検索表を作成し、正確な種別アノテーションを施した教師データ
を整備した。これを基に、 YOLO を用いた物体検出モデルを学習させ、その認識精度を
評価した。解析の結果、昆虫の実画像サイズおよび画像内での相対的な大きさ、クラス
バ ラ ン ス な ど の ハ イ パ ー パ ラ メ ー タ が 、 認 識 精 度 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が 明 ら か と な っ
た。本手法は、 HPAI 媒介昆虫の自動監視 技術として実用化が 期待され、今後の感 染リ
スク管理の高度化に資するものである。

B106 休耕田ビオトープと冬期湛水田における水生昆虫類の繁殖・避難場所
としての役割
○渡辺  黎也 1 , 2・大庭  伸也 3・田和  康太 4・佐川  志朗 1

（兵庫県立大 1・倉敷芸術科学大 2・長崎大 3・国環研 4）

水田環境において、水生昆虫類（トンボ・カメムシ・コウチュウ目）の個体数は減少
傾向にあり、保全手法として休耕田ビオトープ（ビオ）や冬期湛水田が着目されている。
しかし、年中湛水されたビオは一部の種の繁殖場所として適さない可能性や、冬期湛水
田は越冬場所として十分に機能しない可能性が懸念されている。本研究では、複数地域
における調査と単一の地域での 2 年間の調査を実施し、ビオおよび水田の水生昆虫類に
対する繁殖・越冬場所 としての機能を評価した。ビオは、トンボ目やカメムシ目のうち、
水中越冬する種や幼虫期間の長い種に加え、キベリクロヒメゲンゴロウなどの移動能力
の低い種の繁殖場所として機能していた。一方、ゲンゴロウ科やガムシ科、アカネ属の
幼虫の個体数は水田の方が多かった。また、ゲンゴロウ科の幼虫については、水田の方
が餌の個体数と餌との時間的重複度が高く、餌の利用可能性や同調性が高い環境を繁殖
場所として選択している可能性が示唆された。冬期にはほとんどの水生昆虫類はビオの
方が個体数は多い、もしくはビオトープのみで確認された。ビオと水田が補完的に機能
することにより、水生昆虫類の多様性が維持されることが示された。
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B107 福島県におけるタガメの生息状況および繁殖生態  
○三田村  敏正 1・大庭  伸也 2（福島大学／長崎大学 1・長崎大学 2）  
 

タガメは福島県においてはこれまでに 26 カ所で記録があり、その多くは浜通りと中
通りに集中しており、会津地方は 1 カ所のみである。この中にはライトに飛来した記録
や生息地が失われている場所も多く、現時点で安定して生息を確認できる場所は多くな
い。また、浜通り地方での生息地は 2011 年 3 月の東日本大震災による津波および福島
第一原子力発電所の事故による影響を受けている。特に原発が立地する双葉町にはタガ
メが多数生息する有機水田があったが、原発事故による耕作放棄後、一部は湿地として
残っていたもののタガメは姿を消してしまった。一方、2022 年に会津地方で初めてタガ
メが確認された只見町では、生息地である溜池とその下に広がる水田地帯で繁殖生態を
明らかにするため、「タガメの保全の手引き」（環境省 ,  2023）に従いモニタリングを開
始したので、その調査状況についても報告する。  

 

B108 タガメにおけるオスの卵保護とメスの追加・破壊産卵  
○大庭  伸也 1・林田  大毅 1・原  優梨亜 1・一柳  英隆 2  

（長崎大学 1・熊本県立大／（一社）球磨川NP2）  
 

昆虫を含む無脊椎動物において父親が単独で卵保護に関与する種は稀である。近年、
父親単独での卵保護行動の進化について、性淘汰の関与が理論及び実証研究で報告され
ている。科内の全種において父親が卵保護を行うことで知られるコオイムシ科のコオイ
ムシ亜科においても、フリーなオスよりも卵保護中のオスの方が、配偶相手としてメス
に好まれやすく、追加産卵をされやすい（ Ohba et  a l .  2016,  Suzuki  e t  a l .  2025）。しか
し、同科のタガメ亜科のタガメでは、メスが、オスが保護する卵塊を壊し、そのオスに
自身の卵塊を託す、子殺し行動・ “卵壊し ”が報告されている（ Ichikawa 1990,  1991）。
そのため、コオイムシ亜科のように、卵保護中のオスに対して別のメスが追加産卵をす
ることはないため、性淘汰仮説ではタガメの卵保護行動の進化を説明できないと考えら
れている。しかし、オスが守る卵塊を壊すことなく、追加産卵をするケースも報告され
ており、卵保護中のオスとメス間の相互作用に関する定量的な調査が待たれる。本研究
では、卵保護中のオスと成熟メスを同居させたときの行動について調査した。関連して、
一連の調査で得られた知見についても報告したい。  

 

 
 
B201 奄美大島と沖縄島に侵入したソテツシロカイガラムシは種が異なる？  

○田中  宏卓・紙谷  聡志（九州大学博物館・愛媛大学）  
 

奄美大島で 2022 年に、沖縄島で 2023 年に侵入が確認し、侵入先のソテツに著しい被
害 を 与 え て い る タ イ 王 国 原 産 の ソ テ ツ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ Aulacaspis  yasumatsui  
Takagi ,  1977 の 奄 美 大 島 産 お よ び 沖 縄 島 産 の ソ テ ツ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ の ミ ト コ ン ド リ
ア COI 領域の DNA バーコード領域を調べ、その配列情報を使って分子種定義解析を行
ったところ、奄美大島と沖縄島のソテツシロカイガラムシは明瞭に分離し種が異なる可
能性が示された。また少数の標本による形態観察でも両者の識別は容易であり、別種で
あることを支持する結果が得られている。本講演では、上記の DNA バーコード領域の
解析結果に合わせて、両者について行った形態解析の結果も併せて示し、両者が同種か
別種かについて議論する。  
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B202 木本樹幹に定住するヤノクチナガオオアブラムシの地理的狭域におけ
る集団遺伝構造
○松浦  匠 1 , 2・山本  哲也 3・中村  駿介 2・廣田  峻 4 , 5・田路  翼 6・中瀬

悠太 7・陶山  佳久 4・上田  昇平 1・平井  規央 1・市野  隆雄 2

（大公大・農 1・信州大・理 2・長崎大・水環 3・東北大・農 4・福島大・

理工 5・日本大・文理 6・京芸大・教養 7）

本研究では、長大な口吻を用いて木本の幹から吸汁し、アリとの義務的共生関係を結
ぶヤノクチナガオオアブラムシに着目し、野外個体群における遺伝的構造を調査した。
多くのアブラムシ類は高い分散能力を有するため、広い空間スケールでも地理的な遺伝
構造を示さないことが多い。一方本種は、有翅虫の出現頻度が低く同じ寄主木を経年利
用することから定住性が高いとされるため、地理的に近接した集団間で遺伝的構造が形
成されている可能性がある。

長野県松本市において、半径 5.3  km 以内に分布する 9 本のエノキからサンプルを採
集し、 408 個体について一塩基多型に基づく高解像度の集団遺伝構造解析を実施した。
その結果、東西約 4 km の地域間だけでなく、わずか 1.0  km 圏内の西部地域内でも地理
的距離と無関係に明確な遺伝的構造が確認された。また、各寄主木間の遺伝子流動は限
定的な範囲内 (平均 0.75 km 圏内 )で生じていることが示唆された。

本種は、長大な口吻による幹利用、アリとの義務的共生、有翅虫の稀少性といった特
徴から、移動分散が制限されている。そのため、同一寄主植物上で世代を重ねることで、
局所的な遺伝的構造が形成されたと考えられる。  

B203 サクラ類にゴール形成する Tuberocephalus 属アブラムシの未記載種
と分類学上の課題
○高岡  尚矢・秋元  信一（北大農・昆虫体系）

Tuberocephalus 属（新称：サクラフシアブラムシ属）のアブラムシは、主に東アジア
に分布し、現在世界から 15 種、日本から 8 種が確認されている。本属の種はサクラ属
に葉巻型あるいは袋状のゴールを形成し、ヨモギ属に寄主転換する。最大 7 つのモルフ
を持ち、特に一次寄主と二次寄主で大きく形態が異なる。本属は多くの近似種を含み、
分類学的な再検討が必要である。演者らは、北海道から未記載と思われる 2 種を新たに
見出した。これらの種はそれぞれウワミズザクラとエゾヤマザクラを一次寄主とし、葉
の縁にゴールを形成する。ウワミズザクラからは T.  uwamizuzakurae が知られている
が、北海道のサンプルは幹母の形態とゴールの形状・色彩において本種から区別できる。
エゾヤマザクラのゴールは葉の縁に沿って突出部が形成され、その縁は葉の裏面に折り
畳まれる。本種ゴールは成熟しても黄緑色を呈し、赤みを帯びる他種とは区別される。
本発表では、未記載種の判別形質と Tuberocephalus 属の分類学上の課題について報告
する。  

B204 日本産オオイナズマヨコバイ属 Metalimnus（半翅目，ヨコバイ科）の
検討
奥寺  繁（北海道教育大学旭川校）

オオイナズマヨコバイ属 Metal imnus の各種は体長 4mm 前後で，扁平な体型に黒や
黄，紅色などの鮮やかな斑紋をもつ．旧北区から 6 種，日本からはオオイナズマヨコバ
イ M. ste in i， M. singular is および M. formosus の 3 種が知られている．そのなかのオ
オイナズマヨコバイはスゲ類を寄主とし湿地環境で採集されることから，一部地域では
希少種とされている．しかしその他 2 種については国内の知見が乏しい． Metal imnus  
formosus は ヨ ー ロ ッ パ を 中 心 に 分 布 す る 種 で あ る が ， 日 本 に お い て は Matsumura 
(1902)により札幌から記録された．しかし同論文で同じく札幌から記録された M. s te in i
の 色 彩 変 異 を 誤 同 定 し た 可 能 性 も あ り ， 日 本 で の 分 布 は 疑 問 視 さ れ て い る ． ま た M. 
singular is の国内における記録は， Emel janov  (1966)が Ishihara (1954)の再記載した
M. formosus を本種に訂正したものによるが，その分布などの詳細には不明な点が多い．
そのため本研究では国内全域の標本を調査し各種の再検討を行った．
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B205 日本産 Amrasca 属（カメムシ目，ヨコバイ科）の分類学的研究
○上原  友太郎 1・大原  直通 2・紙谷  聡志 2

（九大院・生資環・昆虫 1・九大院・農・昆虫 2）

Amrasca 属が含まれるヒメヨコバイ亜科ミドリヒメヨコバイ族は，農業害虫種を多く
含 む 分 類 群 で あ る ． 本 属 は 世 界 で 3 亜 属 16 種 が 記 録 さ れ て お り （ Xu et  a l . ,  2017;  
Dietr ich  e t  a l . ,  2020）， な か で も 主 に 東 洋 区 に 分 布 す る フ タ テ ン ミ ド リ ヒ メ ヨ コ バ イ
Amrasca (Sundapteryx)  b iguttula  ( Ishida,  1931)  はオクラやワタ，ナスの重要害虫と
して広く知られている．近年，本種は分布を拡大しており，アフリカや新世界でも報告
されている．日本国内では，これまで本種のみが北海道を除く全土から確認されていた．
演者らは，日本各地で採集されたサンプルを用いて，雄生殖器を主とした外部形態の詳
細な観察および DNA バーコード領域（ COI の一部 658 bp）の比較検討を行った．その
結果，琉球列島で採集された標本のうち，サキシマフヨウおよびサキシマハマボウで採
集 さ れ た 種 と オ オ ハ マ ボ ウ で 採 集 さ れ た 種 を そ れ ぞ れ 未 記 載 種 と 判 断 し た ． 以 上 に よ
り，現在日本には Amrasca 属が 3 亜属 3 種分布することが明らかとなった．  

B206 日本産モンコチビミズムシ（カメムシ目チビミズムシ科）の分類学的
再検討
岩崎  響亮（東京農大・昆虫）

モンコチビミズムシ Micronecta  lent icular is  Chen,  1960 は，カメムシ目チビミズム
シ科に属する体長 1.7  mm 程度の微小な水生昆虫の一種である（中島ら，2020）．本種は
台湾をタイプ産地として記載され，日本では Miyamoto＆ Hayashi（ 1998）によって西
表島から記録された後，林・宮本（ 2008）で石垣島からも記録された．

演者が八重山諸島から得られた本属の標本を検したところ，モンコチビミズムシに同
定されるものの，前翅の斑紋や体幅などの外見を基にすると 2 つの型があることが判明
した．

そこで本研究では，日本産チビミズムシ属の種多様性解明の一環として，モンコチビ
ミズムシに見られるこれらの 2 型が種内変異であるか，種間差であるかを明らかにする
ため形態比較に基づいた分類学的検討を行った．その結果，これらの２型のうち，ひと
つは M. lent icular is の原記載の特徴と概ね一致する一方，もうひとつは外見的特徴に加
え雄交尾器の把握器や雄腹部第 7 背板葉状片の形状などがモンコチビミズムシを含む既
知種の特徴に当てはまらないことが判明した．よって，本研究により本属にはモンコチ
ビミズムシに酷似した未記載種がいることが示唆された．  

B207 日本産ヨツボシチビナガカメムシ属（カメムシ目：ナガカメムシ上科：
ヒョウタンナガカメムシ科）の分類学的研究
○伴  光哲 1 , 2・相馬  純 3・久末  遊 4

（帯広畜産大学／客員研究員 1・千葉県立中央博物館／市民研究員 2・

弘前大学／白神自然環境研究センター 3・自然環境研究センター  小笠

原事務所 4）

ヨツボシチビナガカメムシ属 Botocudo  Kirkaldy,  1904（カメムシ目：ナガカメムシ
上科：ヒョウタンナガカメムシ科）はヒナナガカメムシ族に含まれ、主に土壌のリター
中に生息する。世界の熱帯・亜熱帯域を中心に 40 種が分布し（ Del lapé  & Henry,  2025）、
日本からは計 4 種が知られる（石川 ,  2016）。演者らは、日本産本属を対象とした野外調
査と標本調査でこれら 4 既知種に加え、 2 正体不明種を発見した。正体不明種のうち片
方は小笠原諸島に分布し、①体長が 3  mm を超える、②複眼間の広さが複眼の直径の 3
倍程度、③前翅革質部の内角に黒色紋を有するという特徴から未記載種と判断された。
もう片方は西表島に分布し、①前胸背板後縁の幅が前縁の幅の 2 倍未満、②前胸背板が
一様に薄茶色、③小楯板が黒色という特徴から未記載種と考えられた。また、タイワン
チビナガカメムシは、①前胸背板の色彩、②前胸背板の前縁と後縁の幅、③前翅革質部
の 黒 色 紋 の 位 置 が 一 致 す る こ と か ら 、 東 南 ア ジ ア に 分 布 す る B.  s ignanda (Distant ,
1903)と同種の可能性が高い。
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B208 半翅目の背面立体構造形成時における収納方法の比較  
○杉浦  幹太・後藤  寛貴（静岡大  院創造  バイオサイエンス）  
 

カブトムシの角やツノゼミのツノ等の脱皮時に突如出現する立体構造は，古い外骨格
の下で 新し い外 骨格 を規則 的に 折り 畳ん で形成 し脱 皮時 に展 開する “折り畳 みと 展 開 ”の
機 構 を 活 用 し て 形 成 さ れ て い る ． 折 り 畳 み 方 と 展 開 後 形 態 と の 関 連 性 は 判 明 し て い る
が，その折り畳み方がどのような要因により決定するのかは解明されていない．  

そこで本研究ではトゲ様の中胸小楯板をもつタケウチトゲアワフキを対象に，トゲ構
造の記載と形成過程の観察を行い，似たような立体構造であるが形成・収納される空間
の制約が大きく異なるツノゼミ類のツノと比較した．収納空間は折り畳み方の差異に影
響すると考えられる要素の一つであり，上記の 2 種での比較は収納空間と折り畳み方の
関連性の解明に繋がると考えられる．  

観察の結果，成虫のトゲはツノゼミ類のツノと構造的な類似性が認められ，形成過程
についても大まかな流れはツノゼミ類と一致していた．その一方で折り畳み方に差異が
みられ，トゲアワフキ類のトゲは幼虫小楯板内に大きく折れ曲がって収納されていた．
この収納方法はツノゼミ類では報告されていないものであり，形成・収納空間の差異と
関連する可能性がある．  

 

B209 ツノカメムシ属（半翅目）におけるオス交尾節の伸長したハサミ状突
起のアロメトリー  
○大田  孝典・髙山  あかね・工藤  慎一（鳴門教育大学）  
 

クワガタ科甲虫の大顎に代表されるように，昆虫のオスはしばしば極端に発達した性
的形質を示す。オスの発達した性的形質の多くは，大型個体ほど形質サイズに強く働く
方向性の交尾前性選択によって「正のアロメトリー（係数＞１）」を示すことが知られて
いる。一方，性選択により多様化すると考えられているオス交尾器の形質は，メスのえ
り好みに起因する安定化選択によって「負のアロメトリー（係数＜１）」を示すことか報
告されてきた。  

半翅目ツノカメムシ科ツノカメムシ属（ Acanthosoma）の一部の種では，オス交尾節
である腹部第７節の一部が伸長しハサミ状の突起を形成する。本研究では，ハサミ状突
起形態の大きく異なるツノカメムシ属３種を用いて，アロメトリー分析を含めた定量的
な形態比較を行った。その結果，ハサミ状突起が大きく伸長するハサミツノカメムシで
負のアロメトリー，同じくヒメハサミツノカメムシではアイソメトリー（係数＝１），そ
して突起があまり伸長しないセアカツノカメムシでは負のアロメトリーが検出された。
配偶行動の観察結果を踏まえて，オスのハサミ状突起に働く性選択様式とアロメトリー
成立のメカニズムについて考察する。  

 

 
 
B301 雪 の 中 で 暮 ら す 日 本 産 ク モ ガ タ ガ ガ ン ボ 属 Chionea の 多 様 性

（Diptera, Limoniidae）  
中村  剛之（弘前大／白神センター）  
 

クモガタガガンボ（ Chionea spp .）は全北区に広く分布するヒメガガンボの一群で、
日本国内からこれまでに４種が記録されている。雌雄共に翅が退化しており、一見する
と地表徘徊性のクモのような外見をしている。一般的には冬の降雪期に積雪の上を歩き
回 る 姿 が 観 察 さ れ る が 、 こ れ ま で の 研 究 で 日 本 の 豪 雪 地 帯 に お い て は 雪 と 地 面 の 間 の
subnivean zone  と呼 ば れる 空 間 を主 な 生 息 の場 と し てい る こ と がわ か っ てき た 。 移 動
性の低さから、地理的な分化が進んでいる可能性が考えられるが、採集が難しく、各地
から集められた多数の標本を比較した研究はこれまで行われてこなかった。本研究では
厳冬期の雪の下にピットフォールトラップを設置することによって、北海道から宮崎県
までの日本各地でクモガタガガンボの採集を行った。その結果、 600 個体を超える標本
を収集し、複数の未記載・未記録種も確認することができた。今回の発表では、この調
査の結果をもとに日本産クモガタガガンボ属の多様性について概説する。  
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B302 日本産マガリケムシヒキ属（ハエ目：ムシヒキアブ科）の分類学的研
究  
○橋本  賢直 1・舘  卓司 2（九大院・地社 1・九大院・比文 2）  
 

マガリケムシヒ キ属  Neo itamus はムシヒ キアブ科ムシヒ キア ブ亜科に属し平 地の 林
縁から高山まで幅広い環境に生息する中型の双翅目である。本属は汎世界的に分布し、
世界から約 60 種、日本から 6 種が知られている。本属は複数の不明種、隠蔽種の存在
が示唆されている。また、日本産種においては雄交尾器の形態が種の判別形質として重
視されているが、解剖に基づく雄雌交尾器の詳細な検討は行われていない。  

演 者 ら は 日 本 産 各 地 か ら 採 集 さ れ た 標 本 に 基 づ き 分 類 学 的 再 検 討 を 行 っ た 。 そ の 結
果、既知の 6 種に加えて 8 種の未記載種が存在することが明らかとなった。また、これ
まで本州・四国に分布するとされていた N. ishiharai  については、四国の剣山周辺にの
み分布することが明らかとなり、他地域の類似個体群には複数の未記載種が含まれてい
ることが判明した。またこれらの種は標高の高い地域に生息地が限定されていることか
ら N.  ishiharai  と そ の近 縁 の未 記 載種 ら は地 理 的隔 離 によ る 異所 的 種分 化 の一 例 で あ
る可能性が示唆された。本講演では N. ish iharai とその近縁種の形態及び分布様式につ
いて議論する。  

 

B303 ベッコウバエ属  Dryomyza （双翅目ベッコウバエ科）の分類  
末吉  昌宏（国立研究開発法人森林研究・整備機構  森林総合研究所） 
 

ベッコウバエ科の基準属  Dryomyza は全北区から 9 種知られる。本属の基準種エゾ
ベッコウバエ  D .  ani l is（以下エゾ）は北半球で広く知られるが、これを含む 7 種が日本
に分布する。本属の種はその生息環境を森林に依存している。そのため、本属は日本で
分化が進んだ生物群であり、その分類は国内の地史の解明や森林の種多様性評価に重要
な情報を提供すると言える。エゾは体長 10mm 程度であり、前翅に複数の暗色斑紋を持
つ。これと同様の体サイズや斑紋をもつハクサンベッコウバエ  D .  melanacme（以下ハ
クサン）とカミムラベッコウバエ  D .  badia（以下カミムラ）が知 られるが、これらの分
類は曖昧であり、しばしば誤同定が指摘されるなど、これらは混同されてきた。日本国
内および北半球各地で得られた約 200 個体の標本を用いてこれらの分類を再検討し、エ
ゾの新参同物異名とされたハクサンは独立した形質を持つ別種であること、カミムラは
他 2 種から明確に区別されることを明らかにした。この結果に基づくと、エゾは国内で
北海道のみに分布し、カミムラは北海道から本州の高標高地（岐阜県以東）に、ハクサ
ンは北海道から本州（奈良県以東）および四国に分布することになる。  

 

B304 ハエ目タマバエ科の多様性研究：現状と展望  
○徳田  誠 1 , 2・Khamis Elsayed Ayman1, 2  

（佐賀大学農学部 1・鹿児島大学大学院連合農学研究科 2）  
 

昆虫は陸上生態系において様々な環境で適応放散した分類群であり、もっとも種多様
性が高い生物群の１つである。近年の複数の研究から、昆虫の中でもハエ目タマバエ科
の種数が卓越していることが報告されている。本科にみられる多様性の全貌解明は、昆
虫の 種分 化や 環境 適 応な どを 考え る上 で 重要 であ るが 、既 知 種数 は推 定種 数 の 1%にも
満たないのが現状である。タマバエ科ではこれまで、様々な植物に虫えいを形成する種
がもっとも注目され、多くの研究が展開されてきた。一方、菌食性や捕食性の種に関し
ては、一部の害虫種や天敵として有用な種を除き、生態学的研究はほとんど行われてい
ない。また、近年、さまざまな植物の蕾に生息するタマバエが確認され、このニッチに
膨大な未記載種が存在していることが強く示唆されている。本講演では、タマバエ科の
多様性に関するこれまでの研究を総括するとともに、演者らが現在取り組んでいる研究
と今後の展望について紹介する。  
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B305 片側だけで機能する把握器―腹板から派生した可動突起の機能解明  
廣瀬  朋輝（北海道大農学院昆虫体系学研究室）  
 

雄のオドリバエ  (Diptera ,  Empididae)  は腹部第 9 節後方に挿入器をもち、同節背板
と尾角で雌腹端部を把握し交尾するが、第 7 節にも生殖に関連すると考えられる変化が
しばしば見られる。ウルワシオドリバエ亜属  Calorhamphomyia  は、腹部第 7 節に腹板
から分離した 1 対の可動突起を、亜属の固有派生形質としてもつ。この構造の機能は不
明なままであったが、SNS (X)  に投稿された本亜属の一種の交尾中の写真から、可動突
起を外側に動かすことで、突起と体側面の間にメスの腹部亜端を挟む機能をもっている
ことが判明した。オドリバエの雄挿入器は背方を向いているが、交尾時は雄が上に位置
するので、交尾中は雌腹部が雄の背面まで回り込み、腹部末端の上下が入れ替わる。こ
のとき、雌の腹部は雄の第 7 腹節付近を斜上するので、可動突起によってこれを補助ま
たは把握することによって雄にとっての交尾成功に繋がると考えられる。µCT を用いた
種間比較からは、腹部第 7 節の背腹筋が可動突起に挿入されていることが分かった。こ
の筋肉はもともと腹部を背腹方向に圧縮する機能を持っており、この筋肉の機能転換が
可動突起の動きを可能にしたと考えられる。  

 

B306 長崎県周辺地域および東日本に局所分布するニシキイシノミの分子系
統地理学的研究  
○鈴木  智也 1・落畠  慶 1・堀  慎太郎 1・福山  伊吹 2・高田  賢人 3・鈴  
木  信夫 4・東城  幸治 5（広島修道大 1・北大 2・和歌山県立自然博 3・日  
本女子体育大 4・信州大 5）  
 

ニシキイシノミは、 1925 年に長崎県長与町で F.  Si lvestr i により初めて採集され、
1943 年に新種として記載された。1925 年の初記録以降、72 年間にわたって本種の採集
記録はなかったが、1997 年に第一発表者が東京都小金井市で再発見し、同年には長崎県
大村市でも確認された。また、長崎では雌雄が採集されているが、東京集団からはメス
のみしか採集されておらず、単為生殖集団であることが示唆されている。本研究では、
五島列島を含む大村湾周辺の 27 地点および東京都 1 地点で採集された約 180 サンプル
に加え、山形県で新たに採集されたニシキイシノミの 1 サンプルについて、mtDNA COI 
および  16S rRNA 領域の部分配列に基づく分子系統解析を実施した。その結果、6 つの
系統が検出され、特に久賀島と福江島の集団は、遺伝的に大きく分化した単系統群を構
成し て い た。 東 京 都 の集 団 は 大村 湾 の 北 東地 域  (九州 集 団 の分 布北 東 端 )  から 検 出 さ れ
る系統に内包された。さらに、山形県のサンプルは東京都の集団と近縁でありながら独
自のハプロタイプであったことから、東日本に隔離分布する東京・山形の 2 つの局所集
団が自然分布である可能性が示唆された。  

 
 
B307 エルモンヒラタカゲロウ類  Epeorus latifol ium group（カゲロウ目ヒ

ラタカゲロウ科）の分子系統地理と分類学的諸問題  
○高柳  達志 1・金子  裕明 2・石綿  進一 2・高村  岳樹 2  

（山梨県森林総合研究所 1・神奈川工科大学 2）  
 

ヒラタカゲロウ属 Epeorus は世界に 100 種以上、日本列島に 10 種が分布する。幼虫
が鰓に斑紋を、成虫が翅の基部に黒斑を持つグループは同属他種から区別され、日本列
島にエルモンヒラタカゲロウ E.  lat i fo l ium、マツムラヒラタ（略）E.  l -n igrum、キタヒ
ラタ E.  uenoi、タニヒラタ E.  napaeus の 4 種が分布するとされてきた（ I shiwata 2001）。
しかし形態での識別は困難で、北東アジアの標本を検討した今西（ 1940）は種の識別を
留保していた。演者らは北海道での調査から E.  lat i fo l ium と E.  l -n igrum を COI 配列、
形態から明確に別種とし、E.  uenoi を E.  lat i fo l ium の異名としたが、本州の E.  napaeus
として登録された配列を分析すると E.  la t i fo l ium とネストし、実体の究明が必要とな
った（ Takayanagi  & Yoshizawa 2025）。そこで、日本列島と朝鮮半島の個体の分子系統
解析で示されたクレードに対応する形態形質の探索と分類学的検討を進めている。本講
演では、これまでに判明した本グループの分子系統地理と分類学的問題について報告す
る。  
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B308 エダエラナガレトビケラはなぜ酸性河川に生息できるのか？  
生理耐性機構を近縁種との比較から考える  
倉西  良一（神奈川工科大学）  
 

酸性河川 とは 河川水 が pH6 以下の 河川を いう。東 日本 各地に は無機酸 性河 川が存 在
し、なかには pH が 3 を下回る河川もある。河川が酸性になる原因は、温泉や火山から
の酸性水、硫黄廃鉱山からの排水などの流入で、酸性河川にはさまざまな金属イオンが
溶け出し、そのことが生物の生息を妨げている。酸性河川の顕著な特徴として魚類が生
息しないこと、底生動物群集は種構成や量も貧弱で、場所によってはチャツボミゴケな
どの好（耐）酸性コケ類が繁茂することなどがあげられる。  

酸性河川の周辺には中性に近い普通河川が存在するが、普通河川に生息する水生昆虫
の多くは酸性河川には生息しない。従来の研究では普通河川種が酸性河川に生息できな
い理由として「水質が異なるから」という漠然とした理由だけで結論づけてきた経緯が
ある。  

こ こ で は 酸 性 河 川 水 環 境 を 選 好 す る エ ダ エ ラ ナ ガ レ ト ビ ケ ラ と 近 縁 で そ の 祖 先 種 と
考えられる普通河川生息種レゼイナガレトビケラを使用し、産卵、卵（発生）、幼虫の酸
性水への耐性（適応）を比較検討し、これらの結果からエダエラナガレトビケラが手に
入れた能力を検討したので報告する。  

 

B309 台湾におけるツチゴキブリ属 Margattea（ゴキブリ目：ヒメゴキブリ
科）の多様性解明  
林  幸希（都立大・理）  
 

ツチゴキブリ属 Margattea  Shel ford ,  1911 は体長 10mm ほどの小型なゴキブリであ
り，アジア・アフリカ・オセアニアから 75 種が記録されている．中国では 2009 年頃か
ら本属の分類学的な研究が進んでおり，全体の 4 割を超える 32 種が中国大陸，海南島
から記載されている．日本列島では， 2024 年に与那国島から 1 新種が記載されたこと
で，合計 4 種が記録されている．一方で，台湾ではわずか 2 種しか報告されておらず，
それも朝比奈（ 1979）以降更新されていない．したがって，台湾における本属の網羅的
調査・採集に基づく分類学的再検討を行うことで，未記載種の発見ならびに周辺地域に
分布する種との系統関係を明らかにできると考えられる．そこで，琉球列島と地理的に
近接する台湾の北部から中部にかけて本属の採集，雄交尾器の形態比較，分子系統解析
を行った．その結果，複数の不明種を確認した．これらの種はすべて石垣島・西表島に
分布するヤエヤマツチゴキブリよりも，与那国島に分布するハラグロツチゴキブリ，沖
縄本島以北に分布するサツマツチゴキブリと近縁であることが明らかになった．今後，
台湾全域での調査を続けることで，さらなる未記載種の発見が期待できる．  

 

 
 
B310 キスジゴキブリの分類学的再検討  

○宮田  陵・江口  克之（東京都立大学  動物系統分類学研究室）  
 

キスジゴキブリ Centroco lumna str ia ta  (Sh iraki ,  1906)は林床に生息する地表徘徊性
の ゴ キ ブ リ で ,  神 奈 川 か ら 鹿 児 島 に は 基 亜 種 が ,  台 湾 に は 台 湾 亜 種 が 分 布 す る こ と が 知
られている .  しかし ,  宮田・江口  (2025：第４回 OCGE)によって ,  林床だけでなく ,  地
下間隙も生活圏とし ており ,  地下性の傾向が認められることが 明らかになった .  加えて ,  
フトモリゴキブリ属 Centroco lumna には洞窟性の種と地表徘徊性の種が混在している
こ と か ら ,  本 種 は 地 表 徘 徊 性 か ら 洞 窟 性 へ の 移 行 過 程 に あ り ,  そ れ に よ っ て 移 動 分 散 能
力 に 制 限 が か か り ， 地 理 的 に 種 分 化 し て い る と い う 仮 説 を 立 て た .  そ こ で ,  mtDNA の
COI 領域に基づいた分⼦系統樹を作成し ,  雄成虫の形態を比較 したところ ,  基亜種と台
湾亜種は完全な別種であること ,  基亜種には形態的・遺伝的に異なる 4 つの集団が存在
することが明らかになった .  

本発表では ,  上述の結果に ,  核 DNA による系統解析 ,  雌成虫の形態観察および交配実
験 の 結 果 を加 え ,  基 亜 種 内 に 見 られ る 4 つ の 集 団 の 分類 学 的 な 扱 い に つ いて 考 察 す る .  
ま た ,  日 本 列 島 の 地 史 や 同 様 の 分 布 パ タ ー ン を 示 す 生 物 を 扱 っ た 先 行 研 究 か ら ,  基 亜 種
内の 4 つの集団がどのように形成されたのかも考察する .  
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B311 ハラビロカマキリ（カマキリ目カマキリ科）における亜種間関係の再
検討  
○田口  綾乃 1・大島  千幸 2（CES・生物園 1・進化生物学研究所 2）  
 

ハラビロカマキリ Hierodula  pate l l i fera は，日本を含む旧北区東部および東洋区の広
範囲に分布する．本種には，名義タイプ亜種 H. p .  pate l l i fera（以下，基亜種）と大東
諸島亜種 H. p .  daitoana（以下，大東亜種）の 2 亜種が知られる．これら 2 亜種は，前
脚基節のこぶ状突起の形状およびその周囲の発色などの外部形態が異なる一方，種分類
に お い て 特 に 重 要 と さ れ る 雄 外 部 生 殖 器 は 同 一 の 形 態 的 特 徴 を 示 す こ と か ら 亜 種 と し
て扱われている．しかし，本種の外部形態は個体群間で多様な種内変異があるため，形
態情報と遺伝子情報の両方に基づいた分類学的研究が求められているが，基亜種および
大東亜種間の遺伝的分化の程度については検討されていない．また，近年の研究では亜
種間において性フェロモンの成分が異なることが示唆されたが，交雑実験はされておら
ず亜種間の生殖的隔離機構の有無は未知である．したがって，基亜種と大東亜種間の遺
伝的距離および生殖的隔離機構について解明することは，現状の分類階級を議論する上
で重要である．本研究では，分子系統解析および交雑実験の結果に基づき，ハラビロカ
マキリの基亜種および大東亜種における亜種間関係の再検討を行った．  

 

B312 日本産クロフチャタテ科 Philotarsidae（咀顎目）の分類学的研究  
○佐々木  柊太朗・吉澤  和徳（北大／農／昆虫体系）  
 

日 本 産 チ ャ タ テ ムシ 類 の 分 類 学 的 研 究は ， 1995 年 頃 か ら 一 定 の 進 展 は な さ れ たも の
の，多くの分類群で課題が残されている．そのうちの 1 つであるクロフチャタテ科は世
界で 7 属 139 種が知られる分類群であるが，日本からは Haplophal lus  subc larus（千島
列島）と H. boninensis（小笠原諸島）の 1 属 2 種しかこれまでに記録されていない．
これらは両種とも，それぞれ千島列島とミクロネシアの生物相調査に伴って採集・記録
された種であり，国内の他の地域では本科の調査・研究がほとんど行われていないこと
から，未記録 種の存 在が強く示唆 される ．実際，富田 ・芳賀  (1992)  により種名未 決定
のクロフチャタテ科 2 種が，本州および奄美大島から記録されている．演者らは日本各
地 か ら 収 集 さ れ た ク ロ フ チ ャ タ テ 類 の 標 本 を も と に 形 態 の 比 較 を 行 い ，  Haplophal lus  
属 3 種，Aaronie l la 属 3 種，  Phi lo tarsus 属 1 種の分布を確認した．本講演では，ク ロ
フチャタテ科各種の分類や形態，分布について報告する．  

 
B313 同所的に生息する Holcotetrastichus 属（膜翅目：ヒメコバチ科）2 種

の発生消長の比較  
○山本  淳也 1・井上  己新 1・久野  未希 1・續木  諒 2・松尾  和典 3・椎  
崎  一宏 2（九大院地社 1・東洋大 2・九大院比文 3）  
 

Holcotetrast ichus 属は、世界で 2 種 H. manal iensis と H. rhosaces が知られている。
前者は寄主不明であるが、後者は Cassida 属（甲虫目：ハムシ科） 8 種の内部寄生蜂と
して知られている。国内では、 C.  nebulosa や C.  p iperata  が H. rhosaces の寄主とし
て記録されている。また、久野ら（ 2023；日本昆虫学会第 83 回大会）によって、C.  japana
に 2 種の本属寄生蜂 H. rhosaces と Holcotetrast ichus sp .が寄生することが明らかとな
っている。本研究では、両種の生活史の解明に向け、寄生率の推移を調査した。調査は
2023 年 6―9 月、群馬県板倉町において実施した。その結果、 H. rhosaces では 6－ 7 月
は 80％を超える高い寄生率が見られたものの、 8－ 9 月は 10％台に落ちるなど、急激な
寄生率の変化が見られた。本講演では、 Holcotetrast ichus sp .の寄主範囲や発生消長に
ついても紹介する。  
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B314 日本産ヒメカマキリの越冬様式の種間比較：卵休眠と幼虫休眠の可能
性  
○淺井  英毅 1 , 2・後藤  慎介 2（東京農大・昆虫 1・大阪公大・院理 2）  
 

昆虫の越冬様式は分類群で概ね決まっているが，近縁種間で異なる場合もある．この
点において，日本産ヒメカマキリ属 Acromantis の 3 種，すなわちヒメカマキリ（ヒメ），
サ ツ マ ヒ メ カ マ キ リ （ サ ツ マ ）， 奄 美 大 島 以 南 に 生 息 し 種 分 化 が 示 唆 さ れ る 個 体 群 （ A.  
sp .）は興味深い．野外ではヒメが卵越冬，サツマが幼虫越冬とされているが， A.  sp .の
越冬様式は不明である．本研究ではこれら 3 種が，休眠（自発的な発育停止）によって
越冬している可能性を検討した．室内飼育実験の結果，長日条件下 25℃ではサツマと A.  
sp .の卵は 50 日以内に孵化が起こったが，ヒメの卵は孵化が起こらなかった．ヒメの卵
を低温処理後に常温に戻したところ，孵化が起こった．この結果から，ヒメは内因性休
眠によって卵で越冬することが示唆された．また，長日条件下での幼虫発育の比較を行
った．ヒメは 100 日以内に羽化し，その発育は揃っていた．しかしサツマと A.  sp .では
100 日以上を要する個体が多く，脱皮回数も多く発育にばらつきが見られた．この結果
をもとに，サツマと A.  sp .の幼虫休眠の可能性を議論する．  

 

B315 サツマヒメカマキリ Acromantis satsumensis の越冬齢の変異に関す
る研究  
○山崎  和久 1・中峰  空 2・長島  聖大 3・中  秀司 4  

（流経大 1・箕面公園昆虫館 2・伊丹市昆虫館 3・鳥取大 4）  
 

変温動物である昆虫は、冬季に特定の越冬態で休眠するのが一般的である。温帯産の
カマキリ類のうち多くの種は卵嚢で越冬するが、一部の種は幼虫で越冬する。日本の温
帯産カマキリ類のうち、サツマヒメカマキリ Acromantis  satsumensis は幼虫で越冬す
る唯一の種である。先行研究によって、本種は 3 齢あるいは 4 齢幼虫で越冬することが
明らかにされている。  

演者らは本種の越冬齢に幅があることに着目し、越冬齢の地域差や性差、年次変動が
ある可能性を検証するために、2014 年から 2025 年にかけて本州と九州の 5 地域で本種
の越冬齢を調査した。その結果、本種は 3-4 齢幼虫のほかに、 5 齢や一般的な終齢にあ
たる 6 齢幼虫でも越冬することが明らかにされた。また、演 者らの予備的な研究によっ
て、短日が本種の休眠を誘起することが明らかになっている。温帯産と亜熱帯産の本種
の幼虫を短日条件で飼育した結果、両気候帯の幼虫は短日条件における休眠応答が異な
ることが明らかになった。本講演では、本種の越冬齢の地域差や性差、年次変動の有無
について、さらに短日条件に対する反応の違いについて考察した結果を報告する。  

 

 
B316 沖縄産ハラビロカマキリにおける生活史二型化仮説の検証  

○廣田  渓琉 1・管原  亮平 2（岩手連大 1・弘前大 2）  
 

沖縄産ハラビロカマキリは温帯地域の本種と生活史が異なり、夏に羽化する夏型と秋
に羽化する秋型が年１化で独立して存在するという仮説がある。予備実験から、夏型は
幼虫期間が極めて長く、 8 齢時に日長を変化させると幼虫期間が短縮する結果が得られ
た。このことから、夏型は内因性の幼虫休眠を持つ 1 化性の生活史を示す可能性が示唆
された。本研究では、夏型・秋型を複数の日長条件で飼育し発育期間の差を検証した。
短日条件下では、秋型と夏型は 1～ 4 齢まで同等の発育期間を示したが、 5・６齢では秋
型で 7～ 10 日程度長い傾向が見られた。両型は短日条件に対して異なる生理反応を持つ
可能性が考えられる。長日条件下では、両型とも 4 齢時点で発育期間が 2 分化する傾向
が見られた。それぞれ短い集団が 11～ 17 日、長い集団が 21～ 32 日に分かれた。野外で
は両型の幼虫出現時期は大きく異なるにもかかわらず、長日条件に対して同様の生理反
応を持つ可能性が考えられる。現在、老齢幼虫の発育期間や日長を途中で変化させた条
件の検証を行っている。これらの結果も踏まえて、沖縄産ハラビロカマキリの生活史に
ついて考察する。  
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B317 九州地方における絶滅危惧種マルコガタノゲンゴロウの生活史および
食性  
○福岡  太一 1・松井  英司 2・大庭  伸也 1 , 3（長崎大学大学院総合生産科  

学研究科 1・熊本水生生物研究所 2・長崎大学教育学部 3）  
 

日 本 に 生 息 す る ゲ ン ゴ ロ ウ 科 の 約 40%の 種 は 環 境 省 版 レ ッ ド リ ス ト に 掲 載 さ れ て お
り、その保全は急務である。マルコガタノゲンゴロウ（体長：21–26mm、レッドリスト：
CR）は九州、本州に分布し、水質が貧栄養な比較的大きな池沼に生息する。開発や水質
汚染、侵略的外来種の侵入などにより生息環境は悪化し、個体数が減少している。その
ため、種の保存法に基づく国内希少野生動植物種に指定されている。このような現状に
も関わらず、本種の生態的知見は断片的な報告にとどまっている。本研究では、九州地
方の池沼において本種の生活史と食性を調査した。成虫は 5 月から 7 月にかけて多く確
認され、この期間に交尾行動やヒシへの産卵が観察された。一方で、 9 月から翌年 3 月
までほとんど確認されなくなった。幼虫は 6 月下旬から 9 月上旬まで確認され、 7 月に
ピークがあった。成虫はエビ類や魚類の死骸を摂餌し、幼虫は主にトンボ類の幼虫とエ
ビ類を捕食していた。これらの結果より、本種は池沼内で生活史を完結していると考え
ら れ 、 ト ン ボ 類 を 中 心 と し た 多 様 な 餌 資 源 の 維 持 が 保 全 に 重 要 で あ る こ と が 示 唆 さ れ
た。  

 

B318 新説：オベリスク姿勢は “胸部腹側 ”からの放熱姿勢  
  ～サーモグラフィー＆翅切除観察から～  

富田  尚道（元  群馬県公立中学校）  
 

トンボのオ ベリス ク 姿勢 は「尾先を太陽に向け直射日光に晒される体表面積を最小に
してオーバーヒートを防ぐため」とされる。しかし，この説から外れる姿勢が複数種で
しばしば観察される。これまで報告されている "grab and jab"  (捕獲個体にセンサープロ
ーブを挿入する )方法は，いくつかの問題点が指摘されている。これを補うサ ーモグ ラ フ
ィー観察 を行ったところ，タイトルとした仮説が示唆された。  

屋外で，アカネ種のオベリスク姿勢は胸部温度が高いほど尾の角度が高かった。暗室
内で，複数種が飛翔直後にオベリスク姿勢をとり，胸部温度が低下するにつれて尾を上
げる角度を徐々に小さくした。このとき，胸部温度は胸部背側から胸部腹側に向かって
低下し，熱は胸部腹側に籠りやすかった。原因は飛翔筋の構造にあると考えられる。  

解剖生理学的観点から「胸部飛翔筋発熱の腹部への伝導・放熱」が論じられているが，
サーモ観察からは疑問が残る。飛翔昆虫は，翅を切除 しても 翅がある かのよう に シバリ
ングや飛翔行動をとる。トンボはオベリスク姿勢も再現する。「胸部 →腹部」の熱移 動・
放熱について，トンボ目以外のサーモ観察と併せて検証する。  
 

 
 
B319 モモスズメ幼虫の齢によるカモフラージュ戦術の変化  

萩原  絢子（東京農工大学大学院  動物行動学研究室）  
 

鱗翅目スズメガ科幼虫では齢により大きく体長が異なるため、齢によって異なるカモ
フ ラ ー ジ ュ を 取 る 可 能 性 が あ る 。 本 研 究 で は 、 そ の う ち モ モ ス ズ メ （ Marumba 
gaschkewitschi i）幼虫を用い、どのように齢に応じたカモフラージュを取っているか調
べた。  

まず、個体ごとに飼育観察し葉上での定位場所を調べることで各齢の背景を調べた。
さらに、 1 齢・中齢・終齢幼虫の色・模様（ 終齢のみ）・太さや形 を定量化し葉と比較し
た。  

飼育観察では、若齢幼虫では葉の側脈にとまる傾向があり、終齢になるにつれて徐々
に葉の主脈にとまる傾向が強くなった。 1 齢幼虫では、捕食者から見た色は葉身よりも
葉脈に近く、太さは主脈よりも側脈に近かった。 中齢以降では、太さも主脈を超え、色
は葉の葉脈よりも葉身に近くなっていた。終齢幼虫の色は斜条とその他に分かれ、斜条
の配置パターンは、葉の葉脈と近かった。終齢幼虫の形は、丸まった葉に近かった。   

よって、モモスズメ幼虫は、体が細い 1 齢幼虫時には葉脈にカモフラージュしていた
が、成長に伴い葉脈に太さが合わなくなると行動や体色や模様が変化し、葉の一部や葉
全体へのカモフラージュへ連続的に変化していると考えられた。  
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B320 Comparative study of the tracheal system and respiratory 
adaptations in insects  
○Davis Steven1 , 2・Herhold Hollister2・DeGrey Samuel3・Grimaldi   
David2（東京科学大学 1・American Museum of Nat.  Hist.2・  
University of Idaho3）  
 

Tracheae ,  the  ep idermal  invaginat ions into  the body  g iv ing  r ise  to  branching 
cut icular  networks o f  tubes ,  are  wel l -known features  o f  var ious terrestr ia l  
arthropods such as  insects .  These  tracheal  networks form the  foundation of  the  
insect  resp iratory  system,  prov id ing  t issues  with  an  interface  for  d irect  gas  
exchange .  Here ,  a  comparat ive  study  of  insect  tracheal  systems using  micro -CT 
scanning  is  presented .  Representat ives  f rom apterygotes ,  Paleoptera ,  and  
Po lyneoptera  were  examined  in  order  to  establ ish  a  uni f ied  tracheal  nomenclature 
and to  assess  morpholog ical  d iversi ty,  patterns in  architecture ,  and  respiratory  
adaptat ions re lated  to  var ious physio log ical  trai ts .  
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C101 過寄生となったナガカメネジレバネの成長をどう評価するか  
○中瀬  悠太 1・菅藤  隼人 2（京都芸術大学 1・北海道大学 2）  
 

ナガカメネジレバネは、 1 個体の宿主に対して複数個体が寄生する「過寄生」を頻繁
に引き起こす昆虫であり、 1 個体の宿主に 2 個体以上が寄生することも珍しくない。し
かし、宿主の体の構造による制約から 1 個体の宿主から成虫にまで成長できるのは多く
て 2 個体にとどまる。そのため、 3 個体以上が寄生した場合、いずれかの個体は成虫に
なれず、幼虫のままとなる。これまでの研究では、ある時点におけるネジレバネの成虫
の割合の比較から過寄生時に成長が早くなることが示されてきた。３個体以上の過寄生
では最終的に成虫になれるのは 2 個体までであり、残りは幼虫のままとなる。このよう
な成虫になれない個体の存在は成長速度の違いの比較に統計処理上の困難をもたらす。
さらに、極端な過寄生は観察頻度も少なく、サンプルサイズが少ないために検出力が低
下する。本発表では成虫になれない個体の影響を考慮した新たな解析方法を紹介する。
これにより、単寄生と過寄生の比較に加え、過寄生個体数の違いによる成長の差異につ
いてより精度の高い検討が可能になる。解析の改善から明らかとなった新しい知見につ
いても報告する。  

C102 コガタスズメバチに寄生するネジレバネの化性  
牧野  俊一（森林総研）  
 

日 本 産 の ス ズ メ バ チ 属 Vespa か ら は 2 種 の ネ ジ レ バ ネ Xenos moutoni お よ び
X.oxyodontes の寄生が知られている。寄主の営巣期の長さなどから、これらネジレバネ
は多化性であろうと推定されているものの、現在まで明確な証拠はない。演者はコガタ
ス ズ メ バ チ に お い て 、 巣 の 採 取 と 誘 引 ト ラ ッ プ に よ っ て 、 そ れ ぞ れ 巣 内 お よ び 巣 外 で
X.oxyodontes に 寄 生 さ れ た 成 虫 を 採 取 し 、 本 種 の 多 化 性 を 強 く 裏 付 け る 観 察 結 果 を 得
た。  

誘引トラップで得られたコガタスズメバチのなかには、当年羽化したワーカーである
にもかかわらず、体内に１齢幼虫を多数蔵するメス X.oxyodontes に寄生されたものが
含まれていた。もし X.oxyodontes が年 1 化であり、年内に繁殖することなく、自らが
寄生したメス寄主を越冬させるとすれば、こうしたことは不可能である。さらにコロニ
ーが終わりに近づく 10 月に採取した巣内にも、 X.oxyodontes に寄生された成虫が含ま
れ て い た 。 寄 主 と X.oxyodontes の 発 育 期 間 を 考 慮 す る と 、 こ う し た 晩 秋 に 見 ら れ る
X.oxyodontes は少なくとも第二世代以降と考えられる。以上から、少なくとも関東にお
いては、コガタスズメバチに寄生する X.oxyodontes は多化であろうと推定される。  

 

 

C103 コガタスズメバチに寄生するネジレバネの繁殖生態  
○田中  愛斗 1・工藤  起来 1 , 2（新潟大・院・自 1・新潟大・教 2）  
 

ネジレバネは寄生昆虫で、雌は体内で卵を孵化させ、一齢幼虫を放出する。コガタス
ズ メ バ チ に 寄 生 す る ネ ジ レ バ ネ に つ い て は 、 先 行 研 究 で は 死 亡 個 体 し か 得 ら れ て お ら
ず、雌成虫による産仔数に関する情報はない。本研究では、雌ネジレバネに寄生された
コガタスズメバチの越冬個体を生存した状態で捕獲し、実験室内で飼育を続けた。雌ネ
ジレバネによる一齢幼虫の放出は、 6 月中旬に始まり、放出数はその直後にはピークと
なった。産仔数はその後減少し続け、 6 月下旬にはほぼゼロとなった。産仔数は個体間
で 変 異 が あ っ た が 、 雌 ネ ジ レ バ ネ 自 身 の 体 サ イ ズ や 放 出 期 間 の 長 さ と は 関 係 が な か っ
た。 6 月に産仔数が多かったことは、宿主であるコガタスズメバチの幼虫の出現と一致
するようだったが、産仔数の個体間変異が見られたことについては、不明であった。ま
た、一齢幼虫を多く放出した雌ネジレバネがいた一方で、残りのおよそ半数は一齢幼虫
を放出しなかった。これらの雌ネジレバネのうちおよそ 8 割の個体は、胚や一齢幼虫を
保有していなかったから、交尾を行っていないことが示唆された。交尾を行わなかった
雌が一定数いたことについても考察する。  
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C104 複数の寄主記憶と無報酬経験が寄生蜂の寄主探索に及ぼす影響  
大野  葵 1・河井  莉唯也 1・西矢  芳昭 1・○向井  歩 1 , 2  

（摂南大・理工 1・大阪公大・院理 2）  
 

寄生蜂は，寄主への産卵時に周辺のにおいなどを学習することで，寄主探索を効率化
する．一方で，誤った記憶や古い記憶は寄主探索を妨げるため，消失する必要がある．
学習後のどのような経験が，寄生蜂の寄主記憶を消失させるのかを調べた例は少ない．
本研究では，記憶消失の要因を明らかにすることを目的とし，ハエ蛹の寄生蜂キョウソ
ヤドリコバチにて行動解析を実施した．まずは，新たな産卵経験が古い記憶を上書きす
るか否かを検証した．異なる 2 つの香料でそれぞれにおいを付けた寄主に産卵したメス
成虫は，産卵後 30 分は，直近に産卵した寄主のにおいによく誘引されたが，産卵後 24
時 間 以 降 は 両 方 の に お い に ほ ぼ 同 等 に 誘 引 さ れ ， 古 い 記 憶 を 消 失 し な い こ と が 分 か っ
た．続いて，寄主記憶に騙される（無報酬）経験を与えて行動を解析した．においを付
けた寄主に産卵後，香料のみを毎日提示されたメスは， 2 日おきに提示されたメスに比
べて香料への誘因が明確に弱まった．無報酬経験は記憶を消失させるようだ．本種では，
複数の寄主記憶を保持しつつ，産卵後の経験によって柔軟に行動を変え，効率的な寄主
探索を行うと考えられた．  

 
C105 クモヒメバチ (Zatypota sp.)の社会性クモ攻略法  

松本  吏樹郎（大阪市立自然史博物館）  
 

多くのクモは通常単独で生活しているが一部は社会性をもつ。中・南米に生息するム
レアシブトヒメグモ Anelosimus ex imius もその一つで、植物の枝葉上にときに数 m に
およぶ巨大なシート網を張り、そこに数百から数千頭の個体が同居する。シートの上方
に密に張られた縦糸に獲物が衝突して落下すると、多数のクモが接近し粘糸を投げかけ
て捕獲する。このクモを寄主として利用するクモヒメバチ (Zatypota  sp . )について、仏領
フレンチギアナにおける観察から以下のことが明らかになった。①ハチはクモの網の補
修、採餌行動が活発化する日没前後にクモの網に飛来し、枠糸や外縁に近い縦糸に定位
する。②ハチは網の補修で端までやってきたクモや、ハチが脚で糸を弾いて生じさせた
振動を感知して近づいてきたクモに飛びかかって麻酔、産卵する。③１つの網に複数の
ヒメバチがとどまり、それぞれ断続的に産卵を行い、網内には比較的多くの寄生された
クモが存在する。他種で見られるような糸を伝って網の中心に向かう行動や、中心付近
での誘引行動は、多数のクモに相対するリスクが高く、網の端での控えめな誘引は社会
性クモに対する有効な攻略法と考えられる。  

 

C106 ヒメシジミの卵寄生蜂の生態学的研究－種構成と季節消長について－  
○石谷  正宇 1・周藤  宙 2・坂巻  祥孝 3  

（島根大学非常勤講師 1・東京農業大学 2・鹿児島大学 3）  
 

ヒメシジミの卵寄生蜂を調査し、2023 年には 140 個体、2024 年には 178 個体が採集
された。また、2023 年度標本について得られた７個体の雄標本は交尾器形態よりすべて
キイロタマゴバチと判断された。一方、 5 個体の雌について核 DNA リボソーム RNA 遺
伝子の ITS 領域の配列決定の結果、１個体のみ T.  dendro l in i で、残る 4 個体は T.  ch i lonis
であった。  
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C107 遠縁なアリ随伴性シジミチョウ種に寄生する極めて近縁なコマユバチ
科の未記載種と日本未記録種  
○中林  ゆい 1・前藤  薫 1・藤江  隼平 2・大島  一正 3 , 4 , 5  

（神戸大院・農 1・大阪自然史博物館 2・京都府大・院生命環境 3・京都  
府大・新自然史セ 4・京都府立植物園 5）  

 
鱗翅目シジミチョウ科では，約 75%の種で幼虫期にアリに蜜を与え，寄生蜂等の天敵

を排除させる防衛共生が見られるが，アリ随伴性シジミチョウを利用する寄生蜂の多様
性や生態に関しては不明な点が多い． 4 亜科 6 種の日本産シジミチョウ幼虫を採集した
ところ，異なる亜科に属するウラギンシジミとムラサキシジミのそれぞれから形態の類
似したコマユバチ科寄生蜂が得られた．形態観察および分子系統解析の結果，ウラギン
シジミとムラサキシジミから得られた寄生蜂種は互いに極めて近縁であり，それぞれヨ
ーロッパと朝鮮半島から記録のある Cotesia  inducta および同属の未記載種と判断され
た．生態観察と標本・文献調査の結果， 2 種はともに単寄生性で，アリ随伴性のシジミ
チョウ幼虫を主に利用していることがわかった．また， C.  inducta は主として花・蕾食
のシジミチョウ類に広く寄生する（国内ではスギタニルリシジミにも寄生）のに対して，
未記載種はブナ科葉食のムラサキシジミのみを利用することも明らかになった．以上よ
り，これら 2 近縁寄生蜂種はともにアリ随伴性のシジミチョウ科幼虫を利用しながらも，
異なる生活様式をもつ寄主にそれぞれ適応してきたと考えられる．  

 
 
C201 ハネナシコオロギにおける交尾行動と聴覚器官の有無  

谷山  克也（国士舘大学）  
 

ハネナシコオロギは、コオロギ科ハネナシコオロギ属に属する昆虫である。本種の形
態的な特徴として、成虫の雌雄ともに翅をもたないことがある。直翅目類の求愛行動に
は、前翅を擦り合わせて同種他個体間で音響交信する種や、口ひげや腹部を叩きつけ、
物理的な振動を介する種が存在する。本講演では、①ハネナシコオロギの交尾行動と②
本種の聴覚器官の有無について調査を行った。  

まず、未交尾成虫の雌雄、雄同士、雌同士、各 1 頭ずつを対面させ、交尾行動を観察
した。その結果、別個体が雄の背側の腹部後半を舐める行動が観察された。一方で、雌
が舐め終わる前に精包を渡すことができなかった雄は、離れた雌の前で身体を前後に振
るわせる行動が観察された。次に本種におけるコオロギ類がもつ聴覚器官の有無を調査
した。音を用いるコオロギ類は、足脛節にある鼓膜器官、胸部の前脚と中脚の間に存在
する聴覚気門 (acoust ic  sp irac le)、尾葉の 3 つの聴覚器官をもつ。ハネナシコオロギの
各器官の有無を確認したところ、尾葉は確認されたが、鼓膜器官および聴覚気門は確認
されなかった。このことから、ハネナシコオロギは、音を用いた種内交信は行わないと
考えられた。  

 

C202 シバスズ  2 化個体群における雌性先熟・雄性先熟の光周期コントロー
ル  
田中  一裕（宮城学院女子大学一般教育）  
 

昆虫では、羽化タイミング（あるいは幼虫期間）の性差がひろくみられる。雄が雌よ
りも数日以上早く羽化することを雄性先熟、雌が雄よりも数日以上早く羽化することを
雌性先熟という。コオロギの一種、シバスズの 1 化個体群（仙台個体群）は雌性先熟で
あり、その発現は光周期によって制御される。幼虫が短日下で育つと雌性先熟になり、
長日下で育つと雌雄同時羽化となる。このことから、自然条件下では早く孵化した個体
は雌雄同時羽化、遅く孵化した個体は雌性先熟になると予想される。雌性先熟の光周期
制御の意義は、世代ごとに異なる日長に曝される 2 化個体群でより顕著になるに違いな
い。そこで、 2 化個体群（佐賀個体群）について、あらためて羽化タイミング（あるい
は幼虫期間）の性差に関する光周反応の解析を行った。その結果、幼虫を長日下で飼育
すると雄性先熟が、中間日長下では雌雄同時羽化が、短日下では雌性先熟が誘導された。
シバスズは雌性先熟でもあり、雄性先熟でもあった。そのどちらになるかは光周期によ
って決まっていた。これらの結果から、佐賀個体群の第一世代は雄性先熟、第二世代は
まず雌雄同時羽化、のちに雌性先熟となることが示唆された。  
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C203 クワガタムシ科における Wolbachia の感染例とその系統  
張  勝男 3 , 2・張  太雄 4・朴  容煥 5 , 4・○久保田  耕平 1 , 2  

（平成国際大学 1・東京大学 2・安徽農業大学 3・江原大学校 4・国立山  
林科学院 5）  
 

演者らは、韓国各地の 14 地点からチョウセンルリクワガタ Platycerus hongwonpyoi
を採集して遺伝的分化の解析を行ったが、この中に雌のみ 25 頭が採集された 1 地点が
あった。他の 13 地点では性比は 1:1 からの有意な偏りは認められなかった。著者らは
この現象の原因として、Wolbachia  p ip ient is の感染が関係している可能性を考え、これ
を検証するために、COI 遺伝子領域の PCR 増幅を確認済のサンプル 13 地点 128 個体分
について、 Wolbachia  の感染を PCR 増幅により確認した。その結果、雌のみが確認さ
れた地点では 15 個体中 14 個体（ 93％）が感染していたのに対し、他の 13 地点では、
1 個体のみの感染が 2 地点で確認されただけであった。感染が確認された 16 個体はす
べて雌であった。感染していた Wolbachia は Wsp 遺伝子 606bp に変異が認められず、
Supergroup A に属するものと考えられた。このことから、 Wolbachia  の感染が、雄殺
し 等 の 何 ら か の メ カ ニ ズ ム を 通 し て 性 比 の 偏 り を も た ら し て い る こ と が 強 く 示 唆 さ れ
た。なお、Wolbachia  がクワガタムシ科の種に感染していることが確認された例は、著
者らが知る限り他に確認できなかった。  

 
 
C204 菌えいおよび菌食性がツツジ類の害虫ベニモンアオリンガ（チョウ目：

コブガ科）の幼虫の成長に与える影響  
角平  龍紀（東京農大・昆虫）  
 

鱗翅目の 99%以上の種の幼虫は植物を餌資源とする植食者だが，わずかながら菌食者
や 腐 食 者 ， 肉 食 者 も 存 在 す る  (那 須 ,  2011)． こ の う ち ， ベ ニ モ ン ア オ リ ン ガ Earias  
rose i fera  Butler,  1881 (コブガ科 )  の幼虫は，ツツジ類の新芽を加害する植食者である
とともに，ツツジ類もち病の菌えいと子実層を摂食する菌えいおよび菌食者であること
が知られている  (綿引・吉松 ,  2017)．なぜ本種の幼虫はこのような特異的な食性を獲得
したのだろうか．  

その解明への足がかりとして，菌えいおよび菌食性が本種の幼虫の成長に与える影響
を検証するた め，母 蛾より採卵し て得た 幼虫を 1)  ツツジ類の 新芽のみを与 えたグ ルー
プと 2)  菌えいと子実 層のみを与え たグル ープに分け飼 育し， 両グループの 蛹に至 るま
での発育期間，蛹の体長・体重を t 検定によって比較した．  

その結果，両グループは同様の発育期間で幼虫期を終えたが，2)  菌えいと子実層のみ
を与えたグループの方が蛹の体長・体重の値が有意に大きくなることが分かった。  

 

 

C205 アズキノメイガのオス中脚脛節及び腹部の毛束形質の変異と遺伝子  
○田端  純 1 , 2・田中  絵里 1  

（農業・食品産業技術総合研究機構 1・筑波大学 2）  
 

日本産のアズキノメイガ Ostr in ia  scapulal is  (Walker)のオス成虫は，中脚脛節と腹
部に特徴 的な毛 束を 持つ．本 種を含 む Ostr in ia 属の数種は， 形態が類 似した 同胞 種群

（アワノメイガ種群）を形成するが，この毛束は種を識別する重要な形質として認識され
ている．一方，Ohno（ 2000）は，野外で採集した 1 頭のメス成虫から，毛束を持つオス
と持たないオスの両方の子が産出されたことを報告し，種内変異または他種との交雑の
可能性を示した．ただし，Ohno（ 2000）や講演者の 2001 年の採集記録によると，この
よ う な 異 な る 形 質 の 子 を 産 む 個 体 が 採 集 さ れ る こ と は 稀 で あ っ た ． と こ ろ が ， 2023～
2024 年に採集したアズキノメイガのメス成虫 34 頭のうち，10 頭は毛束形質の異なるオ
スの子を両方産出した．毛束形質に関する表現型や遺伝子頻度が変化しつつあることが
示唆されたため，本研究ではこの形質に注目し，野外採集個体の頻度を調査した．また，
毛束の発達は常染色体上の単一遺伝子によって制御されることが知られているが，本研
究 で は 全 ゲ ノ ム シ ー ケ ン ス の 比 較 を 通 し て ， こ の 遺 伝 子 座 の お お よ そ の 位 置 を 特 定 し
た．  
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C206 ミツバチ科のオスの精子数および精子長の比較解析  
○安西  七海・林  晋也（福岡大学大学院・行動生物学研究室）  
 

有 性 生 殖 の 動 物 に お い て 、 オ ス が 生 産 す る 精 子 は 適 応 度 に 影 響 す る 重 要 な 形 質 で あ
る。ミツバチをはじめとする真社会性のハチ目昆虫のオスは、多くの精子を生産するこ
とが報告されている。しかしながら、真社会性種のオスの生産する精子の数を含めた特
徴の分類群内で相対的な位置づけは、単独性をはじめとした社会性の程度が異なる種の
知見が不足していることから明確ではない。。本研究では、高 度な真社会性であるセイヨ
ウミツバチを含むミツバチ科に属する数種のオスの精子数ならびに精子長を測定し、そ
れらについて系統関係を考慮した比較解析を行った。これらの結果に基づいて、種間の
オスの生産する精子の特性を比較評価するとともに、真社会性のオスの精子の特性が他
種と比較してどの様であるかについて議論する。  

 
C207 好蟻性ハエヤドリクロバチのアリとの相互作用と交尾行動の観察（ハ

チ目：ハエヤドリクロバチ科）  
○河合  諒人 1・Yoon Seonwoo2・Notton David3  

（九大院・生資環・昆虫 1・Ulsan ATC2・Dept. of Nat.  Sci . ,  NMCC3） 
 

Tetramopria 属は，シワアリ属アリ類の巣でみられるハエヤドリクロバチ科の一属で
ある．直接的な寄生対象はハエ類とされる．旧北区東部からは 2 種（ T.  tort i l i s と T.  
turbinata）が記載されていたが，関わりをもつアリやアリとの相互作用は知られていな
かった．演者らは標本調査と野外調査によって，日本から T.  turbinata を，韓国から T.  
tort i l i s を初めて確認した．また，T.  turbinata のメスを初めて見出した．2 種はメス触
角の棍棒状部の節数，オス触角鞭節第一節の長さ，小盾板，オス中脚形態で区別できる．
生活史については， 2 種ともにトビイロシワアリ  Tetramorium tsushimae と関わるこ
とが明らかになった．ハチとアリ  との相互作用として，栄養交換や体表の舐め合い，ア
リによるハチの翅噛み切り行動や運搬行動を確認した．交尾行動を観察したところ，マ
ウント時の雄の脚の使い方や触角の向きは，種間あるいは近縁属である Trichopr ia 属と
異なっていた．特に T.  tort i l i s のマウント姿勢は，種の識別点である発達した中脚転節
とねじれた中脚脛節が関連していると考えられた．  

 

 

C208 ギンケハラボソコマユバチの無性系統はどのように有性系統から遺伝
子を受け取るのか ?  
前藤  薫（神戸大）  
 

ギンケハラボソコマユバチ Meteorus pulchr icornis は、チョウ目幼虫に広く寄生する
飼い殺し寄生蜂である。日本列島には有性系統のほかに、減数分裂を行わない無性系統
が分布し、両者が同所的に生息する地域では有性系統から無性系統への核遺伝子の流動
が示唆されている（ Wachi  e t  a l .  2021 Mol .  Eco l .）。しかし、それがどの様に起きている
のか詳細は不明である。無性系統の大部分が同一系統のミトコンドリアを持っているこ
とから、無性化（減数分裂の停止）には何らかの母系因子が関わっている可能性がある

（ただし、共生細菌は関与していないことが分かっている）。もしも無性系統の母親が減
数分裂を一時的に再開して有性系統の雄と交尾し、それが産んだハイブリッド娘が無性
生殖に復帰すれば、有性系統から無性系統に核遺伝子が移行することが考えられる。演
者は、香川県にある両系統の混生地において、一時的に有性生殖を行う無性系統（産雌
雄性の単為生殖系統）の探索を行っているのでその進捗状況を報告する。  
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C209 「クジムカシホソハネコバチ」と名付けた Palaeomymar japonicun の
発見以来、久慈の琥珀の中の昆虫化石が研究対象に成ってきた  
○城田  安幸 1・西川  幸宏 2（医果同源りんご機能研所 1・京都工繊大 2） 
 

Vi lhe lmsen と Krogmann（ 2006）は、ミマロマトイド上科を「おそらく最も謎めいた
ハチ類」と評しました。この上科に属する種の生活史についてはほとんど分かっていま
せん。採集記録はすべてトラップ、落ち葉のふるい分け、掃き網、琥珀の化石によるも
の で あ り 、 1 種 は 菌 類 か ら 発 見 さ れ ま し た （ Gibson et  a l .  2007;  Huber  e t  a l .  2008;  
Hatten  e t  a l .  2010;  Mohanraj  and Kamalanathan 2015;  Machado Benassi  e t  a l .  2014;  
Ayyamperumal  and Manickavasagam 2017 ）。 一 方 、 2022 年 に 出 た 論 文  “A new 
Mymaromma sp .  (Mymarommato idea,  Mymarommatidae)  in  Hawaiand f i rst  host  
record  for  the  superfamily”   は、体長約 0 .5mm の卵寄生峰の「生活史」です。著者の
David  N.  Honsberger,  John T.  Huber,  Mark G.  Wright さんらが書かれた論文で、２番
目のカナダの John T.  Huber 以外は、ハワイ大学の研究者です。これらの研究と対比し
ながら、 8000 万年間 姿形をほ とん ど変え ていない  Palaeomymar japonicun の形態 と
進化について述べます。  
 

 
C301 石川県白山の衝突板トラップ（ FIT）で採集された甲虫類  
―アリヅカムシ類とコガネムシ類、コメツキダマシ類、ゾウムシ類の比較－  

○中田  勝之 1・野村  周平 2  

（石川県白山自然保護センター 1・国立科学博物館 2）  
 

石川県白山では、筆者らにより 2000 年頃から地上式 FIT でアリヅカムシ類を調査中
であり、土壌中から未採集の種を複数確認している。しかしその他の分類群については、
ほとんど調査が行われていない。  

今回、 2024 年 5～ 9 月に白山の標高 1180ｍ地点林内に衝突板面積 600 ㎜ ×350 ㎜の地
上式 FIT を 6 基設置した結果、アリヅカムシ類は 33 種 307 個体、コガネムシ類は 13 種
53 個体、コメツキダマシ類は 16 種 66 個体、ゾウムシ類は 16 種 25 個体が確認された。 

これらの種数の季節消長として、アリヅカムシ類は 6 月上中旬がピークで、その後は
緩やかな減少傾向を示した。コメツキダマシ類は 7 月上旬と 8 月中旬にピークが発生
し、コガネムシ類やゾウムシ類でも時期が異なるものの、 2 回のピークを確認し、アリ
ヅカムシ類とは異なった。  

これまで国後島と佐賀県でのみ確認のイレックスコナガアリヅカムシ、ロシア沿海州
と長崎県、佐賀県でのみ確認のプミリオコナガアリヅカムシが本調査で見つかり、国後
島 や ロ シ ア 沿 海 州 か ら 本 州 を 経 て 九 州 本 土 に わ た る 極 め て 広 い 分 布 範 囲 を 持 つ こ と が
確認され，それぞれの地域での複数種の多重的な分布様式が明らかになった。  

 

 

C302 奄美大島でのネパールモンシデムシの捕獲状況  
上田  明良（森林総合研究所北海道支所）  
 

沖 縄 島 で は 、 繁 殖 資 源 で あ る 小 型 脊 椎 動 物 の 死 骸 を め ぐ る フ イ リ マ ン グ ー ス (Urva 
auropunctata)と の 競 争 敗 れ た ネ パ ー ル モ ン シ デ ム シ (Nicrophorus nepalensis )の 地 域
絶滅（競争排除）が生じてきたと考えられている。これは、マングース根絶事業が展開
されるマングース移動防止柵以北では、モンシデムシが多数捕獲されるのに対し、以南
では柵から離れるほど捕獲数がゼロになることと、以北では多くの死骸がモンシデムシ
に埋められるのに対し、以南ではマングースに採食されるという観察に基づく。両者は、
奄美大島にも分布しているが、モンシデムシへの影響は明らかではなかった。そこで、
2018 年 12 月から翌年 12 月まで、島内 12 箇所にサバ肉をベイトとした吊り下げ式トラ
ップを 2 基ずつ 100m 以上離して設置し、約 2 月毎に捕獲虫の回収とベイトの交換を行
い、モンシデムシを捕獲した。その結果、全ての調査地でモンシデムシが捕獲され、マ
ングースの影響はみられなかった。奄美大島では、2018 年 4 月を最後にマングースの捕
獲はなく、2024 年 9 月に根絶が宣言された。このことから、モンシデムシはマングース
との競争から開放されると、急速に分布と密度を回復すると考えられた。  
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C303 北海道におけるガムシ上科 4 科の甲虫相  
下中  淳ノ介（北大昆虫体系）  
 

ガムシ上科 (鞘翅目 )は 6 科  約 3,300 種から構成される分類群で，北海道地方 (北方領
土を除く )からは，こ れまでに 4 科 52 種が記録されている．近年，Ryndevich e t  a l  (2021)  
によって北方領土の水生甲虫のファウナが詳細に調査され，北方領土の中でも最も面積
の広い国後島ではガムシ上科が 3 科 41 種記録されている．ガムシ科陸生種に限れば，
北海道本土の既知記録よりも国後島で記録種数が多い結果となっている．しかし面積か
ら考えて，北海道本土の種数が国後島よりも少ないとは考えづらく，本土を含む北海道
地方における陸生ガムシ相の調査不足は明らかである．また，ガムシ科陸生種に限らず，
ガムシ上科の北海道全域における詳細な分布調査はこれまで行われておらず，既存の分
布記録や種目録に不確かな部分もあった．そこで本研究ではガムシ上科 4 科の分布記録
を文献および標本に基づいて再検討し，北方領土とそれを除く北海道の種構成の比較を
試みた．  

発表では新記録種や分類学的問題のある種，国後島と北海道の種構成の比較，振興局
ごとの比較，今後取り組むべき課題について議論する．  

 
C304 生成 AI を活用した生物多様性情報データクリーニングの試み  

○柿添  翔太郎・太田  藍乃・神保  宇嗣（国立科学博物館）  
 

オカレンス情報は、標本・観察・環境 DNA 等に基づき、どの生物が、いつ、どこにい
たかを示す生物多様性情報である。地球規模生物多様性情報機構（ GBIF）等で国際的に
共有・公開されており 、その件数は 30 億件を超える。この情報を用いることで、標本の
網羅的探索に留まらず、生息環境の時系列変化や外来生物に対するリスク評価など、生
物多様性保全に重要な知見をもたらす。大量のオカレンス情報を研究に利用するには、
データ中の表記のゆらぎや誤りを修正する「データクリーニング（ DC）」が必要となる。
DC には Exce l や OpenRef ine 等のソフトウェアや、プログラムによる自動処理が用い
られるが、近年発達した生成 AI を用いることで、自然言語のみで効率的に DC を実施
できると考えた。よって本研究では、サイエンスミュージアムネット（ S-Net）に掲載さ
れているコガネムシ上科標本のデータを対象に、生成 AI を用いて DC を試みた。本発
表では、具体的なプロンプト（ AI に指示を与えるテキスト）の紹介や、従来方法での DC
との間での作業量や効果の比較を通じて、生物多様性情報の DC における生成 AI 活用
の可能性について共有したい。  

 

C305 昆虫類レッドリスト情報を活用した生物多様性の指標化の試み  
○中西  康介 1・山野  博哉 1 , 2（国立環境研究所 1・東京大学大学院 2）  
 

現在、昆虫類を含むレッドリストは、環境省のほか、全都道府県で作成・公表されて
おり、各地方での現地調査に基づく多種の分布や個体数情報を含んでいる。しかし、こ
れらのデータを統合的に分析した研究例はほとんどない。そこで本研究では、都道府県
版レッドリストにおける昆虫類のカテゴリ別掲載種数を用いて、各地の絶滅リスクを俯
瞰するとともに生物多様性評価のための指標化を試みた。各都道府県のレッドリストカ
テゴリを環境省版に準拠して統一し、掲載種数を集計し、絶滅危惧種の割合と、レッド
リストインデックス（ RLI）を改変した指標値を算出した。その結果、都市部周辺で絶滅
リスクが高いなどの地域差が明らかとなった。また、人口密度および土地利用を説明変
数とした重回帰分析により、人口密度、建物面積、荒地面積との間に負の関連が認めら
れた。本指標は国内の生物多様性を包括的に評価する上で有用であり、今後は社会経済
的要因（間接要因）を取り入れた将来予測研究にも応用が期待される。  
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C306 自然環境保全基礎調査昆虫類分布調査の実施  
○平松  新一 1・尾﨑  由布子 1・川元  集太 1・岸本  年郎 2・石塚  新 3・  
金子  直樹 3（環境省生物多様性センター 1・ふじのくに地球環境史ミ  
ュージアム 2・自然環境研究センター 3）  
 

自然環境保全基礎調査は、環境省が実施する、全国的な自然環境の概況把握を目的と
した調査である。1973 年に開始され、このうち昆虫類調査は、1978 年、1984 年、1990
～ 1991 年、1997～ 1998 年の計 4 回行われた。1978 年の調査では、日本昆虫学会の協力
の下、指標昆虫類 10 種と、都道府県ごとに選定された特定昆虫類 1,759 種について調
査が行われた。1984 年以降の 3 回の調査では、全国の研究者からメッシュコード単位で
提供された分布情報が取りまとめられた。  

現在、2023 年から 2026 年までの予定で、約四半世紀ぶりとなる昆虫類分布調査を実
施中である。今回の調査では、保全や外来種対策等の環境施策課題や社会ニーズを踏ま
えて、調査対象 86 種を選定した。調査手法は、従来から行ってきた専門家へのアンケー
トに加え、文献や標本等既存情報の収集及び生物情報収集提供システム「いきものログ」
を用いた市民調査である。これらの調査結果をもとに、対象種の分布図を作成するほか、
過去の結果との比較等を行い、昆虫類の現状や課題等を明らかにする。ここでは、調査
の進捗状況や手法の特徴について紹介する。  
 
 
C307 小笠原固有種オガサワラセセリの自然史と保全  

○矢後  勝也 1・庄子  恭平 2・蓑原  茂 1・金子  棟哉 3・和田  慎一郎 3  

（東京大 1・小笠原環境計画研究所 2・環境省 3）  
 

世界自然遺産登録もされている小笠原諸島は、独自の進化を成し遂げた多くの固有生
物が生息する極めて重要な地域である。チョウ類では、種の保存法で国内希少野生動植
物種に指定されているオガサワラセセリとオガサワラシジミの固有種 2 種が生息する。
ところが、グリーンアノール等の外来生物の拡大により激減し、特にオガサワラシジミ
は絶滅の可能性が高い。一方、オガサワラセセリは父島と母島列島から記録があるが、
父島では絶滅して久しく、母島でも最近では個体数が極めて少ない。現在、環境省主導
で本種の保全を見据えたグリーンアノール防除とモニタリング調査を実施しているが、
オ ガ サ ワ ラ シ ジ ミ 保 全 で の 反 省 を 踏 ま え 、 あ る 程 度 個 体 数 が 確 保 で き る 今 か ら 生 息 域
内・生息域外保全に取り組む必要があるものと考えて、地元住民の協力も得ながら母島
内で飼育下繁殖も試みている。そこで本講演では、オガサラセセリの発見史や分布、系
統地理、生態、さらには減少要因を紹介するとともに、公的機関や民間団体、研究者等
が進める保全活動を紹介する。併せて現在構想している「保全－観光業－地域住民」の
3 者での共存共栄による持続可能な保全体制についても触れる。  
 
C308 聟島列島のカメムシ亜目の種多様性  

○嶋本  習介 1 , 2・伴  光哲 3・岸本  年郎 4・相馬  純 5  

（相模原市立博物館 1・東京農業大学 2・帯広畜産大学 3・ふじのくに地  
球環境史ミュージアム 4・弘前大学白神自然環境研究センター 5）  

 
聟島列島は小笠原諸島の最も北に位置する島嶼群である。海洋島である小笠原諸島で

は固有種を多く含む特異な昆虫相が成立しており、聟島列島についても、グンバイムシ
科で列島固有種が知られるなど（ Souma,  2022）、興味深い昆虫相が知られている。しか
し、人間が持ち込んだノヤギによる在来植生の極度の破壊と、ノヤギ根絶後の外来植物
の管理が問題となっており、植生回復事業が進められる中、昆虫を含む生物相の解明と
モニタリングは重要な課題である。しかし、聟島列島におけるカメムシ亜目の種多様性
の解明度は低く、小笠原諸島から記録されている 87 種のうち、聟島から 10 種、媒島か
ら 3 種、嫁島から 1 種が記録されているのみであった（嶋本・石川， 2023）。  

そこで演者らは、聟島列島のカメムシ亜目について既存の標本と文献にもとづくイン
ベントリー調査を行った。その結果、34 種の分布が明らかとなり、そのうち約 7 割は聟
島列島における記録が無かった。本発表では聟島列島のカメムシ亜目の種多様性につい
て、小笠原諸島内の他の列島との種構成の比較といった観点から考察するとともに、カ
メムシ亜目相から見た聟島列島の重要性や今後の展望についても議論する。  
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一般講演（英語口頭発表） 



B210 The effects of yeast species on the larval  growth and maintenance
of symbiosis in a longicorn beetle  
○芳賀  航・土岐  和多瑠（名古屋大学大学院生命農学研究科）

Flower  longicorn  beet les  (Cerambycidae)  (FLBs)  have  mutual ist ic  assoc iat ions 
with xy lose -assimi la t ing yeasts .  Larvae  possess  yeast  symbionts  in  a  spec ia l ized 
organ (mycetome)  and d igest  wood  with  the  symbionts .  Some FLBs  harbor  spec if i c  
yeast  spec ies  but  i t  i s  unc lear  why those  FLBs  exhibit  such  symbiont  spec i f i c i ty.  To  
examine  the  hypotheses  (1 )  larvae  with  the  yeast  symbiont  grow greater  than those 
with  no  or  non-symbiot ic  yeast ,  (2 )  larvae  load  the  yeast  symbiont  only  into  the  
mycetome,  we  reared  the  larvae  o f  Japanese  common FLB,  Leptura ochraceofasc iata ,  
which  is  assoc iated with  the  yeast  Schef fersomyces  insectosa  only,  with  S.  insectosa ,  
three  o ther  yeast  spec ies  der ived  f rom other  FLBs,  and  no  yeast .  Body  mass o f  the 
larvae  with  S.  insectosa  showed the  greatest  among treatments  dur ing the ear ly  
larval  stage .  Yeasts  were  re iso lated  f rom mycetome of  larvae  reared  with  yeasts .  
There fore ,  the  symbiont  spec i f i c i ty  may be  in f luenced  by  the  e f fect  o f  yeast  spec ies  
on  larval  growth.  

B211 Genetic Structure of Sea Skaters in Japan: With a Focus on Habitat 
Suitabil ity and Oceanic Dispersal  
○朝鍋  遥 1・村上  翔大 1・坂本  充 2・矢後  勝也 3・井川  輝美 4・土畑

重人 1（東京大学大学院総合文化研究科 1・ミヤジマトンボ協議会 2・

東京大学総合研究博物館 3・盛岡大学 4）

Coastal  sea  skaters  (Hemiptera :  Gerr idae )  are  marine  insects  inhabit ing  brackish  
waters  such  as  mangroves ,  with  three  spec ies  found in  Japan.  These  f l ight less  
spec ies  are  considered  to  exhibit  d is tr ibut ion  patterns shaped  by  ocean currents  and 
coastal  geography.  In  th is  study,  we focused  on  Halobates  japonicus and H.  
matsumurai ,  constructed  habitat -suitab i l i ty  maps and est imated  the  degree  o f  
genet ic  connect iv i ty  among habitats .  Habi tat  su itabi l i ty  was  assessed  using  MaxEnt  
model ing .  Among the  environmental  var iables ,  mean annual  temperature 
contr ibuted  the  most  to  the  d istr ibut ion  of  H.  japonicus,  and  coast l ine  complex ity  to  
that  o f  H.  matsumurai .  We est imated  populat ion  genet ic  structure  o f  each  spec ies  
co l lected  f rom 24  s i tes  using  MIG-seq.  The  STRUCTURE analysis  showed that  the ir  
genet ic  structures  ref lected  geography,  suggest ing  reg ional  d i f ferent iat ion .  An 
est imated  unid irect ional  gene  f low from the  Ryukyu is lands to  Nagasaki  in  H.  
japonicus suggests  d i spersal  v ia  ocean currents .

B212 A Comprehensive Study from Genomics to Conservation of Japan 
National Butterfly  
○沈  宗諭 1・黃  仁磐 4・岡村  悠 5・徐  堉峰 2・吳  立偉 3・矢後  勝也 1

（東大・総研博 1・台湾師範大 2・台湾東海大 3・中央研究院 4・都立大 5） 

Sasakia  charonda (Hewitson) ,  the  nat ional  butter f ly  of  Japan,  is  renowned not  
only  for  i ts  cu ltural  s igni f i cance  but  a lso  as  a  f lagship  spec ies  representing  the  
Satoyama landscape .  However,  the evo lut ionary  re lat ionships  within and among i ts  
subspec ies  (populat ions)  have  not  yet  been fu l ly  explored  using  genomic  too ls .  To  
address  th is  knowledge  gap  and de f ine  appropr iate  conservat ion  units  (CUs) ,  we 
constructed  the  wor ld ’s  f i rst  re ference genome of  S .  charonda and conducted the most  
comprehensive populat ion genomic analysis  to  date ,  based  on  extensive g lobal  
sampl ing .  Leveraging th is  genome,  we  further  invest igated the genet ic  background 
and demographic  h is tory  of  each  CU.  These  genomic  insights  enable  us  to  identi fy  
populat ions fac ing  cr i t i ca l  threats  and prov ide  a  sc ient i f i c  basis  for  the  strateg ic  
a l locat ion  o f  l imited  conservat ion  resources .  Therefore ,  th is  work wi l l  contr ibute  
s ignif i cantly  to  e f fect ive  conservat ion  e f forts  for  th is  cu ltural ly  and eco log ical ly  
important  spec ies . 
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PP01 日本産トガリナナフシ属における有用な同定形質の探索
山口  陽希（東京農業大学・昆虫学研究室）

トガリナナフシ属 Entor ia は日本では南西諸島を中心に，学名未定種を含めて８種が
知られている．多くの種で性的二型が顕著なうえ種内の色彩変異が多様である一方，種
間の形態が酷似しているため，外部形態を用いた同定が困難とされている．しかしなが
ら，交尾器の解剖には手間がかかることや，メスには適用できないことから，オス交尾
器以外で同定形質となる外部形態の解明が望まれている．

本研究では，オキナワトガリナナフシ E.  nuda Brunner  von  Wattenwyl ,  1907（沖縄
本島南部産）とヤエヤマトガリナナフシ E.  ish igakiensis  Shiraki ,  1935（石垣島・西表
島・波照間島産）について外部形態の比較を行った．その結果，メス頭部の棘の有無や
腹端節の比が種の同定に有用であることが認められた．  

PP02 台湾産 Alexeter 属（ハチ目：ヒメバチ科）の分類学的再検討
○陳  玄樸 1・黃  嘉龍 2・蕭  旭峰 1

（National Taiwan University1・Minjiang University2）

Taiwan is  a  cont inental  is land  in  subtropical  East  Asia ,  features  by  i t s  
mountainous terrain  and wide  e levat ional  range ,  forming  d iverse  habitats  with  both  
trop ical  and temperate  faunas.  Whi le  examining spec imens f rom past  mountain  
expedit ions,  the  Darwin  wasp  genus Alexeter  Förster,  mainly  Holarct ic  d istr ibuted  
and be ing  endoparas ito id  o f  sawf l ies ,  was recorded  f rom Taiwan for  the  f i rst  t ime .  
Within  the  38  known spec ies ,  only  s ix  occur  in  Oriental  mountains .  Morpholog ical  
comparisons and type  spec imen examination  revealed  seven Taiwanese  spec ies ,  
inc luding  s ix  new ones.  DNA-based spec ies  de l imitat ion  and COI  phylogeny  
supported  four of  the  new spec ies  and revealed the  non-monophyly  of  Alexeter .  
However,  COI  sequences  fa i led  to  de l imit  some morphospec ies  under the  3% 
divergence  thresho ld ,  with  possib le  endosymbiont  inter ference .  This  study  
h ighl ights  the  underest imated  montane  ichneumonid  d iversi ty  in  Taiwan and 
chal lenges  in  DNA barcoding  in  th is  group.

PP03 Cochlischnogaster spatulata(膜翅目 :  スズメバチ科 :  ハラホソバチ亜
科 )の巣の詳細な観察
○根田  直子 1・諸岡  歩希 2

（茨城大学理工学研究科 1・茨城大学基礎自然科学野 2）

ハラホソバチ亜科は、スズメバチ科の中で最も初期に分岐したグループであり、単独
性から真社会性まで多様な生活様式を示す。社会性カリバチ類にとって巣は仔の育児場
所であるとともに、分業をともなう社会行動の場でもあることから、巣の複雑さは社会
性の複雑さと関連するとされている。一方、ハラホソバチ亜科では、巣材に植物と泥の
両方を用い、育室のみの単純な構造から、外被をもつ複雑な構造まで多様な巣形態を示
し、様々なカモフラージュ構造もみられる。しかし、これらの特徴は系統関係を反映し
ていないことが示唆されている。よってハラホソバチの巣の多様化は社会性の発達に伴
う複雑化ではなく、熱帯での捕食圧への適応の結果であると考えられる。

ハ ラ ホ ソ バ チ に お け る 社 会 性 の 発 達 と 巣 構 造 の 多 様 化 過 程 に つ い て 明 ら か に す る た
めには、巣構造などの基礎的な情報が不可欠である。そこで、本研究では、これまで生
態が明らかとなっていない Cochl ischnogaster 属について焦点を当て、主にベトナムに
分布する C.  spatulata を用いて巣構造や巣材について詳細な観察を行った。
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PP04 ギンネムの鞘で生活する Leptophloeus 属同定保留種の一種の分類と
生態  
○金子  玲菜 1・吉田  貴大 2  

（東京都立大学 /動物系統分類学研究室 1・愛媛大学ミュージアム 2）  
 

Leptophloeus 属はチビヒラタムシ科に含まれる甲虫である。本属の外部形態に関する
主な特徴として、やや円筒形で細い体型や比較的短い触角、狭く、前方に向かって V 字
状に突出する腹部第一基節間突起などが挙げられる。また、チビヒラタムシ科は主に広
葉樹の樹皮上や樹皮下で見られるが、本属の一部の種はキクイムシの坑道の内部で確認
されている。本属は世界で 38 種知られており、日本からは、平野  (2009)によると、3 種
の同定保留種を含む 7 種が知られている。同定保留種のうちの 1 種、イリオモテホソチ
ビヒラタムシ  Leptophloeus sp .  3 は、沖縄本島  (名護市 )と西表島で発見されている。
本種は平野  (2009)において、形態の解説と標本写真が示されているものの、交尾器形態
は示されていない。  

演者らは、本種がギンネムの枯れた鞘の内部で生活していることを発見した。また、
雌雄交尾器を含む形態を調べたところ、本種は Leptophloeus peregr inus に類似した近
縁種であると考えられた。本発表では、本種の分類学的検討結果に加えて、生息環境の
嗜好性や行動などの生態的特徴について紹介する。  

 

PP05 ヒラタクワガタ亜属群における終齢期間、体サイズ、及び外部形態の
比較  
○黒田  由佑 1・村上  一真 2・森  直樹 2・後藤  寛貴 1  

（静岡大・後藤研 1・大阪公立大・創発ソフトウェア研究室 2）  
 

近年、外来種と在来種の交雑による遺伝的攪乱が様々な種で問題となっている。多く
の場合、交雑個体の鑑別は専門家であっても難しく、交雑個体を駆除する際の障壁の１
つとなっている。交雑個体定着のリスクが指摘されている動物の一つに、ヒラタクワガ
タ  (Serrognathus t i tanus)  が挙げられる。本種は国内から 12 亜種記載されており、在
来の亜種間でも、東南アジアなどに生息する国外亜種とでも交雑する可能性がある。し
かし、本種及び交雑個体の特徴を定量化し鑑別方法を模索した研究は乏しい。そこで本
研究では国内に生息するヒラタクワガタ 5 亜種及び近縁種 2 種を用い、餌と温度を統一
した環境下で飼育し、体重の変遷と終齢期間および外部形態を比較して系統ごとの特徴
を整理した。その結果、体重の変遷や終齢期間は系統間である程度の差異が見いだされ
た。また、形態解析の結果、大顎形態が特に系統ごとの識別に有用である可能性が示唆
された。さらに、得られた個体の大顎画像を用いて、AI を用いた深層学習を通した識別
の可否についても検討を行った。  

 

 

PP06 日本列島におけるセスジアカムカデ  Scolopocryptops rubiginosus の
分子系統地理学的研究  
○山崎  達矢 1 , 2・東城  幸治 2・上木  岳 2 , 3  

（東城研 1・信州大 2・東京大 3）  
 

生物の種多様化には地史や地形が密接に関与しており，その関係を解き明かすことに
より種分化メカニズムに対する洞察を深め得る．山岳や海峡の形成などの地理的イベン
トは，生物の集団分化を引き起こし，遺伝的多様性や種多様性，固有性を創出する原動
力となり得る．「生物多様性の世界的ホットスポット」と呼ばれる日本列島は，多くの山
岳や海峡から構成され，かつ複雑な地史の影響を強く受けており，多様化プロセスの追
究における最適地である．また，対象種としては，分散力が低い生物種は山岳や海峡な
ど の 障 壁 の 影 響 を 強 く 受 け る た め ， 地 史 や 地 形 と 種 多 様 化 の 関 連 性 の 議 論 に 好 適 で あ
る．本研究では，分散力が低いセスジアカムカデに着目し，日本列島の分布域を網羅す
るサンプルを用いて系統解析を実施した．その結果，列島内で地理的なまとまりを示す
複数の種内系統が検出され，地理的障壁と遺伝的分化の密接な関連が認められた．また，
近縁な遺伝系統群が飛び地的に分布する様子や，大陸から南西諸島における陸僑形成を
介して九州へと分散したとする結果，九州から本州や四国にかけて北上しながら系統が
分化したと推測される結果が得られた．  
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PP07 クチヒゲトゲアヤトビムシ Homidia munda（トビムシ目：アヤトビム
シ科）の遺伝的多様性と分子系統地理  
○市村  研至 1・上木  岳 1 , 2・東城  幸治 1（信州大学 1・東京大学 2）  
 

湿潤な気候や複雑な地史をもつ日本列島は「生物多様性のホットスポット」であり、
列島固有の種も多く、生物多様性の創出機構を理解するうえで最適な地域である。本研
究では、無翅で小型（体長 2~3  mm）のクチヒゲトゲアヤトビムシに着目する。分散能
力は低いと考えられるが  、本州・四国・九州に加えて朝鮮半島まで広域に分布するため、
日本列島への渡来・定着プロセスや集団遺伝構造を地理・地形や地史と関連づけて議論
する上で興味深い種である。そこで、国内分布域を網羅するサンプリングと、mtDNA 16S 
rRNA 領域の分子系統地理解析を実施した結果、九州、中四国、東日本で構成される 3
つの主要な遺伝系統群が検出された。系統間での遺伝的距離は別種レベルに匹敵し、形
態では識別できない隠蔽種を含む可能性が判明した。山岳地形や海峡の地理的障壁によ
る遺伝分化傾向が各地で確認され、日本列島の地理・地形や地史の影響が示唆された。
解 析 地 点 間 で の 共 有 ハ プ ロ タ イ プ は 殆 ど 存 在 し な い こ と か ら 地 理 的 フ ァ イ ン ス ケ ー ル
での遺伝分化が顕著である。  

 

 

PP08 日本列島におけるハサミコムシ類の種多様性と遺伝的多様性に関する
新知見  
○小林  世羅 2 , 1・東城  幸治 2・上木  岳 2 , 3  

（東城研 1・信州大 2・東京大 3）  
 

ハサミコムシ類はコムシ目に属する土壌棲の六脚類であり，腹部末端の尾角がハサミ
状となり，その内側に歯状構造をもつ．コムシ目は世界で 1000 種以上が知られている
が，「生物多様性のホ ットスポット」とされる日本列島からはハサミコムシ亜目 2 科 2 属
7 種が知られるのみである．日本列島内におけるコムシ類分類学的研究は数例が知られ
るのみで， 1900 年代前半に Si lvestr i らにより記載されて以降，ハサミコムシ類の記載
は行われていない．さらにハサミコムシ類は分布記録さえもほとんど報告がされておら
ず，依然として知見が乏しい．本研究では，日本列島におけるハサミコムシ類の地域網
羅的なサンプリングを行い，形態形質の比較と分子系統解析により，分類学的再検討と
遺伝系統ごとの分布域の把握を試みた．その結果，未知の遺伝的多様性や地理的な遺伝
構造の実態が明らかになるとともに，多くの未記載種と隠蔽種の存在が示唆され，種多
様性の理解が深まることとなった．本発表では，日本列島におけるハサミコムシ類の種
多様性と遺伝的多様性に関する新たな知見を報告し、ハサミコムシ類の系統分類学的知
見をまとめる．  
 
 
PP09 ゲノムワイド SNP 解析で探る日本産カブトムシ島嶼集団の遺伝構造  

○濱野  友 1・大庭  伸也 2・普天間  ちおり 2・石田  弘明 1 , 3・  
中濱  直之 1 , 3  

（兵庫県立大学 1・長崎大学 2・兵庫県立人と自然の博物館 3）  

 
日本国内に広く分布するカブトムシ（ Trypoxylus  d ichotomus）は、5 亜種に分類され、

そのうち 4 亜種は九州地方および南西諸島の島嶼部に分布している。しかし、一 部の亜
種間における遺伝的な違いは必ずしも明瞭ではなく、形態による識別も困難であること
が知られている。  

近年の研究では、本土集団内においては遺伝的差異が比較的小さい一方、島嶼部では
地域ごとに独自の遺伝構造が存在する可能性も示唆されている。たとえば、長崎県五島
列島の集団ではミトコンドリア DNA において独自のハプロタイプが確認されている例
がある。  

本種が島嶼部においても広く分布が確認されていることから、本研究では日本本土お
よび南西諸島の島嶼部集団を対象に MIG-seq 法を用いたゲノムワイドな解析を行い、空
間遺伝構造や各集団の遺伝的多様性について検討する。  

本発表ではこれまでの背景と研究のねらい、解析の進捗状況に加え、今後の系統関係
解明や集団形成過程の理解に向けた展望についても議論したい。  
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PP10 ニワハンミョウの鞘翅の色彩及び斑紋の地理的変異に関する研究  
○岡本  悠哉・海老澤  慎一（駒大高）  
 

ニワハンミョウ Cic inde la  japana は日本全国に広く分布し主に初夏から晩夏まで出
現する種類であり、榎戸（ 2007）は鞘翅の色彩や斑紋について報告している。カワラハ
ンミョウ  Chaetodera laetescr ipta  では  Yamamoto  and Sota（ 2022）によって鞘翅の
色彩に地理的変異があると考察されているが、ニワハンミョウの色彩変異について全国
的に調査・報告した例はない。また、Horn（ 1905）はニワハンミョウの斑紋パターンを  
記 載 し て い る が 著 者 は 昨 年 採 集 し た 個 体 を 分 析 し た と こ ろ  記 載 さ れ て い る パ タ ー ン に
は収まらないと考えている。本研究では千葉県・伊豆大島・車山高原を調査地としてニ
ワハンミョウを採集した。採集場所はそれぞれ距離があり交流の可能性は低いと考えて
選定した。  

採集したニワハンミョウは鞘翅のベースの色彩を緑化型・褐色化型・黒化型の 3 種類
に分け、それぞれの産地ごとの比率から、鞘翅の色彩・斑紋と生息環境との関連性や地
理的変異の有無について考察した。  

 

PP11 近縁な河川棲水生甲虫間の些少な遺伝子流動は種群の mtDNA の遺伝
構造に影響を及ぼした ? -ヒメドロムシ科水生昆虫  ホソヒメツヤドロ
ムシ Zaitzeviaria gotoi を例に -  
○吉田  匠 1・岡本  聖矢 2・林  成多 3・竹中  將起 2・東城  幸治 2  

（信州大学大学院総合医理工学研究科 1・信州大学・理・生物 2・ホシ  
ザキグリーン財団 3）  

 
河川環境に棲息する生物では、近縁種間での環境選好性の分化、その結果としての流

程分布が知られ、これらは遺伝構造にも影響を及ぼす。しかし、連続的な変化を示す河
川環境では、ニッチが重複し、同所的に近縁種が見られることがある。この現象が種の
遺伝構造へ与える影響には不明な点が多い。本研究では、ホソヒメツヤドロムシを対象
に、近縁種間の同所的な分布が種間の遺伝構造に与える影響を検討した。その結果、種
内から形態および核 DNA から区別される未記載種の存在を検出した。両種が棲息する
環境は分化しているものの、同所的な棲息も確認された。また、両種は mtDNA では明
確に区別できず、種間での mtDNA の浸透が示唆された。そこで今回、縮約ゲノムを対
象に fasts imcoal2 による両種間の歴史的な移入イベントを推定した結果、最終氷期の二
次的接触モデルが支持された。これらの結果は、最終氷期に形成された両種の重複した
分 布 域 が 、 そ れ な り に 隔 離 機 構 が 進 行 し た 2 種 間 に 些 少 な 遺 伝 子 流 動 を 引 き 起 こ し 、
mtDNA の遺伝構 造を 複雑化さ せた可 能性 を示唆す る。本 発表 では、以 上の結 果を 総合
的に考察し、些少な遺伝子流動が種の遺伝構造へ与える影響について議論する。  

 

 

PP12 分子系統解析から迫る本州ウスリーカマドウマ亜属の種分化と生息環
境の関係  
○青柳  祐輝・中濱  直之（兵庫県立大学）  
 

洞窟は年間を通して環境条件が一定であることから，環境変化を好まない多くの生物
に よ っ て 利 用 さ れ て い る ． バ ッ タ 目 カ マ ド ウ マ 科 も 洞 窟 を 利 用 す る 生 物 の 一 つ で あ る
が，活動に不適な時期を避けるため一時的に洞窟を利用していることが知られている．
一方で，今回研究対象としたウスリーカマドウマ亜属は，論文内の検索表で洞窟に生息
するか否かが種の識別に使われるなど，より密接な洞窟との関係が示されている．そこ
で，本亜属がどのように洞窟へ進出したのか詳しく検証するため，ミトコンドリア DNA
の COI 領域及び、核の 28S rRNA 領域を用いた分子系統解析を行った． COI 領域に基
づく結果では，洞窟に生息するか否かが同定する根拠の一つとされていた本州のいくつ
かの種に関して，洞窟と林床ではなく山塊ごとのクレードに分かれていた．この結果か
ら，本亜属は山塊ごとに分化した後，洞窟への進出が平行的に起きたことが示唆された．
また，生息環境は種を同定する際の根拠にはなりえないと考察された．本発表では，28S 
rRNA 領域も含めた結果について紹介したい．  
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PP13 北海道東部の防風林景観が絶滅危惧種ゴマシジミの遺伝的多様性に果
たす役割  
○榊原  正宗・速水  将人 2・大脇  淳 3・中濱  直之 1 , 4（兵庫県立大学 1・ 
道総研・林業試験場 2・桜美林大学 3・人と自然の博物館 4）  
 

北海道東部の防風林では、減風効果を持続させるために古い樹木の更新などの管理が
行われているが、近年その管理が絶滅危惧種を含む生物多様性保全に貢献していること
がわかってきた。  

ゴマシジミは、日本の北海道・本州・九州に分布する草原性のチョウであり、北海道
東部の防風林景観には北海道亜種が分布している。本種の保全方法の確立には、各集団
の遺伝的多様性や遺伝構造を明らかにすることが重要である。  

そこで本研究では、北海道東部におけるゴマシジミ北海道亜種を対象に集団遺伝学的
な解析を実施した。主に十勝平野、根釧台地に生息する 178 個体について、MIG-seq に
よるゲノムワイド一塩基多型 (SNPs)集団遺伝解析を行なった。その結果、100km 以上離
れている十勝平野と根釧台地の地域集団間では遺伝的な構造に違いが見られたが、十勝
平野内および根釧台地内の局所集団内では、防風林が設置された景観内の数十 km 離れ
た地点間においても、遺伝子流動が起こっていることが示唆された。  

さらに景観遺伝学的手法を用いて、林帯数や都市景観などの景観要因が本種の遺伝的
多様性に与える影響についても触れる予定である。  

 
PP14 Heteropeza 属幼生生殖タマバエの日本における多様性および九州北

部の山地における野外生態の解明  
○矢野  文士 1・宗  祥史 1・古川  晶啓 2・尾﨑  一天 3・佐々木  麻衣 2・  
澤畠  拓夫 3・Elsayed Ayman2・徳田  誠 2 , 1（鹿児島大学 1・佐賀大学 2・ 
近畿大学 3）  
 

昆虫は適応放散により陸上生態系において最も繁栄した分類群である。中でもハエ目
タマバエ科の種多様性は群を抜いて高く，食性の幅も広いため，その多様性や生態特性
の解明は，昆虫の環境適応や多様化の過程を理解する上で重要である。菌食性タマバエ
の中には，“母幼虫 ”または “母蛹 ”の体内で卵巣が発達し，単為生殖により “子幼虫 ”を産出
する幼生生殖という特殊な繁殖様式をもつ種が存在する。本研究では，国内で採集され
た Heteropeza 属幼生生殖タマバエの多様性と野外生態の解明を目的として調査を実施
した。分子系統解析および形態学的観察の結果，Heteropeza 属複数種の国内における広
域分布と，一部種間の成虫形態の差異が明らかになった。また，佐賀県の山地における
幼生生殖タマバエの定期調査では，１年を通して本属幼虫が優占した。様々な基質の定
期採集の結果，本属の主な利用資源は朽ち木であることが示唆された。朽ち木の腐朽型
と幼虫の生息状況の傾向は調査地点によって異なり，腐朽段階との間には明確な傾向は
見られなかった。マレーズトラップを用いた成虫捕獲調査の結果，本属成虫の大部分は
春と夏に出現することが示唆された。  
 
PP15 タマバエ科の “超多様性 ”は、植食性の進化に伴うニッチ細分化の産物

か  
○大坪  明日香・日南  瑶・末廣  愛恵・Elsayed Ayman K.・徳田  誠  
（佐賀大学農学部）  
 

昆虫は陸上生態系において様々な環境で適応放散した分類群であるが、近年の研究か
ら、ハエ目タマバエ科の種数が卓越して多く、世界で推定 180 万種ともされる。タマバ
エ科に みら れる “超 多 様性 ”の 全貌解 明は 、 昆虫の 進化 や種 分化 、環境 適応 など を考 える
上で重要であるが、既知種は未だ約 7000 種にとどまっている。本科は 6 亜科からなり、
主に植食性の Cecidomyi inae 亜科が既知種の約 75％、腐食性や菌食性の残り 5 亜科が
約 25%を占める。本研究では、タマバエ科の未知の多様性を解明するため、佐賀県内の
森林と開放地にマレーズトラップを設置して成虫を捕獲し、遺伝子解析により各亜科の
種数や地点ごとの共通種率などを比較した。その結果、森林では Cecidomyi inae 亜科が
初夏から秋にかけて優占し、開放地では他の亜科が春・秋・冬に多く出現した。推定種
数は、森林でより多く、共通種率は原始的とされる Lestremiinae 亜科で 25％、他の亜
科は 10％未満であった。この結果は、本科における植食性の進化に先立ち、一部の腐食
性や菌食性の亜科でもニッチの細分化が進んでいたことを示唆している。  
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PP16 環境 DNA を用いて樹液に集まる昆虫を検出する手法の開発
○川上  仁之 1・湯浅  拓輝 1・黒田  裕樹 2・一ノ瀬  友博 2（慶應義塾大

学  一ノ瀬友博研究室 1・慶應義塾大学  環境情報学部  教授 2）

環境 DNA は、水、土壌、空気などの環境中に存在する生物由来の DNA であり、これ
を用いたモニタリング手法は目まぐるしい発展を遂げている。近年、陸域でも活用され
始めたが、未だ発展途上の段階であり、特に森林生態系においてはブ  ルーオーシャンな
領域である。森林には多くの昆虫種が生息しているが、その中でも樹液には知名度が高
く環境の指標として有用な昆虫が数多く集まる。そこで、筆者は樹液内に含まれる環境
DNA を活用し、樹液 に集まった昆虫相をモニタリングする新たな手法の開発に取り組ん
だ。

研究の結果、樹液から既存の調査で生息を確認していた種や、レッドデータブックで
希少種に指定されている昆虫種など、多数の好樹液性生物を識別することに成功した。
また、人工的なトラップに付着した環境 DNA からも利用した生物種を識別することに
成功した。

結果より、本研究は希少種をはじめとする好樹液性昆虫の新たな生態や生息地の発見
に有効であることが示された。また、肉眼での調査が難しいミクロスケールな生物のモ
ニタリングにも本手法は効果的であることが示された。

PP17 能勢町版レッドリストに向けた直翅類の調査とその後
○鞍井  希凪 1・藤原  一旭 2・平井  規央 3・前田  満 4・角村  茂 5・天満

和久 1（貝塚市立自然遊学館 1・鳥取大学 2・大阪公立大学大学院 3・能

勢町文化財保護審議会 4・御菓子司  津村屋 5）

能勢町は、里山環境としては都市部周辺にあるにもかかわらず、生態系の豊かさと便
益を評価する指標群では全国第 1 位にも選定されるほど生物多様性が極めて豊かな場所
である。2022 年度に策定された能勢町版レッドリストに向けた調査とその後の経過及び
補完的な調査に基づき、これまでの調査結果を今回の調査地（ 39 地点）ごとにまとめた
直翅類のリストを作成し、2021 年及び 2022 年の生物多様性基礎調査後に新たに見つか
った種についても報告するとともに、能勢町の直翅類、特にバッタ目の多様性について
考察を行った。

その結果、 39 地点のうち、 29 地点で 22 科 72 種の直翅類が確認され、そのうちバッ
タ目は 61 種であった。

また、カヤキリ（能勢町レッドリスト： C ランク）などを保全する上で留意すべき環
境について、実際に能勢町内のフィールド（倉垣クリ林）でそれを再現するための環境
整 備 を 実 施 し た 結 果 に つ い て も 合 わ せ て 報 告 す る 。 そ の 中 で 、 ツ リ ア ブ モ ド キ 科 の
Atriadops 属 の 一 種 が カ ヤ キ リ を 寄 主 と し て 利 用 し て い る こ と が 初 め て 確 認 さ れ た の
で、あわせて報告する。  

PP18 タケクマバチの花粉資源利用：メスの外部形態・営巣環境との関係
○吉村  真奈 1・髙橋  大輔 2

（神戸女学院大学大学院 1・神戸女学院大学 2）

タケクマバチは竹の節内部に営巣する中国・台湾原産の外来種であり、資源を巡る種
間競争を通じた在来ハチ類への影響が懸念されている。今回、本種の花粉資源利用パタ
ーンを知るために、営巣竹及び営巣雌の採集調査を行った。幼虫が餌とする巣内の花粉
団子を同定したところ、ネズミモチなどの花粉が主に利用されており、これは営巣場所
周辺の植生に依存すると思われた。また、各花粉団子を構成する花粉の種組成は 33 パ
ターンが確認され、その内、特に 5 つの種組成パターンが多く観察された。そして、営
巣節の 33％（ 4/12）において複数の営巣雌が確認された。営巣節あたりの花粉重量及び
花粉の種多様度を目的変数とし、営巣雌の個体数、体サイズ、巣内の育室数、竹の形質
を説明変数とした一般化線形モデルによる解析を行ったところ、花粉重量は営巣雌の胸
幅及び個体数と正の関係を示し、花粉の種多様度は営巣雌の翅幅及び個体数と正の関係
を示した。これらの結果から、営巣雌の飛翔能力の高さや複数雌での営巣が巣内の花粉
量の増加や多様な植物の花粉利用に寄与すると思われた。今後は、個体ごとの摂餌選択
性の存在も視野に入れ、個体識別を行いながら調査を進める予定である。
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PP19 蚊を誘引する花の構造  ～送粉者と花の形態進化の関係～
熊谷  緋沙子（千代田区立九段小学校）

（ 1） 背景
2023〜 2024 年の研究で様々な花の写真を昼夜約 14 万枚撮影し、ユキノシタという植

物に夕方から多数の蚊が訪花していたことを発見した。ユキノシタへの網掛け実験では
蚊が送粉していたことを確認できた
（ 2）仮説と目的
蚊 は 特 定 の 構 造 を 持 つ 花 に 誘 引 さ れ て い る の で は な い か ？ こ の 研 究 で は 蚊 を 誘 引 す

る構造を明らかにする
（ 3）実験の方法
・実験場所にカメラを設置して様々な花の訪花昆虫を観察し、蚊が来るものがあるか

調査する。蚊は夕方から活発になるので夕方から夜も観察する
・蚊が訪花する花の構造をそれぞれ比較する

（ 4）結果と考察
・ユキノシタだけでなく、共通の構造を持つ花に蚊が訪花していた
・蚊が訪花する共通の構造は、①白くて小さい (5mm~10mm)、②夏に咲く (7～ 9 月 )、

③蜜線が浅い位置、④雄しべが長くて飛び出ている、⑤夜も開花、⑥花序が縦に並ぶ、
という構造だった。蚊はこういった構造に誘引されるため、蚊に送粉される花は科を超
えて共通の構造に進化したのではないだろうか

PP20 フツウソバの花粉媒介における微小昆虫の寄与
○杉江  萌々華 1 , 2・塚田  森生 1・中尾  史郎 2

（三重大学 1・京都府立大学大学院 2）

フ ツ ウ ソ バ は 多 様 な 花 粉 媒 介 昆 虫 に よ っ て 受 粉 さ れ る 異 形 花 型 自 家 不 和 合 性 植 物 で
ある。これまでに、マルハナバチ属やミツバチ属などの大型昆虫やアリ科などの小型昆
虫による結実への寄与が明らかになっているが、さらに小さい微小昆虫による寄与につ
いては未解明であった。そこで、フツウソバを訪花する微小昆虫の種構成、およびこれ
らの昆虫の訪花が結実率に与える影響を 2 カ年に渡り調査した。その結果、訪花し た微
小昆虫個体数の約 91%がアザミウマ目であり、次いでカメムシ目が約 7％であった。そ
の中でも、ヒラズハナアザミウマ雌成虫の総個体数と体表面の平均花粉付着数が特に多
かったことから、これが主要な花粉媒介者であると考えられた。また、花序に網袋をか
けて受粉制御を行ったところ、粗い網かけ処理（微小昆虫のみ訪花できる）をした短柱
花と長柱花の結実率はそれぞれ 3%と 2%、細かい網かけ処理（微小昆虫も訪花できない）
をし た結 実率 はど ち らの 花型 にお いて も 0%、自然 受粉 での 短 柱花 と長 柱花 の結 実 率は
それぞれ 17%と 8%、人工授粉での短柱花と長柱花の結実率はそれぞれ 3%と 1%であっ
た。以上から、微小昆虫はフツウソバの結実にわずかながら寄与することが示された。

PP21 ナガカメネジレバネはどのようにして寄主免疫を回避する？：寄主免
疫評価のための手法開発
○石川  夏帆 1・中瀬  悠太 2・古川  誠一 1・藏滿  司夢 1

（筑波大学 1・京都芸術大学 2）

内 部 寄 生 者 は 、 寄 主 免 疫 を 回 避 す る た め に 何 ら か の 戦 略 を と っ て お り 、 そ の 様 式 は
様 々 で あ る 。 本 研 究 で は 昆 虫 の 内 部 寄 生 者 で あ る ナ ガ カ メ ネ ジ レ バ ネ Blissoxenos 
esaki i（撚 翅目 ；カ メ ムシ ネジ レバ ネ 科） を用 いて 、本 科 初と なる 寄主 免疫 回 避戦 略 の
解明を最終目標とした。本講演では寄生の有無による寄主免疫の状態を比較する手法を
開発したので報告する。

まず寄主の外部形態による寄生の有無の判別手法を確立した。本種の幼虫は寄主体内
におり解剖するまで寄生の有無が判断できない。そこで他種のネジレバネで知られる “間
性化 ”、すなわち寄生による寄主の中性化の利用を考えた。その結果本種の寄主であるホ
ソコバネナガカメムシ Macropes obnubi lus（半翅目；コバネナガカメムシ科）でも間性
化が起こり、これが寄生の有無の判別指標として有用であった。

次に免疫評価手法確立のため、マイクロビーズ注入法を試みた。ビーズの直径や経過
時間と包囲化の関係を調べた結果、一定条件で寄主の免疫細胞によるビーズの包囲化が
観察され、この方法が寄主免疫の評価基準として利用できることが分かった。これによ
り本種の寄主免疫回避戦略解明のための寄主免疫比較が可能となった。  
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PP22 野外実験によるニホンヤマビルの捕食者の検討  
鞠子  けやき（東京農業大学  昆虫学研究室）  
 

ニホンヤマビル（以下，ヤマビル）は近年，全国的に分布を拡大しており，それに伴
ってヒトへの吸血被害も増加している．分布拡大の主な要因としては，宿主である大型
哺乳類の個体数増加が挙げられるが，天敵の不在も一因である可能性が指摘されている．
しかし，筆者はこれまでに室内実験を行い，ヤマビルと同所的に生息する昆虫類 4 目 8
科 31 種およびムカデ類 1 目 1 科 1 種，計 230 個体を供試した結果，昆虫類 12 種（バ ッ
タ目 5 種，コウチュウ目 7 種） ,ムカデ類 1 種（オオムカデ目 1 種）の計 38 個体がヤマ
ビルを捕食することを明らかにした．この結果は，「天敵不在」とする従来の説に対して，
より詳細な検討の必要性を示唆している．そこで本研究では，室内実験で捕食率が高か
った種を対象に，より野外に近い条件下での捕食の有無および捕食率を調べることを目
的とし，神奈川県伊勢原市の森林内に設置した直径約 20 cm の塩ビ管内でヤマビルと捕
食者を同居させる野外実験を実施した．本発表では，この野外実験の結果について報告
する．  

 

PP23 伊豆諸島におけるスダジイタマバエの大発生は天敵の不在ではなく
“不労 ”によるものか  

○宗  祥史 1・矢野  文士 1・井上  己新 2・松尾  和典 3・和智  仲是 4・  
徳田  誠 1 , 5（鹿児島大院・連合農学 1・九大院地社 2・九大院比文 3・琉  
球大・熱研 4・佐賀大・農 5）  
 

植食者の大発生は、寄主植物を中心とする生物群集構造に多大な影響を及ぼす。伊豆
諸島南部では、2000 年頃からスダジイの雌花序に虫えいを形成するスダジイタマバエの
大発生が続いており、スダジイの結実がほとんど見られない状態が続いている。現在、
本種は本州・伊豆諸島・九州・南西諸島で確認されている。このうち、本州・伊豆諸島
の個体群は比較的最近南西諸島から侵入したことが示唆されており、近年分布域が拡大
している。九州・南西諸島では未同定の外部捕食寄生蜂が確認されている一方、本州・
伊豆諸島では見つかっておらず、天敵の不在が伊豆諸島における大発生の一因と考えら
れてきた。本研究では、九州・南西諸島における天敵捕食寄生蜂相を調査した。その結
果、ヒメコバチ科の Sigmophora tr ico lor を確認した。この蜂は、伊豆諸島において別
種のタマバエから記録されているが、同地のスダジイタマバエからは未だ確認されてい
ない。したがって、伊豆諸島における本種の大発生の一因は、天敵の不在ではなく、存
在しているが機能していない、すなわち、 ”不労 ”であることが示唆される。  

 

 

 

PP24 植食者の密度は何によって制御されるのか：ソラマメヒゲナガアブラ
ムシを用いた検証  
○赤星  裕良 1・矢野  文士 2・徳田  誠 1（佐賀大 1・鹿児島大 2）  
 

陸上生態系で最大の既知種数を誇る昆虫の約半数は植食性である。その豊富さにも関
わらず，自然条件下では植物が食べ尽くされることは稀であるため，植食者の密度を制
御する要因が存在すると考えられる。本研究では，単為生殖により卓越した増殖力をも
つアブラムシを対象に，その要因の解明を試みた。野外では，ソラマメヒゲナガアブラ
ムシ（ソラヒゲ）はカラスノエンドウ（エンドウ）の生育に負の影響を与えないことが
知られているが，両種を室内の閉鎖環境で維持したところ，ソラヒゲは植物全体を覆い
尽くして枯死させた。一方，野外観察では，ソラヒゲはエンドウの一部のみに寄生し，
植物の枯死前にエンドウ上から見られなくなり，近傍の定植ソラマメ上で増殖した。ま
た，天敵のテントウムシの来訪数や競争者のマメアブラムシはソラマメ上でのソラヒゲ
の増殖率に有意な影響を与えなかった。一連の結果から，エンドウ上でのソラヒゲの密
度制御要因として，植物の生理的変化の影響が大きいことが示唆された。本発表では，
室内における追加実験の結果を加え，ソラヒゲの密度制御要因について考察する。  
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PP25 ヤブニッケイの病変部を巡る昆虫の多様性 ―2 種類の菌えい上の群集
比較から探る基質選択の謎―  
○曲  雅慧 1・石川  みのり 2・末吉  昌宏 3・屋宜  禎央 4・徳田  誠 5・小

林  卓也 6・細  将貴 1（早稲田大学 1・林野庁関東森林管理局伊豆森林管

理署 2・森林総合研究所森林昆虫研究領域 3・九州大学 4・佐賀大学 5・

森林総合研究所北海道支所 6）

菌類による植物の病変部（菌えい）には、しばしば特異な昆虫群集が形成される。こ
の昆虫群集を決定するのは植物なのか菌類なのかは、よくわかっていない。そこで本研
究では、同種植物上に生じる、２種の異なる担子菌による同所的な菌えい間で昆虫群集
を比較し、その違いの原因について検討した。クスノキ科樹木であるヤブニッケイには、
ヤブニッケイ黒穂病（以下、黒穂病）が地域を限定せず発生する。しかし、伊豆諸島の
八丈島には、ヤブニッケイもち病（以下、もち病）も同時期に同所的に発生することが
知られている。我々は、もち病から鱗翅目、双翅目、鞘翅目などの様々な分類群の昆虫
が発生することを確認した。そして、従来から知られていた黒穂病上の昆虫群集とそれ
らを比較した結果、一部が重複する一方で、もち病に特有の昆虫が複数種存在すること
が判明した。本発表ではさらに、これら昆虫の既知宿主を調査した結果をもとに、八丈
島 で も ち 病 を 発 生 基 質 と す る よ う に な っ た 昆 虫 が ど の よ う な 宿 主 に 由 来 す る の か に 関
して議論する。

PP26 コバネアシベセスジハネカクシの雄における頭幅サイズと繁殖戦術の
関係
○西首  嶺一・栗田  桃萌・奥園  元晴・徳田  誠（佐賀大・農）

昆虫において、雄の体サイズは繁殖戦術と密接に関連する。一般に、大きい雄は雌を
めぐる直接的な闘争で有利なのに対し、小さい雄はスニーカー型戦術をとることなどが
知られる。こうした違いは、個体間の行動の多様性や適応戦略の進化的背景を理解する
上で興味深い。コバネアシベセスジハネカクシの雄は、雌に比べて頭幅の変異幅が大き
く、雌より顕著に大きいものから同程度のものまで見られる。また、本種は雄間闘争を
行うことが知られており、頭幅サイズが闘争の勝敗や繁殖戦術に影響している可能性が
あるが、詳細は未解明である。本研究では、雄の頭幅サイズが雄間闘争の勝敗に及ぼす
影響を室内実験により調査した。営巣した雄のもとに他の雄を侵入させた場合、および、
営巣して雌を防衛している状態の雄のもとに他の雄を侵入させた場合で比較した結果、
先住者・侵入者の立場にかかわらず、ほぼすべての事例で頭幅の大きい雄が勝利した。
したがって、頭幅サイズは雄間闘争の勝敗に影響していると考えられた。加えて、複数
の雌雄が同一空間に存在する状況での雄の行動を頭幅サイズとの関係で解析し、結果に
基づき、頭幅サイズが繁殖戦術に及ぼす影響について考察する。

PP27 フキバッタ類の尾角の左右非対称性の検討
○村田  桃香 1・藤山  直之 2（山形大院 1・山形大 2）

形態の非対称性は行動の非対称性と関連する場合があり、特に交尾においては非対称
な交尾姿勢と交尾器などの形態の間に関連が見られることがある。バッタ類は、交尾に
お い て 雄 が 雌 に マ ウ ン ト し て 雌 の 体 軸 の 左 右 い ず れ か か ら 腹 部 を ア プ ロ ー チ さ せ 交 尾
器を接合する左右非対称な姿勢をとり、イナゴ類には交尾に右側のみを用いる種も存在
する。フキバッタ類では雄が左右の尾角を交尾時に雌の把握に用いる種が存在するが、
雄の尾角の形状には種間変異が存在することから、把握器としての効果には種間変異が
あることが予測される。さらに、左右の尾角は非対称な交尾姿勢においてそれぞれ異な
る役割を果たしている可能性がある。

本研究では、フキバッタ類 3 種（ヤマトフキバッタ、アオフキバッタ、ハネナガフキ
バッタ）を対象として、雄の尾角の形態における左右非対称性の存在について検討した。
尾角の大きさと湾曲度の計測から、左右非対称性は個体間でばらつき、その程度は種に
よって異なっていることが示唆された。本発表では、尾角形態の左右非対称性と、交尾
姿 勢 の 方 向 性 や 雌 の 内 部 生 殖 器 に 観 察 さ れ る 左 右 二 型 性 な ど と の 関 連 に つ い て 考 察 す
る。
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PP28 ニシキリギリスの雌雄はどのように出会うのか  
○藤原  一旭 1・田村  匠 1・中野  亮 2・中  秀司 3  

（鳥取大・院持 1・農研機構 2・鳥取大・農 3）  
 

ニシキリギリス  Gampsoc le is  buerger i  (de  Haan)は、直翅目キリギリス科に属する昆
虫で、主に本州 (近畿地方と中国地方 )、四国、九州に分布する日本固有種である (加納ら ,  
2016)。本種の雄成虫は前翅をこすり合わせて鳴き、「ギーッ」と「チョン」の  2  種類の
鳴き声を発する。これらの鳴き声にはそれぞれ異なる生態学的意義があり、少なくとも
片方は求愛に関与していると考えられるが、それらは未だ明らかになっていない。窪田
ら (2014)は、本種は少なくとも近距離での配偶行動においては主に触覚と視覚を利用し、
鳴き声は配偶行動の成否に関与しないとしている。  

本研究では、「ギーッ」に雌を遠距離から誘引する効果があるかを検証するため、録音
した「ギーッ」の音声をスピーカーで再生し、成熟した未交尾の雌を正方形の広い空間
に放して  20  分間行動を観察した。その結果、音声を再生中のスピーカーにたどり着く
個体が複数観察された。このことは、「ギーッ」が  ca l l ing  song であり、雌を遠距離か
ら誘引する効果があることを強く示唆している。  

 

PP29 ヒメカマキリの雄はどのようにして交尾におよぶのか？  
○長谷川  蒼太 1・綾野  惣施 2・藤原  一旭 1・大生  唯統 3・土屋  昂晴 4・ 
田口  綾乃 5・山崎  和久 6・中  秀司 7  

（鳥取大・院持 1・鳥取大・連農 2・鳥取県鳥取市 3・埼玉県 4・CES・  
生物園 5・流通経済大・経済 6・鳥取大・農 7）  
 

ヒメカマキリ Acromantis  japonica はハナカマキリ科に属し、本州から九州、朝鮮半
島南部や中国に分布している。カマキリ目の昆虫は性成熟した雌が夜間に特徴的なコー
リ ン グ 姿 勢 を 示 し て 誘 引 性 の 性 フ ェ ロ モ ン を 分 泌 し 、 雄 を 誘 引 す る こ と が 知 ら れ て い
る。本種の雄は夜間活発に飛翔し、触角が雌よりも長い形態的な特徴を持つ。これらの
ことは、本種の配偶行動も他種と同様に雌が分泌する性フェロモンによって解発され、
雄はその発達した飛翔能力によって遠方から雌へと接近することを示唆しているが、配
偶行動の詳細は明らかになっていない。そこで本種の配偶行動を解明する一環として、
雌がコーリング姿勢を示す時間帯の調査と、配偶行動の観察を行った。羽化後 3〜 4 週
間以降は、多くの雌が暗期には活発にコーリング姿勢を示す一方で、一部は明期にもコ
ーリング姿勢を示した。また、配偶行動の観察では、多くの雄が雌まで到達し、飛び乗
って交尾を試みた。観察中、雄の触角の反復回数が少なくなるなど、特徴的な行動が見
られた。また雌への接近方法も、歩行して近づく雄がいる一方で、飛翔して移動する雄
も複数見られた。  

 

 

PP30 トゲオオハリアリにおける女王とワーカーの相互作用が歩行パターン
に与える影響  
○立川  琢真 1・林  叔克 2・辻  和希 3・菅原  研 4・菊地  友則 1  

（千葉大学 1・レディング大学 2・琉球大学 3・東北学院大学 4）  
 

社会性昆虫に見られる集団行動は、個体が局所的情報に基づいて自律的に行動し自己
組織化的に創発される。一方、自己組織化の基盤となる各個体の歩行パターンについて
は十分に理解されていない。我々の先行研究では、南西諸島に生息するトゲオオハリア
リ に お い て 、 単 独 下 の 女 王 お よ び ワ ー カ ー で 平 均 移 動 速 度 が カ ー ス ト 間 で 差 が あ る こ
と、数十分周期のウルトラディアンリズムが現れること、また女王は単独状態が長期化
すると周期性が失われる傾向があることを示した。しかし、こうした歩行パターンが個
体の内因的性質によるのか、他個体との相互作用によって形成される外因的性質による
のか明らかになっていない。本研究では、女王との相互作用を排除した条件下でワーカ
ーおよび女王の歩行パターンの定量化・解析を行った。得られた結果をもとに、個体間
相互作用が個体の歩行パターンに与える影響と、それが集団レベルの活動周期の同調や
労働分業にどのように関与するかを考察する。  
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PP31 ヒゲジロクビナガキバチは共生菌をいつ、どのように獲得するのか？：
蛹室内での羽化成虫の行動に着目して  
○髙木  隆・梶村  恒（名古屋大・院・生命農）  
 

キバチ類（キバチ科・クビナガキバチ科）は菌類と共生する樹木穿孔性昆虫である。
雌成虫は体内の特殊な器官（マイカンギア）に共生菌を貯蔵し、産卵時に卵と胞子を材
内に注入する。幼虫は共生菌の繁殖した木材を食べて育ち、雌個体は成虫として樹木か
ら脱出するまでの間に菌を獲得すると考えられている。しかし、その時期は特定されて
おらず、メカニズムも不明である。  

キバチ科と異なり、クビナガキバチ科の幼虫は菌を保持するための器官を持たず、ま
た雌成虫のマイカンギアは外部に露出しやすい構造を持つ。このことから、本研究では
同科における菌の獲得が蛹化～羽化直後に行われると予想し、ヒゲジロクビナガキバチ
について、蛹室内での行動観察と無菌下での蛹飼育を試みた。その結果、蛹室内で羽化
した雌成虫はマイカンギアを覆う腹板を開閉させることが初めて確認された。また、蛹
室から取り出して羽化させることに成功し、その雌成虫を解剖したところ、マイカンギ
ア内に共生菌が全く見られなかった。  

以上の結果は、クビナガキバチ科昆虫が蛹室壁面からマイカンギアに共生菌を直接取
り 込 む 傍 証 で あ り 、 キ バ チ 類 の 共 生 菌 獲 得 様 式 の 解 明 に 重 要 な 示 唆 を 与 え る も の で あ
る。  

 

 

PP32 全天球カメラを用いた積雪上のセッケイカワゲラの連続観察  
○赤林  哲也 1・竹内  望 2  

（千葉大学  大学院融合理工学府 1・千葉大学  大学院理学研究院 2） 
 

セッケイカワゲラとは，積雪上で活動する翅の無いカワゲラの総称である．セッケイ
カワゲラの成虫は，冬から春にかけて積雪上に現れ，太陽コンパスを利用した遡上行動
を行うことが明らかになっている．しかしながら，セッケイカワゲラの行動の日周期や
季節的変化，積雪上の個体密度について，詳しいことはわかっていない．従来の研究は，
目視で観察するものがほとんどで，長時間にわたる連続的な行動の観察は行われていな
い．そこで本研究では，積雪表面で全天球カメラによるタイムラプス撮影を行い，季節
間 お よ び 日 中 の セ ッ ケ イ カ ワ ゲ ラ の 個 体 数 変 動 と 歩 行 方 向 の 変 化 と そ の 要 因 を 考 察 す
ることを目的とした．調査は，山形県月山の石跳川沿いの右岸（標高 750m）で 2024 年
3 月 12 日 –14 日と 4 月 20 日 –21 日に２期間で行った．採取した雌個体の性成熟度を判
定した結果， 3 月は 15 個体すべてが未成熟状態であったのに対して， 4 月は 10 個体す
べてが成熟した状態だった．撮影記録を解析した結果，3 月では 475 個体，4 月では  24
個体がそれぞれ最大だった．移動方向は， 3 月には川から離れる方向に歩く個体が最も
多かったのに対し， 4 月には特定の方向に分布していることはなかった．  

 

 

PP33 非営巣性ウスバカゲロウ科 5 種にみられる不動行動の有無及びその持
続時間の比較  
○神宮  彬彦・上田  昇平・平井  紀央（大阪公立大学院・農）  
 

砂地にすり鉢状の巣穴を作る営巣性ウスバカゲロウ類の幼虫は、砂から掘り出された
際などに体を硬直させて動かなくなる行動を示すことが知られている。この不動行動の
うち 、 最 初の 不 動 を Post-contact  immobi l i ty  (PCI）、 再度 動 い た後 の ２ 回目 の 不動 を
Second immobi l i ty  (SI )とよび、これらは 巣穴を目印に幼虫 を 捕食する鳥類から の 捕食
回避行動と考えられている。一方、非営巣性のウスバカゲロウ類においても同様な行動
がみられるかは不明であった。  

本研究では、非営巣性のウスバカゲロウ科 5 種合計 75 個体（マダラ 11 個体・コマダ
ラ 12 個体・ホシ sp .18 個体・カスリ 11 個体・オオ 23 個体）を用いて、 25℃の室内条
件において幼虫を約２  cm の高さから砂の上に落下させる刺激を与え、PCI および SI の
有無とその持続時間を記録した。その結果 5 種すべてにおいて PCI および SI が確認さ
れ、これらを行う個体の割合は種間で異なっていた。また、不動を行った個体における
その持続時間は PCI で 1~720 秒、SI で１ ~2,944 秒であり、種間で差はなかった。これ
らのことから、接触後不動は、営巣の有無にかかわらずウスバカゲロウ類において広く
みられる行動であると考えられる。  
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PP34 筑波大学構内における営巣性ウスバカゲロウ科昆虫の生息状況につい
て  
○田ヶ原  将己 1・佐藤  幸恵 2  

（筑波大学大学院  行動生態学・進化生態学研究室 1・筑波大・MSC2） 
 

ウスバカゲロウ科昆虫の幼虫のうち、砂地に営巣して小動物を捕食するものは、アリ
ジゴクと呼ばれている。アリジゴクは身近な昆虫であることから、子供の環境教育の資
材として期待される。本研究では、筑波大学構内におけるアリジゴクの種構成と分布を
調査した。 2024 年 5 月から 7 月にかけて、筑波大学構内でアリジゴクの生息が期待さ
れる砂地を選定し、砂地の特性や巣穴の有無を記録した。また、アリジゴクの形態によ
る種同定を行った。その結果、10 地点中 6 地点で、計 253 個体のアリジゴクが確認され
た。クロコウスバカゲロウとコウスバカゲロウの 2 種が発見され、前者は吹きさらしで
砂礫質から構成される砂地に、後者は雨風をしのげるシルト質から構成される砂地で営
巣がみられた。クロコウスバカゲロウは本来海浜及び河原に生息する種類だが、農業実
験の廃棄土砂に誘引された可能性がある。このように砂地特性による棲み分けがみられ
たものの、 1 地点では両種の営巣がみられた。以上のことから、これら 2 種は競争関係
にあると考えられる。2025 年度は、生息可能な環境や捕食している餌種から、これら２
種間の砂地と餌をめぐる競争状況を調査しており、その経過についても報告する。  

 

PP35 イトウオオアリの営巣習性・生活史と巣内の未交尾脱翅女王の発見に
ついて  
○千代田  和真 1・小山  哲史 1 , 2（東京農工大院 1・東京農工大 2）  
 

イトウオオアリ Camponotus i to i は、オオアリ属ウメマツオオアリ亜属に属する樹上
営巣性アリで、樹上の枯れ枝に営巣し、 8 月に結婚飛行をすることが知られている。し
かし、本種がコロニーで採集された例は少なく、その生態に関する知見はきわめて限ら
れている。演者は、本種が樹上の高所に位置する枯れ枝に営巣することを発見したため、
1 年を通した継続的な採集を行うことで本種の生態の一端を明らかにした。本種は地上
高 6-9  m を中心に、幅広い高さに位置する広葉樹の枯れ枝に営巣していた。また、多巣
化し、サテライトコロニーを作りうることが確認された。巣内の有翅虫は 7 月上旬まで
存在し、それ以降確認されなかったことから、結婚飛行はこの時期に行われることが推
察された。さらに、非繁殖期の巣内で、未交尾の脱翅女王が生存している例を発見した。
この個体は、採餌行動など働きアリ的な労働をしていることが観察された。非繫殖期に
未交尾の脱翅女王が巣内で生存している例は、単女王制のアリ種においては 6 例目、オ
オアリ属においては 2 例目の発見である。  

 

PP36 サカキブチヒメヨコバイの発育特性および佐賀県における分布拡大と
季節消長  
○森  理乃 1・森口  辰也 2・徳田  誠 1 , 3  

（佐賀大 1・佐賀林試 2・鹿児島連大 3）  
 

病害虫の分布域や発生消長を把握する技術の開発は、防除要否や時期の判断に重要で
ある。モッコク科のサカキは、主に西日本で切り枝が神道祭祀に用いられる常緑樹であ
る。サカキブチヒメヨコバイ  St ic to tett ix  c leyarae はサカキを寄主とし、成虫・幼虫と
もに葉に吸汁痕を残すことで商品価値を低下させる害虫であり、防除法の確立が求めら
れている。本研究では、佐賀県における本種の分布の変化、発育特性、季節消長を解明
することを目的とした。 3 年間の分布調査の結果、本種は主に佐賀県東部に生息し、分
布域が西進していることが確認された。温度と発育の関係を調べるため異なる温度条件
下で卵および幼虫を飼育したところ、本種は高温に対する感受性が高く、他のヨコバイ
類と比べ有効積算温度が大きく発育に時間を要した。また、成虫は羽化間もない時期に
赤色を呈することが確認された。栽培地での捕獲調査から、本種は幼虫・成虫とも周年
発生していることが判明した。捕獲された赤色個体の推移に複数のピークがみられ、本
種が年多化性であることが示唆された。飼育実験および定期調査結果をもとに、年間世
代数や孵化時期と越冬態の関係について推定した。  
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PP37 国内外来種ケブカトラカミキリ Hirticlytus comosus (Matsushita)の
茨城県への侵入：拡大状況及び発生消長
○江川  和総・石川  夏帆・藏滿  司夢（筑波大）

ケブカトラカミキリ  Hirt ic lytus  comosus (Matsushi ta)  は、鹿児島県に自然分布し、
幼虫が庭木や生垣によく利用されるイヌマキを加害する樹木害虫として知られている。
2008 年に千葉県匝瑳市で初めて記録されて以来、本種は千葉県内の広範囲に定着し、イ
ヌマキへの被害を拡大させ、国内外来種として問題となった。これに伴い、千葉県から
利根川を挟んで北に隣接する茨城県でも本種の侵入・定着が警戒されてきた。そのよう
な状況の中、発表者らは 2021 年に茨城県神栖市にて成虫 1 頭を確認したほか、2025 年
1 月には同市にて脱出孔を伴う被害木を複数発見した。また、2025 年 4 月中旬から 6 月
上旬にかけて神栖市内における成虫の発生消長調査を行ったところ、５月上旬に発生ピ
ークを迎えていることが分かった。さらに、より広範な地域を対象とした被害木調査に
よって、茨城県南東部の複数の市で、本種によるイヌマキ被害が確認された。各地で 100
から 1000 を超える脱出孔が認められたことから、本種は既に茨城県南部に定着してい
る可能性が示唆された。今後茨城県内における本種による被害の更なる拡大を警戒する
必要があり、本種に関する情報の周知および防除対策が求められる。

PP38 ミツボシツチカメムシにおける異なる寄主植物に応じた飛翔筋融解時
期の違い
○栗田  桃萌・奥園  元晴・徳田  誠（佐賀大）

生物は摂取した資源を成長や繁殖などの生活史形質に配分するため、食物資源の特性
は生活史戦略に大きな影響を及ぼす。そのため、在来植物を寄主としていた昆虫が外来
植物を利用し始めた場合、新たな寄主の特性に応じた生活史形質を持つと考えられる。
亜社会性昆虫であるミツボシツチカメムシ Adomerus tr iguttulus は、在来種のオドリ
コソウ、外来種のヒメオドリコソウ、史前帰化種のホトケノザを寄主として利用し、野
外観察において、繁殖スケジュールが寄主植物のフェノロジーと同調することが分かっ
て い る 。 本 種 が 同 一 年 内 に フ ェ ノ ロ ジ ー の 異 な る 複 数 の 寄 主 を 利 用 可 能 か 確 か め る た
め、集団ごとの飛翔筋の発達状況を比較した。その結果、オドリコソウ利用集団より産
卵が早いヒメオドリコソウ利用集団の雌は飛翔筋融解時期が早く、産卵後に他寄主へ移
動はしていないと考えられた。また雄に関しては、オドリコソウ利用集団では雌と同様
の融解推移であったが、ヒメオドリコソウ利用集団では繁殖期を通して飛翔筋融解個体
が一定数存在した。雄は複数寄主を利用可能であるが、飛翔筋を発達させず外来植物の
みを利用する個体もいると考えられた。

PP39 産卵後の気温低下時期がエダナナフシの初期胚休眠誘導に与える影響
○中野  晏志・中村  圭司（岡山理大）

エダナナフシの卵は、産卵時期によって一度または二度の休眠を経る。後期胚休眠は
必ず誘導されるが、初期胚休眠の誘導は母性効果（光周期、日齢）および卵が経験する
気温によって調節される。産卵直後の卵を涼温（ 20℃）で飼育すると、初期胚休眠が誘
導される。本研究では、初期胚休眠の誘導において気温低下が重要となるタイミングを
解明することを目的とした。まず、 25℃の長日（ 16L-8D）および短日（ 12L-12D）で得
られた卵を 25℃短日で飼育し、8 週間後に胚発生段階を確認した。次に、産卵後 25℃短
日で 0〜 3 週間飼育後に 20℃短日に移し、その 8 週間後に胚発生段階を確認した。その
結果、親の飼育条件によらず、産卵後 2 週間以内に気温低下を経験した卵で休眠誘導率
が上昇した。次に、 7〜 10 月に産卵された卵を屋外で飼育し、冬季に胚発生段階を確認
したところ、産卵時期が遅い卵ほど初期胚で休眠している割合が高かった。一方、産卵
時期が早い卵でも、産卵の約 2 週間後に 25℃を下回る気温を経験した場合には、初期胚
休眠が誘導された。よって、エダナナフシの初期胚休眠の誘導には、産卵から約 2 週間
後の気温が重要であることが示唆された。  
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PP40 低温条件がソテツシロカイガラムシ (半翅目  :  マルカイガラムシ科 )奄
美個体群の発育に与える影響  
○長田  聖哉・坂巻  祥孝（鹿児島大学大学院害虫学研究室）  
 

ソテツシロカイガラムシ Aulacaspis  yasumatsui は海外でソテツに甚大な被害を及ぼ
す重要害虫として知られている。日本では 2022 年 10 月、奄美大島で初めて本種による
ソテツの集団枯損が確認され、その後沖縄県、喜界島等でも被害が報告された。現在、
これらの地域において本種の増加に伴い、多くのソテツが枯死または衰弱している状況
が続いている。先行研究で米国フロリダの本種侵入地では 18℃一定条件下では卵が孵化
せず、雄が成虫にならず、雌も産卵しないことが報告されている。一方、奄美大島では
冬季に 3-4 か月間平均気温が 18℃を下回る期間が続く。そのため、 CAS の奄美大島に
侵 入 し た 系 統 に つ い て 18℃ の 一 定 気 温 条 件 で 次 世 代 を 得 ら れ る の か を 演 者 ら が 確 立 し
た室内飼育法で検討した。その結果、奄美個体群では卵は 18℃でも孵化した。孵化から
雌成虫になるまでの期間はフロリダ個体群と同様の傾向を示したが、雄が 2 齢幼虫以降
も成長し羽化した。このことから本種の奄美大島個体群は 18℃の条件下でも世代を累代
できること示唆された。本研究は 2025 年農林水産省委託プロジェクト (J012712)の一部
として行った。  

 

PP41 アバタウミベハネカクシ属  Cafius 3 種の化学防御物質の同定とその
生理活性評価  
○高谷  佑生・森  直樹（京都大学）  
 

「ハネカクシ」とはコ ウチュウ目ハネカクシ科に属し、世界に 70,000 種以上が記載さ
れる多様な分類群である。また、多様な化学防御物質を分泌することでも知られる。我々
はアバタウミベハネカクシ属  Caf ius に注目し、彼らの化学防御物質の分析を行った。  

分泌腺を取り出し、ジクロロメタン  50 μL で  3 分間浸し、 1 μL を  GC/MS に供し
た。結果、保持時間  12 .1  分にアルカロイ ドと推定されるピー クが確認された。次 に、
200 頭のハネカクシから主成分を単離・精製し、 1 H-NMR・ 1 3 C-NMR を測定した。その
結果、 act in id ine だと推定された。本化合物を合成・化学シフト値を比較したところ、
ハネカクシのものと一致した。次に化学防御物質組成の系統関係を調べるため、オオア
バタウミベハネカクシ、ウミベアカバハネカクシ、ミナミアバタウミベハネカクシの  3
種を分析した。オオアバタおよび  ウミベアカバから  act in id ine のみが主成分として検
出された。一方、ミナミアバタからは  act in id ine に加えて tyroso l、 tryptophol  を同定
した。  

最後に、昆虫病原菌である  Beauver ia  bassiana および  Metarhiz ium anisopl iae  に
対する抗菌活性を評価した。  

 

 

PP42 昆虫養殖よる未利用廃棄物の活用：ミルワームによる鶏糞を用いた飼
育の可能性  
○木寺  啓太 1・服部  充 1・小林  透 2・橋爪  海 3・戸川  大樹 1  

（長崎大 1・駒澤大 2・株式会社Booon3）  
 

昆虫養殖は、既存のタンパク質生産方法（畜産、水産養殖）に比べ、同量のタンパク
質を得るときに生じる環境負荷が小さいことから注目を浴びている。その環境負荷をさ
らに低減するため、食料残渣や農業廃棄物を利用した飼育方法が模索されている。本研
究は、チャイロコメノゴミムシダマシ（ Tenebr io  mol i tor）の幼虫であるミルワームに着
目し、大量に排出され、その利用が進んでいない農業廃棄物である鶏糞による飼育の可
能性を検証した。ミルワームの一般的な飼料であるふすま（小麦製粉時に出る表皮）と
鶏糞の混合比を変えた飼料（ふすま：鶏糞＝ 10:0、 3:7、 1:9、 0:10）をそれぞれ 40ｇ導
入し、各飼料で生重量約 3 ㎎のミルワーム 40 個体を飼育した。その結果、鶏糞のみを
与えた場合、ミルワームは成長できないことが判明した。一方、ふすまが 1 割でも混合
された飼料であれば、6 週間で約 70 ㎎まで成長できることが明らかになった。この生重
量は一般にペット用飼料として販売されているミルワームの生重量と同等である。した
がって、ふすまを少量混合することで鶏糞を用いたミルワームの生育が可能であること
が明らかになった。  
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PP43 カマキリ様前脚を持つミナミカマバエにおける、飼育法の確立と成長
過程の観察  
○平石  拓海・坂井  貴臣・朝野  維起（東京都立大学）  
 

カマキリに代表されるカマ状の前脚（カマ脚）は、複数の昆虫目で見られ、これは収
斂進化の例としてよく知られている。しかし、個々の分類群においてカマ脚がつくられ
るメカニズムが不明であることから、分類群間の比較もされていない。  

カマ脚が形成されるメカニズム、およびその進化を調べる研究モデルとして、我々は
ミナミカマバエに着目した。本種の特徴として、体のサイズが小さく多頭飼が可能、世
代時間が短い、蛹期に脚原基の発生を観察可能（キイロショウジョウバエとの比較も容
易）などが挙げられ、カマ状前脚の発生メカニズムを調べるための有効なモデルになる
と考えた。  

まず、カマバエ属での先行研究をもとに本種の採集地を確保した。その後、野外採集
成虫の室内飼育法、さらには卵から次世代成虫までの飼育法を確立し、蛹期における成
虫体の発生過程を観察した。30 度の飼育環境において、囲蛹殻形成から数えて 2 日目に
蛹脚の内部に成虫脚の形態が形成され、 4 日目にカマ脚に特徴的なトゲやフック構造の
着色が開始することなどを観察した。今後は RNA-seq を行い、発生過程の前脚特異的に
発現する遺伝子を特定する。  
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小集会 



WA201 ミジンコにおける競争回避戦略としての休眠とその分子機構
丸岡  奈津美（宇都宮大・バイオ）

餌や生息地など生態学的ニッチのよく似た生物の共存機構は重要課題の一つである。
私たちは、互いに独立したクローン系統であるが、同種であり、ニッチが重複すると予
想される絶対単為生殖型ミジンコを対象に、２系統の共存機構を調査した。野外調査に
よ り ２ 系 統 は 時 空 間 的 な す み わ け は し て い な い こ と 、 競 争 実 験 か ら 両 者 に は 競 争 能 力

（増殖速度）に優劣があるものの、競争に劣位な系統では休眠頻度が高いことが示唆され
た。これら結果から、共存には系統間の休眠戦略の違いが重要であると結論づけられた。
さらに休眠頻度の違いを生む分子基盤を解明することを目指し、第一に、RNA-seq 解析
により休眠時特異的に発現変動する遺伝子を探索した。その結果、幼若ホルモン（ JH）
の分解酵素の発現が休眠に応じて変動することが明らかとなった。実際に休眠が JH に
よって制御されるか否かを JH 暴露実験で確認したところ、休眠頻度の高い系統では、
JH 暴 露が 休眠 を強 く 誘導 する 一方 、休 眠 頻度 の低 い系 統で は この 効果 が非 常に 小 さか
った。このことから、JH 応答性の違いは、休眠戦略の違いを生み、共存や湖沼の個体群
動態に寄与する重要な要因であることが示唆された。

WA202 クモヘリカメムシ最近の話題：被害リスク予測と分布拡大
○田渕  研 1・吉村  英翔 1 , 2・松木  伸浩 3 , 4・舛谷  悠祐 1 , 5

（農研機構東北農業研究センター 1・玉川大学 2・福島県農業総合セ

ンター 3・福島県農林水産部 4・岩手大学 5）

クモヘリカメムシは水稲の重要害虫であり、出穂初期の加害では不稔や青立ちによる
収量減、 登熟 中の加 害では斑 点米 による 玄米の品 質低 下が問 題となる 。 Leptocor isa 属
は熱帯～亜熱帯に広く分布する南方系の種であるが、クモヘリカメムシは本属の中で最
北に生息する種である。本種は 2010 年代後半から、東北地方太平洋側で分布域が拡大
している。本種の越冬可否には冬期の気温が影響することが知られ、 2 月上旬における
日最高気温の 平均値 が 4.7℃を超えるか ど うかで、翌夏 に発生 する確率が変 化する 。本
講演では、本種の分布拡大状況を概観すると共に、冬期の気温分布との突合による本種
の分布可能域の変遷、将来の分布予測について紹介する。また、本種はスギ・ヒノキ・
サワラなどのスギ系植林地を越冬場所とするため、植生が発生量の多寡に影響すること
が知られている。この土地利用情報を用いた発生量予測モデルの構築や被害リスクのハ
ザードマップ作成に関する研究結果についても紹介する。

WA203 エンドウヒゲナガアブラムシの世代を超えて時を刻む季節タイマー：
その生態的意義とメカニズムを探る

松田  直樹（京都大学）

アブラムシ科の多くの種は、春から夏の長日の下では胎生単為生殖によって世代を繰
り返す一方、秋の短日の下ではオスと卵生メス（有性世代）を生み出し、これらが産ん
だ卵が冬を越えて翌春に幹母として孵化する。短日による有性世代の誘導は、幹母から
一定期間の間、複数世代にわたって時を刻む仕組み（季節タイマー）によって抑制され
ることが複数種のアブラムシで報告されている。この季節タイマーが野外でどのような
機能をもつのか、またどのようなメカニズムで有性世代の産出を抑制するのかは不明で
あった。これらの問いに答えるため、演者はエンドウヒゲナガアブラムシにおいて季節
タイマーの存在を検証することから研究を開始した。次に自然の日長と温度における飼
育実験を行い、季節タイマーには「春先の短日の下で有性世代を産むのを防ぐ」という
生態的意義があることを実証した。また、比較 RNA-seq 解析を用いて、季節タイマーが
ヒストン修飾関連遺伝子の発現に影響することを明らかにした。これらの研究を振り返
りつつ、今後の季節タイマー研究の方向性についても議論したい。

87



WA301 卵の表現型進化：オーバービュー  
工藤  慎一（鳴門教育大）  
 

卵の表現型進化の理解は進化生態学の中心課題のひとつである。色・模様，サイズそ
して形が卵の表現型形質の代表であろう。昆虫類における卵の色・模様の進化に関して
は，隠蔽色や警告色（ Guerra-Grenier  2019）の視点から研究が蓄積されてきた。卵サイ
ズ進化の理解は Smith & Fretwel l  (1974)以降の伝統があり，昆虫類は重要なモデル分
類群となっている（ Fox and Chezak 2000）。そして，近年脚光を浴びているのが卵の形
である。有力誌 Nature に掲載された大規模比較研究（ Church et a l .  2019）が呼び水と
なり，ここ数年で急速に研究が進展している。二人の講演者の発表に先立って，卵の表
現型進化の研究動向を簡単に紹介し，特に「サイズと形の進化が幾何学的制約を介して
相関する可能性」を強調したい。  

 

WA302 コオイムシの卵サイズと幼虫サイズに与える温度の影響  
○大浦  ひなた 1・小嶺  星心 2・大庭  伸也 1 , 2  

（長崎大院・総合生産科学 1・長崎大・教育 2）  
 

本研究で取り扱うコオイムシは、繁殖期になるとメスがオスの背の上に産卵し、オス
が単 独 で 卵塊 の 保 護 をす る と いう 動 物 界 でも 珍 し い繁 殖 行 動 を示 す た め（ Smith  1997;  
Ohba 2019）、近年、性選択と卵保護行動に着目した研究が国内外で行われている。本種
は、北海道から九州にかけて広く分布し、北海道産コオイムシは本州以南の個体群に比
べ大型になることが知られている（堀  2001）。つまり、体サイズの大きい北海道産コオ
イムシは、卵サイズも大きいことが予想されるが、これまでに卵サイズに着目した研究
は皆無である。また、多くの卵生の動物では、寒い時期に産卵される卵サイズが、暖か
い時期に産卵される卵サイズよりも大型化することが知られている。これは体サイズが
耐寒性の程度と関係しているためと考えられている（ Garcia-Barros  1994;  井口  2001）。
そのため、寒い地域の個体群ほど卵サイズが大型化していると予想される。さらに、温
度によって幼虫期の成長パターンが異なる可能性や、母親が経験する温度で産下される
卵サイズが可塑的に変わる可能性がある。ここでは、コオイムシの卵サイズ・幼虫サイ
ズと温度との関係を調査した結果について紹介する。  

 
WA303 カメムシ類における卵のサイズと形：複数階層で見えてきた変異の実

態と適応  
正本  大岳（九大・システム生命）  
 

昆虫の卵は、サイズや形において種間だけでなく、種内の個体群間、個体間、さらに
は同一個体内でも変異を示す。卵サイズの進化は進化生態学における伝統的なテーマで
あり、これまで主に親の投資の観点からその変異が説明されてきた。近年では、卵の形
の種間変異にも注目が集まりつつあるが、その多様化要因の多くは未解明である。加え
て、種内の変異に関しては、実態の把握すら十分に進んでいない。異翅亜目に属するカ
メムシ類は、親による卵保護の有無やその様式など、種間で生活史に大きな違いがある。
また、繁殖時期や寄主植物といった生態的特性に種内変異を示す種も少なくない。この
ような特徴から、カメムシ類は卵のサイズや形の多様化要因を種間・種内の両レベルで
探るうえで興味深い分類群といえる。本講演では、これまでの演者の研究をもとに、カ
メムシ類における卵のサイズおよび形について、種間・種内の複数階層で見えてきた変
異の実態と適応について紹介する。  
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WB201 日本産カメムシ亜目相の全容解明に向けて－ムクゲカメムシ下目・ク
ビナガカメムシ下目－  

山田  量崇 1 , 2（兵庫県立大学 1・兵庫県博 2）  
 

ムクゲカメムシ下目（ Dipsocoromorpha）は，森林の落葉層，倒木樹皮下，河原の砂
礫間などに生息する世界最小のカメムシ類である．世界に 6 科 430 種程度知られるが，
本下目の分類研究は最近まで世界的に大きく立ち遅れていた．中南米を中心に記載が進
んでいるものの，全球的な種多様性の理解には地域的に著しく偏りがある．日本におい
ても 2019 年に演者によって新種記載されるまで，半世紀ほど分類研究が滞っていた．
現在， 3 科 6 属 9 種が知られるにすぎないが，演者の研究により， 3 科 10 属 55 種を確
認している．  

クビナガカメムシ下目（ Enicocephalomorpha）は世界に 2 科 420 種程度が知られ，
森林の落葉層を主たる生息環境とする．日本から学名未定の 1 種を含む 1 科 3 属 3 種が
確認されているが，「カメムシ図鑑 3 巻」以降，その種数に増加はみられない．  

本講演では，両下目の日本における研究史，日本産種の構成，未研究や再検討の内容
など，分類研究の現状と展望について紹介する．  

 

WB202 日本産カメムシ亜目相の全容解明に向けて  －タイコウチ下目－  
三田村  敏正（福島大学）  
 

タイ コ ウチ 下 目 （ Nepomorpha）は ， 水生 カメ ム シ亜 目 の 代表 格と も いえ る タ ガメ を
はじめとして，コオイムシ，タイコウチ，マツモムシ，コバンムシなど知名度の高い種
が多く，幼虫，成虫ともに水中で生活する．「日本の水生昆虫」（中島ら ,  2020）では， 8
科 61 種が掲載されている．しかしながら，この本の中では学名未決定のチビミズムシ
が沖縄島や久米島に生息することや国内で１例しか記録のないミズムシ科 2 種があるな
ど，まだまだ研究の余地が多いことが示唆されていた．その後，研究が進められ，ミズ
ム シ 科 の 中 に 含 ま れ て い た チ ビ ミ ズ ム シ 亜 科 が 海 外 の 文 献 な ど に よ り 我 が 国 で も 科 と
したことと同時に日本初記録のチビミズムシが八重山で記録された．また，マツモムシ
科ではコマツモムシ属で 2 種が我が国のファウナに追加された．その結果，現時 点での
日本産タイコウチ下目は 9 科 64 種となった．  

本講演では，タイコウチ下目の最近の研究を紹介しながら，現在なお研究すべき点を
提示しながら，さらなる日本産タイコウチ下目の解明に期待したい．  

 

WB203 日本産カメムシ亜目相の全容解明に向けて  －アメンボ下目－  
渡部  晃平（石川県ふれあい昆虫館）  
 

アメンボ下目（ Gerromorpha）は，水辺の水面や水際周辺などに生息する半水生カメ
ムシである．2020 年に日本産の真水生昆虫を網羅した「日本の水生昆虫」が出版された
当時は，国内から 6 科 63 種が知られていた．その後，本書の出版が起爆剤となり，若
手研究者達の活躍により精力的な研究が進められた．この 5 年程でミズカメムシ科から
1 新属 1 新種，カタビロアメンボ科から 5 新種が記載されたほか，アメンボ科の 2 種が
新参異名として処置された．その結果，日本産のアメンボ下目は 6 科 68 種となってい
る．  

本講演では，アメンボ下目に関する近年の新知見を振り返る．さらに，カタビロアメ
ンボ科の行動生態学的な研究事例を紹介し，より多角的な視点からアメンボ下目の魅力
を共有することにより，半翅目研究者達の新しい扉を開きたい．  
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WB301 小笠原諸島のマイナー昆虫：若手研究者の需要と最近の事例紹介  
相馬  純（弘前大学白神自然環境研究センター）  
 

小笠原諸島は東京都本土部の南方約 1,000km に位置する海洋島で，世界自然遺産とし
て知られる．世界遺産登録には，高い固有種率と海洋島に特有の進化様式で知られる陸
産貝類と維管束植物が多大に貢献した．固有昆虫は種数が 400 以上で陸産貝類と維管束
植 物 の 総 固 有 種 数 よ り 多 い が ， 大 半 で 進 化 様 式 ど こ ろ か 基 礎 的 な 生 態 す ら 未 解 明 で あ
る．さらに，固有と考えられながらも学名が未決定の種が数多く存在する．他方で，グ
リーンアノールやムシクイリクヒモムシなどの捕食性の外来動物は，有人島を中心に固
有昆虫を激減させている．海洋島に特有の進化様式の解明を通じた世界自然遺産の価値
向上だけでなく，絶滅の危機に瀕する固有種の保全に寄与するためにも，知見が乏しく
種数が多い「マイナー昆虫」を対象とする分類学的研究と基礎的な生態の解明が急務で
ある．  

両課題の遂行には，小笠原諸島で必須となる一週間以上の野外調査に時間と労力を割
ける若手研究者の尽力が必要不可欠である．本小集会では，（１）小笠原に在住して研究
する若手，（２）小笠原に通って研究する若手，（３）小笠原の外で研究する若手からマ
イナー昆虫の魅力と現状を紹介いただき，今後の課題を議論する．  

 

WB302 小笠原村民虫屋の日常∶フィールドに住んで取り組む多様性研究  
久末  遊 1 , 2（自然研・小笠原 1・東京都立大・理 2）  
 

21 世紀を迎えて四半世紀、小笠原諸島が世界自然遺産に登録されて 15 年が経とうと
する現在においても、我々はこの海洋島に生息する昆虫たちがどこにいて、何をしてい
るのかを十分に把握できていない。特に外来種の侵入により固有種の絶滅が危惧される
本地域では、在来・外来の最新の分布状況や生活史に関する知見が、種の保存や生態系
管理の根幹をなすことは言うまでもない。にもかかわらず、昆虫をはじめとする小型の
陸上節足動物に関する情報は、脊椎動物や水生生物、陸産貝類と比して顕著に乏しい。  

演者は 2023 年より父島に居住し、各島で年間を通じた節足動物の分布・生態調査を
継続している。その中で、文献上や島外の人々による各種の分布状況および絶滅の危機
に対する認識と、現地の実情に大きな乖離があることを実感した。こうしたギャップを
埋めるべく、調査の許可申請から採集、島外研究者との連携による公表までを一貫して
担っている。本講演では、小笠原に住むからこそ得られた知見や、調査の過程で明らか
になった課題について紹介すると共に、研究者、小笠原在住者諸氏に節足動物の多様性
解明への参画を勧めたい。  

 

WB303 町中の自販機から絶海の孤島まで～行ってみてわかった小笠原のヒ
ロズコガ～  

朴  鎮亨（九大院・生資環・昆虫）  
 

小蛾類の仲間であるヒロズコガ科は国内から約 90 種が記録されており、小笠原諸島
から は、 固有 種で あ ると され てい るオ ガ サワ ラツ マオ レ ガ Erechthias  i to i  Moriut i  & 
Kadohara,  1994 を含む 4 種のみが記録されている（坂井 2013 など）。小笠原諸島から
は約 260 種の蛾類が記録されているが、過去に行われた調査は大蛾類あるいは植食性の
種 が 中 心 で あ り 、 本 科 の よ う な 腐 食 性 の 小 蛾 類 に つ い て は 記 録 が 乏 し い （ 中 島 ・ 西 海
2021）。しかし、父島 で 2 種の属不明種が、西島 ,  南島 ,  媒島でオナガミズナギドリの巣
から 1 種の Erechthias 属不明種が記録されており、さらなる種の存在が示唆されてい
た (高橋ほか  2000：那須ほか  2013)。  

演者は環境研究総合推進費によるプロジェクトの一環として、2022 年より計 4 回、小
笠原諸島での蛾類の調査に参加した。結果、いくつかの未記載種を含む約 20 種が生息
することや、これらの生態・分布・遺伝的多様性の傾向など様々な知見を得ることがで
きた。今回は、小笠原での野外調査の様子や、これまでの調査で明らかになった知見な
どについて紹介する。  
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WB304 ハネカクシと小笠原諸島：小さな島の大きな意義と向き合い方  
橋爪  拓斗（九大院・生資環・昆虫）  
 

小笠原諸島からはこれまでに 41 種のハネカクシ科甲虫が記録されており、種数とし
ては決して多いとはいえない。演者はこれまでヒゲブトハネカクシ亜科やシリホソハネ
カクシ亜科の分類学的研究を行っており、現在はヒゲブトハネカクシ亜科カレキハネカ
クシ族に焦点を当てている。このグループも小笠原諸島では記録が少なく、広い分布域
を持つ 1 種が知られているのみで、当初は同諸島産の標本を研究対象としてはいなかっ
た。しかし、さまざまな研究者とのご縁により、小笠原諸島産のハネカクシを多数検討
する機会に恵まれた。その過程で、小笠原諸島でカレキハネカクシ族の未同定種や未記
録種が採集されていることが明らかになり、さらに他の分類群においても興味深い発見
があった。こうした経験を通じて、小笠原諸島におけるハネカクシ相の重要性を改めて
認識した。本発表では、現在取り組んでいる研究の一端を紹介するとともに、小笠原諸
島産ハネカクシの多様性解明に向けた今後の展望について述べる。  

 

WC201 東南アジアでのフィールドワークと欧州での博物館標本の調査  
山﨑  健史 1 , 2  

（兵庫県立大 /自然・環境科学研究所 1・兵庫県立人と自然の博物館 2） 
 

講演者は、クモガタ類の系統分類を専門に、国内外の標本を活用して研究をしている。
これまで東南アジアを中心に調査を行ってきたが、国外での採集には調査許可やカウン
ターパートを探すなど、事前に調整すべき点が多い。この講演では、海外調査を行うき
っかけやその後の調査について、個人的な経験を紹介する。また、合わせて、欧州の博
物館に収蔵されているタイプ標本等にどのようにアクセスしてきたか、こちらも個人的
な経験を紹介する。この講演を通して、国外での調査の難しさを正しく認識してもらう
と同時に、国境にとらわれない研究を志すひとつのきっかけになれば幸いである。  

 

 

WC202 機能形態学との出会いと国内外での研究経験  
松村  洋子（ウィーン大 /進化生物学部）  
 

演者はクビナガハムシ亜科（ハムシ科）の交尾器の形態学的研究で学位を取得し，そ
の後，専門性を高めるため昆虫形態学が盛んなドイツに移住した．生物の多様な形の進
化をもたらしたメカニズムの理解を究極目標とし，選択圧だけでない様々な制約が形の
進化に与える影響を解明したいと考えてきた．その中で，ドイツで機能形態学・バイオ
メカニクスの専門家と出会い，交尾器の動きを機械的に解明するため機能形態学に力を
注ぎ 10 年間も研究経験を積むに至った．思いがけず長くドイツで経験を積む中で，想
定以上に研究が進んだ部分も，逆に国外故にうまくいかなかったこともあった．その後，
縁があって北大に助教として 3 年ほど勤務したが，しばらく日本を離れていた演者が母
国 に 戻 っ た こ と で 感 じ た 国 内 お よ び 国 外 で 研 究 す る こ と の メ リ ッ ト と デ メ リ ッ ト に も
触れたい．演者の研究の展開に沿って，恥ずかしい側面も含めて赤裸々に経験や感じた
ことをお話ししたいと思う．あくまで私個人の事例と感想に過ぎないが，これまで多数
の 幸 運 に 恵 ま れ 自 分 の や り た い こ と を ひ た す ら 追 い か け き た 経 験 が 若 手 の 皆 さ ん の 参
考になれば幸いである．  
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WC203 化石昆虫研究のメッカ、パリ国立自然史博物館での研究  
大山  望（福井県立大 /恐竜学部）  
 

古昆虫学（ palaeoentomology）は、化石昆虫の記録自体は古くから知られていたが、
体系的な学問分野としては 19 世紀以降、主に欧州を中心に発展してきた。その中心的
研究機関のひとつがフランス・パリの Muséum National  d 'Histo ire  Nature l le（ MNHN）
である。MNHN には最古の有翅昆虫を含む後期石炭系 Commentry 産の昆虫化石が数多
く収蔵されており、昆虫進化史を研究する上で欠かせない機関である。その代表的標本
のひとつが Meganeura monyi であり、翅開長は約 70 cm に達し、当時の陸上生態系に
お け る 大 型 捕 食 者 と 考 え ら れ て い る 。 MNHN に は 多 く の 古 昆 虫 学 研 究 者 や 学 生 が 所 属
し 、 活 発 な 研 究 活 動 が 行 わ れ て い る 。 筆 者 は 日 本 学 術 振 興 会 の 海 外 特 別 研 究 員 と し て
2022 年 10 月から約 2 年半、MNHN に滞在し化石昆虫を対象とした研究に従事した。本
発表では、標本調査や野外調査など研究生活の様子を中心に、これまでのキャリアパス
について紹介する。  

 

WC301 ネギアザミウマにおける異なる配偶システムの共存メカニズム  
○工藤  達実・土畑  重人（東京大学総合文化研究科）  
 

農業害虫ネギアザミウマ Thrips  tabac i  は、有性生殖系統と単為生殖系統が同所的に
共存している。このことは害虫防除だけでなく進化生態学的にも興味深い現象である。
有性生殖はオス生産に資源を費やすため、Fisher 性比下では集団増殖率が単為生殖の約
半分に低下し、ニッチ分割がなければ有性系統は競争排除されるはずである。しかし、
繁殖干渉や性的対立のような個体間の相互作用が加わると、競争相手の侵入の阻害や個
体群増殖率の抑制によって共存が促されるかもしれない。我々はこれまでに、ネギアザ
ミウマにおいて、単為生殖メスの増殖率が、有性生殖オスからの繁殖干渉によって低下
することを実証した。本発表では、メタ個体群構造を組み込んだモデルを構築し、繁殖
干渉があれば、有性系統と単為系統がモザイク状に分布することで個体群全体として長
期安定的に共存し得ることを示す。理論予測と野外分布パターンの整合性は今後検証す
る予定である。あわせて、アザミウマ類が多様な繁殖システム進化を探究する有用なモ
デルとなる可能性についても議論したい。  

 

WC302 アザミウマ形成ゴールに同居するクダアザミウマの食性  
○中尾  史郎 1・塘  忠顕 2・柴田  史音 3・喜久村  智子 4・鎌田  可奈 5  

（京都府大院 1・福島大学 2・福島大院 3・沖縄県 4・ JAひがしみの 5）  
 

フ ウ ト ウ カ ズ ラ ク ダ ア ザ ミ ウ マ と カ キ ク ダ ア ザ ミ ウ マ の 形 成 し た ゴ ー ル に は そ れ ぞ
れフウトウカズラヤドリクダアザミウマとクダアザミウマ未記載種が同居しており、ど
ちらもゴール形成者に対する捕食者と考えられてきた。しかし、野外から採集した同居
２種の安定同位体比分析を行ったところ、結果はこれらが捕食者であることを示さなか
った。ただし、後者は Ponticulothr ips  spp .を捕食することを確認でき、室内ではスジ
コナマダラメイガの卵やネギアザミウマなども捕食した。一方、フウトウカズラヤドリ
クダアザミウマの捕食行動は室内実験でも確認できなかった。未記載種は２齢幼虫以降
に捕食しなくても羽化可能なことが飼育実験によって確認されており、後者はフウトウ
カズラのみならず、シイやサルトリイバラにアザミウマが形成したゴールからも発見さ
れている。豪州産種やキジラミ形成ゴールにも言及し、ゴールのアザミウマ群集を通し
て垣間見える Liothr ips  属群の採食多様性とその探究について、雑食性の Haplothr ips  
属群との対比を交えて話題提供し、アザミウマの食生活理解の現在地を共有したい。  
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PY01 発光周期と DNA から考察される天草ゲンジボタルの特異性  
辻  愛珠・山本  篤哉・佐々木  理央・水元  奏良  
（熊本県立天草高等学校）  
 

全国のゲンジボタルは地域別で発光周期に違いがあることを知り、 3 年間継続して天
草のゲンジボタルの発光周期の観測を行い、今年度は DNA 分析も行った。観測地域は
天草市の楠浦、城河原、河浦である。観測は気温が 20℃前後のときに行い、発光してい
る ホ タ ル の 様 子 を ス マ ー ト フ ォ ン で 動 画 撮 影 し た 。 同 時 に 周 囲 の 気 温 と 照 度 も 測 定 し
た。その後、動画を処 理し発光周期を計測した。結果、全ての地 点で 200 周期以上の発
光周期を計測し、気温が約 20℃での発光周期は 3 秒に近い値となった。また気温と発光
周期の関係は気温が高くなるほど発光周期が短くなる相関が見られた。周囲の明るさと
発光周期の関係は見られなかった。結果から、なぜ天草に 3 秒型のゲンジボタルが生息
しているのかを考えた。そのことを明らかにするため他地域のゲンジボタルと DNA を
比較した。比較方法は先行研究である鈴木（ 2001）を参考に PCR で増幅した DNA を 6
種の制限酵素処理をし、天草のゲンジボタルのハプロタイプを特定した。その結果、論
文に記載されていない新たなハプロタイプのゲンジボタルだと断定した。  

 

PY02 カシノナガキクイムシの菌嚢の配置について  
井上  碧人・岩前  宏武・春日  晄弥（東京都立立川高等学校）  
 

カシノナガキクイムシ（ Platypus querc ivorus）の持つ菌嚢は他のナガキクイムシの
ものと比較して形状や大きさが異なっている。本種はナラ枯れを引き起こすことから駆
除については広く研究されているのに対して、菌嚢に関する研究は著しく少ない。そこ
で私たちは本種の菌嚢がどのような規則性を持っているのかについて研究を行った。  

調査では捕獲と観察を行った。捕獲は、立川高校のコナラ 1 本にトラップを仕掛け、
令和 6 年 5 月 31 日～同年 7 月 5 日の期間で行った。また、双眼実体顕微鏡を用いて、
捕獲した個体の雌雄及び菌嚢の配置を観察し写真で記録した。  

結果的に 10854 匹を捕獲・観察することができた。雌は 6299 匹であり、菌嚢の配置
パターンは 69 種類確認された。観察されたほとんどの配置では「正三角形を敷き詰め
た図形の頂点上に配置される」・「必ず頭部側に配置される」・「内列の菌嚢の数は外列の
菌嚢の数以上になっている」という規則性がみられた。本研究は高校内の一地点という
限られた環境下での調査であったため、別の環境や地域においても発見した規則性が成
り立つか確かめていきたい。  

 

PY03 クワガタの昆虫ゼリーがカビない理由  
西澤  ひなた（長野市立広徳中学校）  
 

昆虫ゼリーを与えて飼育している昆虫達の中で、クワガタの昆虫ゼリーにだけカビが
生えないことに気づき、不思議に思ったことがこの研究の始まりである。その理由を探
るため、クワガタ 2 種と、対照としてレッドローチとムネアカオオアリに協力してもら
い、以下の 3 種類の比較実験をした。  

A .クワガタの唾液に抗菌作用があるのか。  
B .クワガタの口以外の部位を接触させない昆虫ゼリーにカビは生えるのか。  
C .クワガタの口以外の部位を接触させた昆虫ゼリーにカビは生えるのか。  
その結果、クワガタの唾液に抗菌作用はないこと、昆虫ゼリーに接触している身体の

部位の違いは関係していないことが分かった。しかし、Ｂの実験にて白色のコロニーを
形 成 し て い た 菌 が 、 ア オ カ ビ ら し き 真 菌 の 生 育 を 抑 制 し て い る 様 な 様 子 が 見 ら れ た た
め、その菌の同定・分析を行った。これら実験結果と考察を発表する。  
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PY04 クワガタを助けたい  
森岡  正道（吉備中央町立加賀南小学校）  
 

食べられて死んでいるクワガタが、電灯の下にたくさん落ちているのを、何度も見つ
けた。人間が作った電灯の光にクワガタが集まり、そのまま逃げ遅れて鳥などに食べら
れていると思った。クワガタが隠れられる家を作ってクワガタを守りたいと考え、小学
1 年生の時からこの研究を始めた。  
「コナラかクヌギで作られた隙間 5mm の家を、隙間が縦向きになるように設置すれば

よく隠れる」と仮説をたてて、コクワガタで実験した。その結果、隙間を 10mm にした
シイでできた家で、その隙間を縦向きになるように置くと、コクワガタは好んで隠れる
かもしれないことが分かった。また、ミヤマクワガタ、ノコギリクワガタ、ヒラタクワ
ガタでもそれぞれ仮説を立てて実験をすると、クワガタの種類によって好む家が違うか
もしれないことも分かった。この研究では、予想とは違うシイをコクワガタが選んだだ
けでなく、オスとメスで違う結果が出たり、クワガタの種類によって好む家が違ったり
など、面白いことが分かった。  

クワガタをもっと確実に助けられるように、今年度も新しい実験を行った。  

 

PY05 ピンクバッタよ、どう生きる  
森岡  正義（岡山理科大学附属中学校）  
 

突然変異と言われているピンク色のバッタ (以下「ピンクバッタ」とする )を小学 6 年
生の時に初めて見つけ、ピンクバッタ研究を今年も継続している。  

去年は、カマキリの特性から解明を試みた。犠牲になるバッタを最小限にするために、
割り箸で偽物のバッタを作ったり、バッタの代わりに鶏肉やイカを食べさせたり、バッ
タがカマキリに食べられないように透明容器にバッタを入れて実験した。また、カマキ
リ に 赤 色 ま た は 緑 色 を 記 憶 さ せ 、 Ｙ 字 迷 路 を 使 っ て カ マ キ リ の 学 習 能 力 に つ い て 調 べ
た。実験の結果、カマキリはピンクバッタをあまり食べたがらないかもしれないことが
分かった。そして鳥類と同じように、カマキリも食べ慣れた餌と同じ色の餌を好む特性
があるかもしれないことが分かった。また、カマキリが色を区別でき、色を記憶できる
ようだと分かった。  

こ れ ま で の 実 験 結 果 を 踏 ま え て 、 今 年 も さ ら に ピ ン ク バ ッ タ に つ い て の 研 究 を 深 め
た。  

 

PY06 迫る！ヒメ様の謎―ヒメギスのグルーミング  
森岡  玲圭（ノートルダム清心学園清心女子高等学校）  
 

移動させたヒメギス（キリギリス類）がグルーミング（自分の体をなめる行動）を始
めたことに興味を持った。ヒメギスがグルーミングをする理由を知る目的で、ヒメギス
には縄張りがあり、グルーミングは縄張り行動であるという仮説をたてた。雌雄の反応
差を考察し、オスは鳴くことも縄張り行動であるという仮説を追加した。まず、移動先
が変わることでグルーミングの頻度が変わるのかを調べるために、ヒメギスを移動させ
た時のグルーミングを調べた。次に、縄張りの有無を確認するために、他個体の匂いへ
の反応を調べた。最後に、雌雄の反応差を鳴き声から考察し、オス同士の対面時の反応
を調べた。その結果、自分の飼育ケースに帰って来た時よりも他の飼育ケースに移動し
た時の方が、グルーミング時間が長いことが分かった。また、同性よりも自分の匂いを
好む傾向があった。異性の匂いに関しては雌雄の差が出たが、これは雄のみが鳴くこと
が関係すると思われた。オス同士を対面させると鋭く鳴くことも分かった。これらの結
果から仮説が正しいと思われた。今年も実験を重ね、グルーミングの解明を進めた。  
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PY07 嫌われ者から救世主へ「ゴキブリの秘められた可能性」
奥井  彩恵（桜丘高校）

小学生の頃、誰もが嫌うゴキブリが本当に「排除すべき害虫」なのか、疑問を持った。
およそ 3 億年前から地球に生息し、「生きた化石」と呼ばれる彼らは、世界に約 1 兆 4853
億匹、日本には 263 億匹も存在し、その大半は森で暮らしている。私は、このゴキ ブリ
こそがこれからの時代の救世主になる可能性を秘めていると考えている。その可能性の
一つは、医療分野である。中国では古くから漢方薬として利用されており、最近ではノ
ッティンガム大学の研究で、ゴキブリの脳が薬物耐性菌にも有効な新種の抗生物質の原
料になる可能性が報告された。また、ゴキブリは食料問題の解決にも貢献する可能性を
持っている。高タンパク質で、例えば爬虫類の餌として知られているデュビア (アルゼン
チンモリゴキブリ )は、コオロギよりも低脂肪・高タンパク質であることが分かっている。
最近話題の「ゴキブリミルク」も、将来の食料源として注目されている。さらに、彼ら
の高い分解能力は、生ごみ処理として活用されている。中国では実際に、この能力を生
かした生ごみ処理の事例もある。ゴキブリは見た目で誤解されがちであるが、実は生態
系において重要な役割を担っており、その秘められた能力は多岐にわたっている。自然
と共存していく私たちの生活に、彼らは多様な側面から貢献できる可能性を秘めた生物
だと私は考える。

PY08 キバネツノトンボの研究  ― 生態・生活環の総括と種間比較  ―  
内山  旬人（茨城県立土浦第二高等学校）

キバネツノトンボ Libe l lo ides  ramburi は，アミメカゲロウ目ウスバカゲロウ科ツノ
トンボ亜科の昆虫である． 2025 年現在，全国 47 都道府県のうち 15 道県では未記録，
また記録のある 32 都府県のうち 16 の都府県で RDB に掲載されている希少種で，これ
までほとんど研究されておらず，故に文献も非常に少ない．ごく基本的な生態や生活環
すら明らかにされていなかった．

2020 年に，上記の状 況を知り，この種を対象に研究活動を始めた．2021 年にかけて，
まず成虫の観察を中心に研究を進め，この年までに成虫期の生活の流れやその生態の全
体像を概ね掴むことができた．2022 年には，初めて捉えられた羽化の現場から，蛹の期
間とその前後について把握した．2023 年には，初年度から取り組んできた幼虫の実験的
飼育がようやく軌道に乗ってきたことから，幼虫期について整理することができた．

本研究では，以上４年間の総括として生活環全体を改めてまとめ直し，本土産同亜科
他種のツノトンボ・オオツノトンボとの種間比較を加えた．本種の種としての全体的な
特徴を，ごく基礎的な情報についてはひととおり揃えることができたと考えている．  

PY09 蚊を退治する模型の開発  〜実用化を目指して〜
熊谷  佐和子（東京都千代田区立九段小学校）

姉の研究で、ユキノシタという植物やその仲間にたくさんの蚊が来ていた事を発見し
た。そこで私は、ユキノシタの花の形は蚊が集まりやすいと考えた。また、蚊が集まり
やすい形の模型を作れば、蚊を引き寄せて退治できるのではないかと考えた。

蚊は白い花で、おしべが広がっているものに集まりやすいと考えたので、雄しべの角
度や長さを変えた模型をたくさん作り、蚊の来やすさを比較する事にした。また、模型
に殺虫剤を塗ったりし、本当に蚊が退治できるか調べる事にした。  
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PY10 BSF（アメリカミズアブ幼虫）を用いたトマト残渣処理  
岸上  洪喜・小林  奨真・内田  華蓮（安城農林高等学校）  
 

本研究では、農業現場で大量に廃棄されるトマトの茎や葉といった副産物を、ブラッ
クソルジャーフ ライ （ BSF）幼虫の飼料 として有効活用 する 方法を検討した 。初 期の飼
育実験では、副産物単体では急激な発酵や高温により幼虫の大量死が発生したが、副資
材として加えることで飼育環境を安定化させ、幼虫の成長促進につながることを確認し
た。さらに、トマト副産物を 1 割混合した飼料群と、エコフィード（食品残渣）100%の
飼料群を比較した結果、粗タンパク質はそれぞれ 13.8%、13.9%、粗脂肪は 16.3%、18.9%
となり、栄養価に大きな差は見られなかった。本研究は、廃棄されている植物性副産物
の飼料化を通じて、持続可能な昆虫資源生産の可能性を示すものである。  

 

PY11 チャイロスズメバチによる巣の乗っ取りと他種スズメバチへの手懐け
行動  

塔野岡  達希（つくば開成高等学校）  
 

チャイロスズメバチ (Vespa dybowski i )は他種スズメバチの初期巣に侵入し、巣の乗っ
取りを行う社会寄生種である。乗っ取り後は宿主の働きバチを手懐け、自らの子を生産
するための労働力として利用する。本研究ではチャイロ女王による巣の乗っ取りとその
後 の 手 懐 け 行 動 を 明 ら か に す る 為 、 キ イ ロ ス ズ メ バ チ の 初 期 巣 に チ ャ イ ロ 女 王 を 投 入
し、その後の行動を観察した。2024 年 6 月に初期巣（女王、働きバチ３頭、幼虫数頭を
含む）を採取し、飼育箱内で 5 日間飼育した。巣の外皮を剥がし、チャイロ女王を投入
したところ、チャイロ女王、キイロ女王、キイロ働きバチによる激しい戦闘が行われ、
最終的にチャイロ女王がキイロ女王の喉元を刺殺した。チャイロ女王による乗っ取り後
もキイロ働きバチによる反撃行動が繰り返された為、巣からキイロ働きバチを出し、代
わ り に 他 の 孤 児 巣 で 羽 化 し た コ ガ タ ス ズ メ バ チ と キ イ ロ ス ズ メ バ チ の 働 き バ チ を 追 加
投入した。チャイロ女王は投入された働きバチの全身を何度も舐め、これらの働きバチ
はチャイロ女王に服従した。その後、チャイロ女王、コガタ働きバチ、キイロ働きバチ
の３種による共同営巣が確認された。  

 

PY12 ミツバチの栄養交換 :  触角の動きを介した空腹度の認識  
國谷  理久・西野  大翔（安田学園高等学校）  
 

ミツバチは蜂同士が口移しで蜜を受け渡す栄養交換を行う。受容側の蜂は口吻を伸ば
して蜜を要求し、それに応じた提供側の蜂が大顎を開いて素嚢から蜜を吐き出す。栄養
交換は蜂蜜の生産に関係する行動でもあり、多くの研究例がある。しかし、蜂がお互い
の空腹度（積載蜜量）をどのように認識しているのか、その仕組みは不明なままである。
そこで私たちは、空腹度を操作した 2 匹の蜂を人為的に接触させる実験系から、蜂が空
腹度を認識する仕組みの解明を目指した。まず、空腹蜂と満腹蜂を接触させたところ、
空腹蜂が口吻を伸ばしやすく、満腹蜂が大顎を開きやすいことがわかった。空腹蜂同士
を接触させたところ、僅かでも積載蜜量の少ない方の蜂が口吻を伸ばしやすく、蜜の要
求が空腹による反射ではないことが示唆された。次に、空腹度の認識に触角の動きが関
係していると考え、受容側の触角の移動角度を水平方向と鉛直方向から測定した。その
結果、触角を相手の頭部に向ける動きと口吻を伸ばす行動が連動しており、触角の動き
が空腹度を示す情報である可能性が示された。現在、深層学習を用いたマーカーレス姿
勢追跡ツール DeepLabCut で詳細な分析を進めている。  
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PY13 クロオオアリの食生と塩分の関係性について  
小島  大洋（横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校）  
 

本研究では、クロオオアリの食性が生息環境によってどのように異なるかを明らかに
することを目的とした。ナトリウムは生物にとって重要な栄養素であり、その入手しや
すさは環境に依存する。クロオオアリの生息環境の違いによってナトリウムの摂取方法
や 可 能 性 が 異 な る 内 陸 部 と 海 岸 部 に 着 目 し 、 そ れ ぞ れ の 地 域 で の 餌 の 選 好 性 を 比 較 し
た。方法は、糖分中心の餌（薄めた蜂蜜）と塩分中心の餌（ハム）の 2 種類を用意し、
東京湾沿岸（海岸部）および湾から直線距離で約 18km 内陸に位置する裸地において、
クロオオアリの巣の近くに餌皿を設置した。日ごとに 4 回程度、餌を設置してから 1 時
間以内に群がったアリの個体数を観察・記録した。その結果、内陸部のアリは塩分を多
く含む餌に、海岸部のアリは糖分を多く含む餌により多く集まる傾向が見られた。この
ことから、ナトリウムの入手が困難な内陸部では、環境に適応して食性を変化させてい
る可能性が示唆された。アリは分解者として生態系に重要な役割を担っており、食性の
変化は、地域ごとの分解対象の違い、さらには動植物の分布にも影響を与える可能性が
ある。  

 

PY14 アゲハチョウの蛹で何が起こっているのか  
橋見  優奈（横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校）  
 

私は 10 年間アゲハチョウを飼育しており、その完全変態による多様な姿は、私を飽
きさせることがない。特に、幼虫時代の終齢幼虫の愛らしい姿には心を惹かれる。一方
で、蛹の期間は多くの謎に包まれている。完全変態を行う昆虫は一般的に、卵、幼虫、
蛹、成虫という段階を経るが、蛹の時期は内部で劇的な変化が起こっていると考えられ
る。興味深いことに、羽化直前の蛹は殻が透明になり、内部の成虫の姿を見ることがで
きる。そこで蛹と羽化直前の蛹を比較したところ、蛹の表面の凹凸が、成虫の各器官と
対応していることがわかった。さらに、前蛹から羽化までの過程を撮影した結果、蛹化
中に幼虫の殻を脱ぐ際、成虫の触覚や翅となる部分が、蛹の他の部分から分離されてい
るように観察された。また、ヤドリバエに寄生された蛹では、寄生による摂食痕と非摂
食痕の境界が、成虫の触覚と翅の境界と一致する例があった。加えて、羽化後の蛹の殻
の内側を詳細に観察すると、触覚と眼の間などに膜のような構造が確認された。この構
造は、細胞が無秩序に拡散することを防ぐ役割を果たしているのかもしれない。現在は
蛹の体重変化と時間の関係性について実験を進めている。  

 

PY15 ナミアゲハの幼虫の色覚について―前蛹になる時に選ぶ場所から考え
たこと―  

成田  聖（埼玉県春日部市立桜川小学校）  
 

はじめに  
13 匹のナミアゲハの幼虫を飼育していて、幼虫の色覚を不思議に思った。前蛹になる

場所を観察して、幼虫の色覚と、その場所を選んだ理由を知りたいと思った。  
方法  
令和 7 年 5 月 7 日から 6 月 1 日に 8 色の物から、何色を選んで前蛹になるかを調べ

て、幼虫の色覚とその理由を考える。蛹になるまでの観察で分かったことをまとめる。  
結果  
幼虫は直線距離にすると 6m21cm2mm の範囲で蛹になった。黒色の場所で蛹は 1 匹、

灰色では 3 匹、緑色では 2 匹だった。黄色と青色部の混ざった場所では 1 匹で、前蛹で
死亡した。他の 6 匹は終令幼虫のままで、結果は出ていない。平面で餌の木より低い場
所で前蛹になったことはみんな同じだった。  

考察  
幼虫は色覚があり、暗い色が好きだと考えた。また、前蛹になるまでの歩く距離で蛹

になるまでの成功率は決まらず、死亡した前蛹は、その場所が熱くなったからだと考え
た。幼虫が色覚をたよりにして蛹になる場所は、暗くて餌場より低い場所。そして平面
で、熱くならない場所。それは蛹になる成功率を上げて、結果的に、蝶になった時の命
を守る仕組みにつなげるためだと考えた。  
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PY16 アブラゼミの幼虫の反射的行動の組み合わせ―生存と繁殖への希望―  
成田  逞（埼玉県春日部市立葛飾中学校）  
 

昆虫のなかでも特にセミが好きで、調査開始から 7 年目を迎える。今までの羽化の観
察や文献調査から、アブラゼミの幼虫は高い場所で羽化を行うことが分かっている。  

羽化観察時に、他の幼虫に登り、羽化地点を決定する幼虫を見た。この行動要因を明
らかにすることを目的に、春日部市内の公園・自宅の幅の広いカーテン・自作の小さな
羽化台の 3 種類の羽化場所で、アブラゼミの幼虫の羽化行動の比較を行った。  

その結果、他の幼虫に登る幼虫は「この幼虫に登れば助かる」という意図的な行動に
よるものではないと分かった。羽化時に混雑した環境におかれた幼虫のみにこの行動が
見られたことから、脚場がなくなると脚を動かす、より高いところに登ろうとする、何
かしら物に触れようとする、という本来の幼虫が持つ反射的な行動の組み合わせである
と分かった。  

幼虫が仲間の幼虫に登り、犠牲にすることは悲しい。しかし生存し、繁殖していくた
めに必要な過程であると同時に、それらが「希望」なのだと考えた。そしてそれはセミ
の進化の過程で、セミ自身が作りあげた結果であり、「生」を求める本能であると考えた。 

 

PY17 ナベブタムシの長翅型のなぞ  
佐藤  日向（さいたま市立大宮北中学校）  
 

2024 年 8 月、徳島県の川でナベブタムシ（徳島県 RDB カテゴリ： NT）を採集した。
とても珍しい（※）長翅型が採れたので、日を改めて個体数の調査を行った結果その川
の長翅型の割合は成虫 102 頭中 31 頭。 30%を超えていた。同年の夏休み後半、埼玉県

（ VU）、群馬県、茨城 県のナベブタムシについても調査を行いさらに山梨県での長翅型の
多産地の情報を入手し、11 月に追加調査を行った。ナベブタムシの長翅型について、雌
雄割合、斑紋の有無などさまざまな角度から調べた結果をまとめる（可能であれば今年
の夏の追加調査分も加える）。  

 

PY18 ヒメトビサシガメの水辺への適応における収斂進化  
渡邉  智也（沖縄県立コザ高等学校）  
 

ヒメトビサシガメ  (学名 Stacc ia  d i luta)はトビイロサシガメ亜科ヒメトビサシガメ属
に 属 す る 小 型 の サ シ ガ メ で あ る 。 こ の 属 は 世 界 で も １ ０ 種 程 か ら な る 小 さ い グ ル ー プ
で、日本にはヒメトビサシガメの１種だけが南西諸島から本州まで広く分布しているこ
とが知られる。しかし、雑草に覆われた地表に生息するということ以外、その生態はほ
とんど不明だった。この発表では、今まで 6 年間の飼育を通して明らかになったこのサ
シガメの興味深い生態について発表したい。まず、沖縄でヒメトビサシガメが確認でき
たのは池や水田などの水辺だけだった。そこで水辺を設けた飼育下で観察したところ、
ヒメトビサシガメは１）腹側前部を覆うロウ物質によって水中で気泡を保持できる、２）
成虫は水中で長時間（約３時間）活動できる、３）卵や幼虫は非常に乾燥に弱い、４）
呼吸管が発達した卵を水際に生むなど、水辺での生活に適応した考えられる他の近縁種
と異なる特徴を複数見つけた。特に卵の呼吸管についてはタイコウチなどの水生昆虫の
卵を想起させる特徴であり、水辺での生活にともないヒメトビサシガメにおいて収斂進
化により獲得された特徴だと考えられる。  
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PY19 ダンゴムシの痛覚の有無と行動への影響〜唐辛子を用いた行動解析〜  
芥川  涼子・古家野  百桜（清心女子高等学校）  
 

ダンゴムシ（ワラジムシ目ワラジムシ亜目）は、刺激を受けると体を丸める防御行動
や、障害物に当たると左右交互に方向を変える交替性転向反応を示す節足動物である。
本研究は、ダンゴムシが痛みを感じるのか、その感覚が行動にどのような影響を与える
のかを明らかにすることを目的とした。動物の痛みの評価には、ヒトに痛みをもたらす
刺激を与え、その逃避行動を観察する行動学的疼痛試験が用いられている。私たちはこ
の手法を応用し、唐辛子の辛味成分をダンゴムシに与え、その行動変化を調べた。実験
は以下の 2 段階で実施する。迷路装置を用いた行動観察として通常時のダンゴムシの交
替性転向反応と、唐辛子の上を歩かせた際の反応を比較する。触覚への刺激による行動
観察として迷路装置の壁に唐辛子を塗布し、ダンゴムシの触覚に唐辛子が付着した際の
行動を通常時と比較する。これらの実験から、唐辛子の刺激を受けたダンゴムシが痛み
を感じ、炎症反応を起こしているかを行動の変化を通して考察する。本研究は、ダンゴ
ムシの感覚能力に関する新たな知見を提供し、無脊椎動物の痛みという未解明な分野へ
の理解を深めることに貢献すると考えられる。  

 

PY20 群馬県の虫いちらん  
野田  悠太（群馬大学共同教育学部附属小学校）  
 

ぼくが、今回やりたいことは、群馬県にいる虫をしょうかいすることです。これをや
りたいと思ったのは、虫が好きだからです。ぼくは、たくさんの虫を見つけてきました。
それを、まとめてみたかったからです。それと、将来、昆虫学者になりたいからです。
ぼくが、今までに見つけた虫の名前、絵をかきます。幼稚園の年少から小学校４年生ま
での間です。どこにどんな虫がいたかもかきたいです。見つけた場所を、町と山の２つ
の部分に分けて書きたいです。カゲロウ目、トンボ目、バッタ目、カマキリ目、カメム
シ目、ハチ目、コウチュウ目、チョウ目、クモ目、虫、その他、に分けて書きます。  

群馬県の昆虫図鑑には、のっていなくて、ぼくが見つけた虫は、赤い丸をつけたいで
す。虫がすごく多い木の写真も貼りたいです。  

ぼくの見つけた虫は、思っていたよりも少なかったです。でも、オオムラサキとミノ
ムシを見つけられたのが嬉しかったです。これからも、もっと色んな虫を見つけたいで
す。いつか、ミヤマクワガタのオスと、ヒラタクワガタを自分で見つけてみたいです。
あんまりいない虫を大切にしたいです。  

 

PY21 八王子市楢原町の昆虫生息状況について  
塩田  悠太朗（NPO法人  フュージョン長池（生きもの展示室）・NPO 
法人  ならはらの森  なかの学舎）  
 

東京都多摩地域にある八王子市は自然豊かな市です。身近にどのくらいの種類の昆虫
が生息するのかを調査した。期間は 2021 年４月から 2025 年の４年間（９月まで継続予
定）で、観察場所は八王子市楢原町にあるフリースクールの 6000m2 の雑木林（校庭）
から 300m ほど離れた浅川（一級河川）までとした。環境としては、雑木林、住宅地、
河川だった。観察できた生き物を記録した。昆虫が全 234 種 22 目、その他、脊椎動物
や節足動物は 75 種が観察できた。指標生物であるヘビトンボ、絶滅危惧種のゴマダラ
チョウ、東京では希少種のコムラサキが観察できた一方で、特定外来生物のアカボシゴ
マダラや外来種のワモンゴキブリを確認した。新八王子市史自然編（ 2014 年版）と照ら
し合わせて、ガロアムシ目とナナフシ目は観察できなかった。観察方法、観察時間、生
息分布の違いが原因と考えた。今回の調査で予想以上の生物多様性が確認できた。今後
は、観察期間や観察方法を再検討し、自然環境保全に役立つように観察記録を継続した
い。また、統一の観察方法を確立し、他の場所でも同様の観察をしていきたい。このよ
うに観察地点を増やしたら点から面で、分布把握、環境確認につながると考えた。  
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